
（　
　
　
　

）

島
の
法
的
地
位

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

一

二
〇
二
九

島
の
法
的
地
位

―
―
南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
の
第
一
二
一
条
三
項
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―
―

坂
　
　
元
　
　
茂
　
　
樹

１　

は
じ
め
に

　

二
〇
一
三
年
一
月
二
二
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
中
国
を
相
手
取
っ
て
、
国
連
海
洋
法
条
約
（
以
下
、
海
洋
法
条
約
）
第
一
五
部
及
び
附
属
書

Ⅶ
に
基
づ
く
仲
裁
裁
判
を
開
始
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
提
起
し
た
紛
争
は
、
第
一
に
、
中
国
は
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
九
段
線
内
の
す
べ
て
の

水
域
に
主
権
的
権
利
や
管
轄
権
を
主
張
す
る
が
、
こ
う
し
た
主
張
は
法
的
効
果
を
有
す
る
か
否
か
。
第
二
に
、
南
沙
（
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
）
諸

島
の
海
洋
地
形
の
権
原
取
得
（entitlem

ent

）、
す
な
わ
ち
、
中
国
が
実
効
支
配
し
て
い
る
南
沙
諸
島
の
礁
や
低
潮
高
地
は
領
海
や
排
他
的

経
済
水
域
（
以
下
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）、
さ
ら
に
は
大
陸
棚
を
も
た
ず
、
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
な
ど
は
海
洋
法
条
約
の
い
う
、﹁
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の

経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
岩
﹂（
第
一
二
一
条
三
項
）
で
あ
る
の
で
、
領
海
し
か
持
ち
え
な
い
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
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島
の
法
的
地
位

二
〇
三
〇

海
洋
法
条
約
の
解
釈
・
適
用
を
め
ぐ
る
紛
争
、
い
わ
ゆ
る
権
原
取
得
紛
争
（entitlem

ent dispute

）
と
し
て
提
起
し
た
。
南
シ
ナ
海
に
お

け
る
領
有
権
紛
争
（sovereignty dispute

）
や
海
洋
境
界
画
定
紛
争
（m

aritim
e delim

itation dispute

）
で
は
な
く
、
海
洋
法
条
約

に
基
づ
く
Ｅ
Ｅ
Ｚ
や
大
陸
棚
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
島
な
の
か
、
そ
れ
と
も
第
一
二
一
条
三
項
で
い
う
そ
れ
ら
を
有
し
な
い
岩
な
の
か
を

争
う
権
原
取
得
紛
争
と
し
て
紛
争
を
提
起
し
た
の
で
あ
る）

1
（

。
こ
の
ほ
か
、
第
三
に
、
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
中
国
の
行
動
の
違
法
性
に
つ
い
て
、

第
四
に
、
中
国
に
よ
る
紛
争
の
悪
化
及
び
拡
大
行
為
に
つ
い
て
訴
え
た
。

　

海
洋
法
条
約
附
属
書
Ⅶ
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
仲
裁
裁
判
所
は
、
二
〇
一
六
年
七
月
一
二
日
、
中
国
が
実
効
支
配
す
る
南
シ
ナ
海
の
岩
礁

の
法
的
地
位
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
海
洋
法
条
約
第
一
三
条
に
い
う
低
潮
高
地
及
び
第
一
二
一
条
三
項
に
い
う
﹁
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の

経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
岩
﹂
と
認
定
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、仲
裁
判
決
の
効
力
は
、海
洋
法
条
約
第
二
九
六
条
二
項
の
﹁
１

の
裁
判
は
、
紛
争
当
事
者
間
に
お
い
て
、
か
つ
、
当
該
紛
争
に
関
し
て
の
み
拘
束
力
を
有
す
る
﹂
と
規
定
す
る
よ
う
に
、
紛
争
当
事
者
の
比

中
の
み
を
拘
束
す
る
と
い
う
相
対
的
既
判
力
の
原
則
が
作
用
す
る
が
、
か
つ
て
山
本
草
二
前
国
際
海
洋
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
）
裁
判
官

が
指
摘
し
た
よ
う
に
、﹁
同
規
定
（
坂
元
注
：
第
一
二
一
条
三
項
）
は
そ
の
要
件
が
不
備
で
あ
り
、
岩
と
そ
の
他
の
島
を
区
別
す
る
基
準
も

定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
個
別
の
島
に
つ
い
て
人
間
の
居
住
又
は
経
済
生
活
の
維
持
可
能
性
の
有
無
を
判
断
す
る
さ
い
の
基
準
も
一
定
し
て
い

な
い）

2
（

﹂
と
い
う
規
範
状
況
に
あ
り
、
か
つ
、﹁
第
一
二
一
条
三
項
に
基
づ
く
﹃
国
家
実
行
に
一
貫
し
た
傾
向
﹄
が
見
ら
れ
ず
、
現
在
、
同
条

に
関
す
る
国
際
裁
判
所
に
よ
る
﹃
権
威
あ
る
﹄
判
決
が
存
在
し
な
い）

3
（

﹂
と
い
う
状
況
に
あ
っ
て
、
今
回
の
仲
裁
判
決
は
三
項
を
含
む
第
一
二

一
条
の
解
釈
を
詳
細
に
展
開
し
た
初
め
て
の
国
際
判
例
で
あ
り
、
今
後
の
第
一
二
一
条
の
解
釈
に
際
し
て
法
的
影
響
力
を
も
つ
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
件
は
南
シ
ナ
海
の
岩
礁
の
法
的
地
位
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
口
頭
弁
論
や
判
決
の

過
程
で
中
国
に
よ
る
沖
ノ
鳥
島
に
関
す
る
主
張
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
各
国
は
、
日
本
と
同
様
に
、
絶
海
の
無
人
島
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三

二
〇
三
一

に
対
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｚ
や
大
陸
棚
の
主
張
を
さ
ま
ざ
ま
に
行
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
沖
ノ
鳥
島
の
法
的
地
位
に
関
心
が
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
い
判

決
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
仲
裁
判
決
は
、
日
本
が
大
陸
棚
限
界
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
）
に
提
出
し
た
沖
ノ
鳥
島
の
大
陸
棚
延

長
申
請
に
対
す
る
中
国
の
異
議
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
（
四
五
一－

四
五
八
項
）。
仲
裁
裁
判
の
紛
争
当
事
者
で
あ
っ
た
中
国
は
、
二
〇

〇
九
年
八
月
二
四
日
付
の
国
連
事
務
総
長
宛
の
口
上
書
に
お
い
て
、﹁
い
わ
ゆ
る
沖
ノ
鳥
島
は
、
実
際
に
は
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
三
項

で
言
及
さ
れ
て
い
る
岩
で
あ
る
﹂
と
し
て
、
そ
も
そ
も
大
陸
棚
を
有
し
な
い
た
め
、
沖
ノ
鳥
島
を
基
点
と
し
た
大
陸
棚
延
伸
は
認
め
ら
れ
な

い
と
主
張
し
た）

4
（

。
同
様
の
趣
旨
の
口
上
書
は
韓
国
に
よ
っ
て
も
提
出
さ
れ
た）

5
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
日
本
は
、
大
陸
棚
限
界
委
員
会
は
、
延
伸
の
条
件
を
定
め
た
海
洋
法
条
約
第
七
六
条
以
外
の
海
洋
法
条
約
の
規
定
、
す
な

わ
ち
第
一
二
一
条
に
つ
い
て
解
釈
を
行
う
権
限
を
持
た
ず
、
し
た
が
っ
て
勧
告
作
成
に
あ
た
っ
て
こ
れ
ら
両
国
の
口
上
書
を
考
慮
に
入
れ
な

い
よ
う
に
大
陸
棚
限
界
委
員
会
に
対
し
て
要
請
し
た
。
大
陸
棚
限
界
委
員
会
は
、
第
二
四
会
期
（
二
〇
〇
九
年
）
の
議
長
声
明
で
、
委
員
会

は
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
に
関
す
る
権
限
を
持
た
な
い
と
し
て
、
日
本
の
申
請
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
た
め
の
小
委
員
会
を
設
置
し

た
）
6
（

。
逆
に
言
え
ば
、
日
本
の
こ
の
口
上
書
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
日
本
は
、
沖
ノ
鳥
島
は
大
陸
棚
の
延
長
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
海
洋

法
条
約
第
一
二
一
条
三
項
の
﹁
岩
﹂
で
は
な
い
と
主
張
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
海
洋
法
条
約
第
七
六
条
八
項
の
﹁
沿
岸
国
が
そ

の
勧
告
に
基
づ
い
て
設
定
し
た
大
陸
棚
の
限
界
は
、
最
終
的
な
も
の
と
し
、
か
つ
、
拘
束
力
を
有
す
る
﹂
と
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
本
は
自

ら
の
国
内
法
（
政
令
）
に
基
づ
き
大
陸
棚
の
限
界
を
設
定
し
て
い
る）

7
（

。
し
か
し
、
こ
う
し
た
行
為
も
当
該
高
潮
地
形
が
第
一
二
一
条
の
下
で

﹁
完
全
な
権
原
を
有
す
る
島
﹂
の
地
位
を
も
つ
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。

　

第
一
二
一
条
三
項
は
、
高
潮
地
形
に
つ
い
て
、﹁
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
岩
は
、
排
他
的

経
済
水
域
又
は
大
陸
棚
を
有
し
な
い
（R

ocks w
hich cannot sustain hum

an habitation or econom
ic life of their ow

n shall 

have no exclusive econom
ic zone or continental shelf

）﹂
と
規
定
し
て
お
り
、
仮
に
沖
ノ
鳥
島
の
法
的
地
位
が
問
題
に
な
っ
た
場
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二
〇
三
二

合
は
、“no...or”

は“neither

⋮nor”

と
同
義
と
考
え
れ
ば
、﹁
排
他
的
経
済
水
域
も
大
陸
棚
も
有
し
な
い
﹂
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
フ

ラ
ン
ス
語
正
文
は
、“L

es rochers qui ne se prêtent pas à l’habitation hum
aine ou à une vie économ

ique proper n’ont pas 

de zone économ
ique exclusive ni de plateau continental”

と
よ
り
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
陸
棚
の
概
念
が
一
九
五

八
年
の
大
陸
棚
条
約
で
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
慣
習
法
性
を
獲
得
し
た
の
に
対
し
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
概
念
は
一
九
八
二
年
の
海
洋
法
条
約
で
初
め
て

認
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
両
者
を
一
律
に
扱
う
こ
と
の
妥
当
性
の
問
題
は
残
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
沖
ノ
鳥
島
は
、
硫
黄
島
の
南
西
約
三
九
〇
カ
イ
リ
（
北
緯
二
〇
度
二
六
分
、
東
経
一
三
六
度
〇
五
分
）
の
洋
上
に
位
置

す
る
無
人
島
で
、
低
潮
時
に
は
東
西
約
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
約
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
急
峻
な

海
山
の
頂
上
に
発
達
し
た
サ
ン
ゴ
礁
の
島
で
あ
る
が
、
高
潮
時
に
は
わ
ず
か
に
海
抜
一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
東
小
島
及
び
同
六
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
北
小
島
が
残
る
の
み
で
あ
る）

8
（

。
仲
裁
判
決
に
お
い
て
も
、﹁
沖
ノ
鳥
島
は
沖
縄
と
北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
間
の
西
太
平
洋
に
位
置
す

る
環
礁
で
、
高
潮
時
に
わ
ず
か
二
つ
の
部
分
が
水
面
上
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い）

9
（

﹂（
四
五
一
項
）
と
言
及
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
形
状
的
事
実

に
よ
り
﹁
岩
﹂
と
の
評
価
を
受
け
や
す
い
状
況
に
あ
る
。
小
寺
彰
教
授
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、﹁﹃
岩
﹄
を
島
か
ら
抽
出
し
た
と
い
う
起
草
経

緯
に
照
ら
す
と
、
沖
ノ
鳥
島
の
よ
う
な
小
島
を
﹃
岩
﹄
と
言
わ
な
け
れ
ば
、﹃
岩
﹄
と
呼
べ
る
島
は
存
在
し
な
く
な
る）
₁₀
（

﹂
の
で
あ
る
。
は
た

し
て
、
今
回
の
仲
裁
判
決
に
従
え
ば
、
沖
ノ
鳥
島
は
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
三
項
に
い
う
、﹁
排
他
的
経
済
水
域
又
は
大
陸
棚
を
有
し
な

い
岩
﹂
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
今
回
の
判
決
で
示
さ
れ
た
第
一
二
一
条
の
解
釈
は
﹁
先
例
的
価
値
﹂
を
有
す
る
存
在
と
な
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

本
稿
は
、
南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
に
お
け
る
第
一
二
一
条
の
解
釈
を
再
検
討
し
、
島
の
法
的
地
位
に
対
し
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
対
象
と
な
る
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
の
条
文
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
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五

二
〇
三
三

２　

海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
の
構
造
と
解
釈

　

海
洋
法
条
約
第
八
部
﹁
島
の
制
度
﹂
は
、
わ
ず
か
に
第
一
二
一
条
（
島
の
制
度
）
の
一
カ
条
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
条
文
は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

﹁
１　

島
と
は
、
自
然
に
形
成
さ
れ
た
陸
地
で
あ
っ
て
、
水
に
囲
ま
れ
、
高
潮
時
に
お
い
て
も
水
面
上
に
あ
る
も
の
を
い
う
。

２　

３
に
定
め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
島
の
領
海
、
接
続
水
域
、
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
は
、
他
の
領
土
に
適
用
さ
れ
る
こ
の

条
約
の
規
定
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

３　

人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
岩
は
、
排
他
的
経
済
水
域
又
は
大
陸
棚
を
有
し
な
い
﹂

　

本
条
の
う
ち
、
第
一
項
は
一
九
五
八
年
の
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
条
約
（
以
下
、
領
海
条
約
）
第
一
〇
条
一
項
と
同
文
で
あ
る
。

島
で
あ
る
た
め
に
、
実
際
上
の
又
は
潜
在
的
な
居
住
可
能
性
の
基
準
が
導
入
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い）
₁₁
（

。
第
二
項
は
、
領
海
条
約
の
第
一

〇
条
二
項
の
﹁
島
の
領
海
は
、
こ
の
条
約
の
規
定
に
従
っ
て
測
定
さ
れ
る
﹂
と
い
う
規
定
に
、
他
の
領
土
と
同
様
に
、
新
た
に
接
続
水
域
、

Ｅ
Ｅ
Ｚ
及
び
大
陸
棚
に
対
す
る
国
家
管
轄
権
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
大
陸
棚
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
八
年
の
﹁
大
陸
棚
に
関
す

る
条
約
﹂
第
一
条
が
、﹁
こ
の
条
約
の
適
用
上
、﹃
大
陸
棚
﹄
と
は
、
⋮
⒝
島
の
海
岸
に
隣
接
し
て
い
る
同
様
の
海
底
区
域
の
海
底
及
び
そ
の

下
﹂
を
い
う
と
規
定
し
、
島
が
一
般
的
に
大
陸
棚
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た）
₁₂
（

。
も
っ
と
も
、
大
陸
棚
条
約
に
は
﹁
島
﹂
の
定
義
が
な
く
、

領
海
条
約
の
﹁
島
﹂
の
定
義
が
大
陸
棚
条
約
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
か
に
つ
き
、
疑
義
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い）
₁₃
（

。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第

二
項
が
想
定
し
て
い
る
﹁
島
﹂
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
及
び
大
陸
棚
を
有
す
る
﹁
完
全
な
権
原
を
有
す
る
島
（fully entitled islands

）﹂
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
第
三
項
は
、
海
洋
法
条
約
に
よ
っ
て
初
め
て
導
入
さ
れ
た
規
範
創
設
的
条
文
で
あ
る
。
第
一
項
で
い
わ
ゆ
る
島
の
定
義
は
あ
る

も
の
の
、
第
一
二
一
条
に
岩
の
定
義
は
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
、﹁
人
間
の
居
住
﹂
や
﹁
独
自
の
経
済
的
生
活
﹂
の
定
義
も
存
在
し
な
い
。



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

六

島
の
法
的
地
位

二
〇
三
四

ブ
ラ
ウ
ン
（E

.D
. B

row
n

）
教
授
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、﹁
堪
え
が
た
い
ほ
ど
不
正
確
（intolerably im

precise

）﹂
で
﹁
混
乱
と
紛
争
を

生
み
出
す
た
め
の
完
全
な
レ
シ
ピ
（a perfect recipe for confusion and conflict

））
₁₄
（

﹂
と
形
容
さ
れ
た
条
文
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
解
釈
上
曖
昧
さ
を
残
す
第
一
二
一
条
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
小
田
滋
前
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
裁
判
官
が
述
べ
る
よ

う
に
、﹁
小
さ
な
島
を
大
陸
と
同
じ
よ
う
に
扱
う
こ
と
の
不
合
理
さ
が
言
わ
れ
る
半
面
、
い
わ
ば
一
人
前
に
扱
わ
れ
る
島
と
そ
う
で
な
い
﹃
小

さ
い
﹄
島
と
を
ど
の
よ
う
な
基
準
で
区
別
す
る
か
も
ま
た
難
し
い
問
題
な
の
で
あ
る）
₁₅
（

﹂
と
の
判
断
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
第
一
二
一
条
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
三
つ
の
解
釈
が
あ
っ
た
。
解
釈
の
相
違
は
、
第
一
項
と
第
三
項
の
関
係
に
関
し

て
生
じ
て
い
る
。
①
分
離
説
、
②
結
合
説
及
び
③
岩
分
類
説
で
あ
る
。
①
分
離
説
と
は
、
第
一
項
と
第
三
項
を
切
り
離
し
て
理
解
す
る
説
で

あ
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
第
一
項
が
﹁
島
﹂
の
定
義
を
定
め
、
第
二
項
が
そ
の
法
的
効
果
（
領
海
、
接
続
水
域
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
及
び
大
陸
棚
に

対
す
る
権
原
取
得
）
を
定
め
て
い
る
。
他
方
、
第
三
項
は
﹁
島
﹂
と
は
概
念
の
異
な
る
﹁
岩
﹂
の
要
件
を
定
め
、
第
三
項
の
要
件
（
つ
ま
り
、

﹁
人
間
の
居
住
﹂
又
は
﹁
独
自
の
経
済
的
生
活
﹂）
を
満
た
さ
な
い
岩
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
と
大
陸
棚
を
も
た
な
い
と
い
う
説
で
あ
る
。

　

日
本
政
府
は
、
こ
の
分
離
説
を
採
用
し
て
い
る
。
一
九
九
九
年
四
月
一
六
日
の
第
一
四
五
回
衆
議
院
建
設
委
員
会
に
お
い
て
、
当
時
の
大

島
正
太
郎
外
務
省
経
済
局
長
は
、﹁︹
一
項
の
規
定
を
引
用
し
た
上
で
︺
こ
れ
を
島
と
定
義
し
て
、
島
も
原
則
と
し
て
排
他
的
経
済
水
域
及
び

大
陸
棚
を
有
す
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
沖
ノ
鳥
島
は
こ
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
す
島
で
ご
ざ
い
ま
す
﹂﹁︹
三
項
に
つ

い
て
は
︺
こ
の
規
定
に
は
岩
と
は
何
か
と
い
う
定
義
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
そ
の
内
容
が
明
確
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
ま
た
、
各
国
の
国
家
の
実
行
等
を
見
て
も
、
現
時
点
に
お
い
て
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
特
定
の
地
形
が
排
他
的
経
済
水
域

又
は
大
陸
棚
を
有
す
る
根
拠
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す）
₁₆
（

﹂
と
答
弁
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
そ
の
後
の
二
〇
一
〇
年
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
に
島
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
と
の
見
解
を
付
け
加
え

て
い
る
。
岡
田
克
也
外
務
大
臣
（
当
時
）
は
、﹁
我
が
国
は
、
一
九
三
一
年
七
月
の
内
務
省
告
示
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
、
沖
ノ
鳥
島
を
島
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と
し
て
有
効
に
支
配
し
て
き
て
お
り
、
周
辺
海
域
に
排
他
的
経
済
水
域
等
を
設
定
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
権
限
及
び
同
島
の
島
と
し

て
の
地
位
は
既
に
確
立
し
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
我
が
国
と
し
て
は
、
歴
史
的
に
島
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
き

た
沖
ノ
鳥
島
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
に
従
っ
て
、
排
他
的
経
済
水
域
を
有
す
る）
₁₇
（

﹂
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

日
本
は
、
一
九
七
七
年
、
沖
ノ
鳥
島
周
辺
に
暫
定
的
に
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
﹁
漁
業
水
域
﹂
を
設
定
し
、
海
洋
法
条
約
批
准
時
（
一
九
九
六

年
）
に
﹁
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
に
関
す
る
法
律
﹂
を
基
づ
き
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
設
定
し
た
。
こ
う
し
た
日
本
の
実
行
に
対
し
て
、
二
〇
〇

九
年
の
中
韓
の
口
上
書
に
よ
る
抗
議
以
前
に
沖
ノ
鳥
島
の
法
的
地
位
を
争
う
国
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
歴
史
的
に
島
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
と
の
主
張
は
、
中
国
が
歴
史
的
権
利
と
主
張
し
て
い
た
九
段
線
は
、
海
洋
法
条
約
に
よ
っ
て
﹁
取
っ
て
代
わ
ら
れ

た
﹂
又
は
﹁
上
書
き
さ
れ
た
﹂（“supersede”

）
と
の
解
釈
を
示
し
た
南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
後
に
も
、
は
た
し
て
有
効
た
り
得
る
か
は
検
討

の
余
地
が
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
②
結
合
説
と
は
、
第
一
項
と
第
三
項
を
結
合
的
に
捉
え
る
説
で
あ
る
。
今
回
の
仲
裁
判
決
は
こ
の
説
を
採
用
し
た
。
結

合
説
を
採
用
し
た
の
は
本
仲
裁
判
決
が
最
初
で
は
な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
二
〇
一
二
年
の
領
土
海
洋
紛
争
事
件
（
ニ
カ
ラ
グ
ア
対
コ
ロ
ン

ビ
ア
）
で
も
、
す
で
に
こ
の
結
合
説
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、﹁
カ
タ
ー
ル
と
バ
ー
レ
ー
ン
の
海
洋
境
界
画
定
及
び
領
土
問
題
事

件
（
二
〇
〇
一
年
）
で
、
裁
判
所
は
、
第
一
二
一
条
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
島
の
法
的
定
義
を
慣
習
国
際
法
の
一
部
と
し
て
扱
っ
た
。
裁

判
所
は
、
第
一
二
一
条
二
項
に
つ
い
て
同
じ
結
論
に
達
し
た
。
カ
タ
ー
ル
・
バ
ー
レ
ー
ン
事
件
の
判
決
は
、
第
一
二
一
条
三
項
を
特
に
扱
わ

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
［
第
一
二
一
条
］
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
島
に
与
え
ら
れ
る
海
洋
の
権
利
に
対
す
る
権
原
は
、
第
三
項

の
規
定
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
明
示
に
制
限
さ
れ
る
と
考
え
る
。
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
で
き
な
い
岩
に
対
し
て

Ｅ
Ｅ
Ｚ
と
大
陸
棚
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
三
項
は
﹃
大
き
さ
に
関
わ
ら
ず
、
島
は
⋮
他
の
陸
地
と
同
じ
地
位
、
し
た
が
っ
て
同
じ

海
洋
上
の
権
利
を
生
み
出
す
﹄
と
い
う
長
年
に
わ
た
っ
て
確
立
さ
れ
た
原
則
と
、
海
洋
法
条
約
で
承
認
さ
れ
た
よ
り
拡
大
し
た
海
洋
上
の
権
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原
の
本
質
的
な
結
合
を
提
供
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
裁
判
所
は
慣
習
国
際
法
の
一
部
と
な
っ
た
と
認
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
裁
判
所
は
、

海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
に
規
定
す
る
島
の
制
度
は
、（
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
ニ
カ
ラ
グ
ア
が
認
め
た
よ
う
に
）
そ
の
す
べ
て
が
慣
習
国
際
法
の

地
位
を
も
つ
、
不
可
分
の
制
度
を
形
成
す
る
と
考
え
る）
₁₈
（

﹂
と
判
示
し
て
い
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、﹁
不
可
分
性
﹂
と
い
う
表
現
を
用
い
な
が
ら
、

第
二
項
に
い
う
、
他
の
領
土
と
同
様
に
、
領
海
、
接
続
水
域
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
及
び
大
陸
棚
を
有
す
る
の
は
、
第
三
項
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
が
、
③
岩
分
類
説
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、
第
三
項
の
反
対
解
釈
と
し
て
、﹁
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
﹂
で
き

る
﹁
岩
﹂
は
Ｅ
Ｅ
Ｚ
と
大
陸
棚
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
小
田
前
Ｉ
Ｃ
Ｊ
裁
判
官
は
、﹁
す
べ
て
の
岩
は
領
海
を
も
ち
、
そ
の
な

か
で
人
間
の
継
続
的
な
居
住
又
は
そ
れ
自
身
の
経
済
的
生
活
を
維
持
で
き
る
岩
は
さ
ら
に
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
を
も
つ
﹂
と
解
釈

し
、
三
項
は
岩
を
分
類
し
た
条
文
と
し
、﹁
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
る
岩
﹂
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
又
は
大

陸
棚
を
有
す
る
と
読
む
の
で
あ
る）
₁₉
（

。

　

今
回
の
仲
裁
判
決
は
、
第
一
二
一
条
の
解
釈
と
し
て
、﹁
高
潮
地
形
（high-tide features

）﹂
と
い
う
上
位
概
念
を
設
定
し
、
島
及
び
岩

は
そ
の
下
位
概
念
と
位
置
付
け
た
。
さ
ら
に
、
完
全
に
水
面
下
に
あ
る
地
形
は
、﹁
水
面
下
の
地
形
（subm

erged features

）﹂
と
い
う
概

念
を
用
い
た
。
そ
の
結
果
、﹁
第
一
二
一
条
に
お
い
て
、
岩
は
島
の
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
島
と
は
、
地
質
学
上
又
は
地
形
学
上
の
い
ず

れ
の
限
定
も
な
く
、﹃
自
然
に
形
成
さ
れ
た
陸
地
﹄
と
定
義
さ
れ
る）
₂₀
（

﹂（
四
八
一
項
）
と
述
べ
て
、
第
一
二
一
条
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
第
一

項
と
第
三
項
の
関
係
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
﹁
結
合
説
﹂
を
採
用
し
た）
₂₁
（

。
す
な
わ
ち
、
第
一
項
の
島
の
基
準
を
満
た
せ
ば
、
第
三
項
の
岩
の

基
準
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
解
釈
す
る
の
か
（
い
わ
ゆ
る
﹁
分
離
説
﹂）、第
一
項
の
基
準
を
満
た
し
、か
つ
第
三
項
の
基
準
を
満
た
す
も
の
（
い

わ
ゆ
る
﹁
結
合
説
﹂）
の
み
が
﹁
完
全
な
権
原
を
有
す
る
島
（fully entitled islands

）﹂
と
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
仲
裁
判

決
は
後
者
の
立
場
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
結
合
説
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
い
た
し
、
こ
れ
を
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二
〇
三
七

支
持
す
る
学
者
は
、
少
な
く
な
い）
₂₂
（

。

　

周
知
の
よ
う
に
、
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
に
お
い
て
は
、
島
の
法
的
地
位
に
関
し
て
、
す
べ
て
の
島
に
同
一
の
地
位
を
与
え
よ
う
と
す

る
﹁
一
括
派
﹂
と
島
を
何
ら
か
の
基
準
に
よ
っ
て
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
地
位
を
付
与
す
る
﹁
分
類
派
﹂
が
鋭
く
対
立
し
た
。
栗
林

忠
男
教
授
に
よ
れ
ば
、
こ
の
対
立
は
、
一
九
六
八
年
に
設
立
さ
れ
た
国
連
海
底
平
和
利
用
委
員
会
の
時
代
か
ら
存
在
し
、
前
者
が
ウ
ル
グ
ア

イ
案
、
ギ
リ
シ
ャ
案
及
び
中
国
案
（
も
っ
と
も
、
中
国
案
は
領
海
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
て
い
た
）
で
あ
り
、
区
別
の
基
準
は
異
な
る
も
の

の
、
後
者
に
属
す
る
の
が
、
マ
ル
タ
案
、
ア
フ
リ
カ
一
四
カ
国
案
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
ケ
ニ
ア
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
及
び
ト
ル
コ

案
や
ル
ー
マ
ニ
ア
案
で
あ
る）
₂₃
（

。
マ
ル
タ
案
は
島
の
面
積
（
一
〇
平
方
キ
ロ
以
下
の
も
の
は
、
一
二
カ
イ
リ
の
領
海
の
み
）
を
基
準
と
し
、
ル

ー
マ
ニ
ア
案
（A

/A
C

.138/SC
.II/L

.53

）
は
、﹁
沿
岸
の
大
陸
棚
に
位
置
す
る
人
間
の
居
住
及
び
経
済
的
生
活
を
伴
わ
な
い
小
島
は
、
大
陸

棚
の
い
ず
れ
も
又
は
同
様
の
性
質
を
持
つ
他
の
海
洋
空
間
を
有
さ
な
い
（Islets and sm

all islands, uninhabited and w
ithout 

econom
ic life, w

hich are situated on the continental shelf of the coast, do not possess any of the shelf or other m
arine 

space of the sam
e nature

）﹂
と
規
定
し
、﹁
人
間
の
居
住
﹂
と
﹁
経
済
的
生
活
﹂
が
加
重
要
件
と
さ
れ
、
そ
う
し
た
小
島
は
大
陸
棚
及

び
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
持
た
な
い
と
し
た）
₂₄
（

。
こ
う
し
た
対
立
構
造
は
、
一
九
七
三
年
に
開
始
さ
れ
た
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
に
も
引
き
継
が
れ
、
第

二
会
期
（
一
九
七
四
年
）
に
島
に
関
す
る
一
九
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
で
、﹁
主
要
傾
向
（M

ain T
rends

）﹂
を
基
礎
に
作
成
さ
れ
た
﹁
非
公
式
単
一
交
渉
草
案
（
Ｉ
Ｓ
Ｎ
Ｔ
）﹂
第
一
三
二
条
﹁
島
の

制
度
﹂
の
規
定
が
、﹁
非
公
式
統
合
交
渉
草
案
（
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｔ
）﹂
と
﹁
条
文
草
案
﹂
に
引
き
継
が
れ
、
現
行
の
第
一
二
一
条
三
項
と
な
っ
た
の

で
あ
る）
₂₅
（

。
Ｉ
Ｓ
Ｎ
Ｔ
第
一
三
二
条
三
項
は
、
現
行
の
第
一
二
一
条
三
項
で
あ
る
。
な
お
、
一
九
七
四
年
の
ル
ー
マ
ニ
ア
提
案
（A

/

C
O

N
F.62/C

.2/L
.53

）
は
、大
き
さ
を
基
礎
に
（
そ
れ
ぞ
れ
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
又
は
以
上
（
最
大
の
限
度
は
特
定
せ
ず
）
の
）﹁
小

島
（islets

）﹂
と
﹁﹃
小
島
に
類
似
の
﹄
の
島
﹂
を
定
義
し
た
。
そ
の
際
、﹁﹃
小
島
に
類
似
の
﹄
島
﹂
は
ま
た
、（
恒
常
的
に
）
居
住
し
て
お
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ら
ず
又
は
居
住
で
き
ず
、
あ
る
い
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
有
さ
ず
又
は
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
﹃
い
か
な
る
島
も
﹄（［any island

］

w
hich is not or cannot be inhabited （perm

anently

） or w
hich does not or cannot have its ow

n econom
ic life

）
に
限
定
さ

れ
た
﹂
と
い
う
。
そ
し
て
、﹁
原
則
と
し
て
、
国
は
、
第
一
条
で
定
義
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
海
域
の
一
つ
に
お
け
る
小
島
又
は
小
島

類
似
の
島
の
存
在
を
、
沿
岸
に
属
す
る
海
洋
空
間
を
拡
張
す
る
た
め
に
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
と
提
案
し
て
い
た）
₂₆
（

。
こ
の
よ
う
な
経

緯
で
第
一
二
一
条
三
項
の
条
文
が
成
立
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
洋
法
条
約
採
択
後
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
隔
絶
し
た
絶
海
の
無
人
島

に
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
設
定
す
る
各
国
の
国
家
実
行
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
国
家
実
行
の
存
在
は
、
第
一
二
一
条
の
条
文
の
理
解
に
関
し
て
各

国
の
間
に
一
般
的
合
意
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
疑
わ
し
め
る
の
に
十
分
で
あ
る
。

　

実
際
、
小
田
前
Ｉ
Ｃ
Ｊ
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、﹁
領
海
の
場
合
は
と
も
か
く
、
沿
岸
国
の
排
他
的
経
済
水
域
や
大
陸
棚
境
界
画
定
に
あ
た
っ

て
島
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
は
、
理
論
的
問
題
で
あ
る
よ
り
は
各
国
の
赤
裸
々
な
現
実
的
利
益
を
反
映
し
た
経
済
問
題
で
あ
り
、
さ

ら
に
ま
た
島
の
存
在
は
排
他
的
経
済
水
域
や
大
陸
棚
の
制
度
の
問
題
と
は
違
っ
て
、
極
端
に
各
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
特
殊
事
情
を
は
ら
む
た

め
に
、
な
ん
ら
一
般
化
へ
の
合
意
も
み
ら
れ
ず
、
統
一
草
案
の
規
定
は
手
を
ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
本
条
約
の
条
文
に
ひ
き
つ
が
れ
た

に
と
ど
ま
る）
₂₇
（

﹂
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
に
日
本
政
府
代
表
団
顧
問
と
し
て
出
席
さ
れ
た
小
田
裁
判
官

の
認
識
に
よ
れ
ば
、
第
一
二
一
条
の
条
文
は
そ
の
内
容
が
十
分
に
詰
め
ら
れ
な
い
ま
ま
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

冷
静
に
考
え
て
み
る
と
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
が
二
〇
〇
カ
イ
リ
と
い
う
距
離
基
準
を
、
大
陸
棚
が
領
土
の
自
然
延
長
を
権
原
の
淵
源
と
し
て
い
る
の

に
対
し
、
島
の
制
度
に
お
け
る
Ｅ
Ｅ
Ｚ
と
大
陸
棚
に
つ
い
て
は
、﹁
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
﹂（
第
一
二
一

条
三
項
）
が
新
た
に
要
件
と
し
て
課
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
島
又
は
岩
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
要
件
、
換
言
す
れ
ば
人
間
の
居
住
又
は

独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
を
Ｅ
Ｅ
Ｚ
と
大
陸
棚
の
淵
源
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
に
お
い

て
、
ど
れ
ほ
ど
一
般
的
合
意
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
非
公
式
協
議
に
依
拠
し
た
海
洋
法
条
約
で
は
、
理
解
の
錯
綜
す
る
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二
〇
三
九

一
部
の
規
定
に
つ
い
て
、
条
文
の
内
容
の
確
定
性
が
低
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
第
一
二
一
条
は
、
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
条
文
の
一
つ

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

米
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
メ
キ
シ
コ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ロ
シ
ア
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
及
び
イ
エ
メ
ン
な

ど
、
各
国
が
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
無
人
島
に
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
設
定
し
、
大
陸
棚
の
権
原
を
主
張
す
る
実
行
を
み
れ
ば
、
第
三
項
の
内
容
に
つ
き

明
確
な
一
般
的
合
意
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
つ
ま
り
、
ス
ー
ン
ズ
（A

lfred H
. Soons

）
教
授
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、﹁
第
一
二
一

条
三
項
を
明
確
に
す
る
任
務
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
判
例
法
と
国
家
実
行
で
あ
る）
₂₈
（

﹂
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
海
洋
境
界
画
定
紛
争
事
件
に
お
い
て
、
島
の
法
的
地
位
に
関
す
る
議
論
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ

は
島
の
法
的
地
位
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
海
洋
境
界
の
画
定
を
行
っ
た
（
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
九
年
の
黒
海
海
洋
境
界
画
定
事
件
）。
今
回

の
南
シ
ナ
海
仲
裁
裁
判
は
、
権
原
取
得
紛
争
と
し
て
提
起
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
仲
裁
裁
判
所
は
こ
の
問
題
を
真
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
実
際
、
ス
ー
ン
ズ
教
授
自
身
は
、
今
回
の
仲
裁
裁
判
の
裁
判
官
と
し
て
、
そ
の
判
例
法
の
形
成
に
深
く
関
与
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

３　

南
シ
ナ
海
仲
裁
本
案
判
決
（
二
〇
一
六
年
七
月
一
二
日
）

⑴　

主　

文

　

仲
裁
裁
判
所
は
、﹁
南
シ
ナ
海
の
地
形
の
地
位
に
関
し
て
、
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
、
ガ
ベ
ン
礁
（
北
側
）、
マ
ッ
ケ
ナ
ン
礁
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
礁
、

ク
ア
テ
ロ
ン
礁
、
及
び
フ
ァ
イ
リ
ー
・
ク
ロ
ス
礁
は
含
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
そ
の
自
然
状
態
に
お
い
て
、
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
一
項

の
意
味
に
お
け
る
高
潮
時
に
水
面
上
に
あ
り
、
水
に
囲
ま
れ
、
自
然
に
形
成
さ
れ
た
陸
地
で
あ
る
﹂（
一
二
〇
三
項
Ｂ
⑶
ｂ
）
と
し
、﹁
ス
ー
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二
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四
〇

ビ
礁
、
ガ
ベ
ン
礁
（
南
側
）、
ヒ
ュ
ー
ズ
礁
、
ミ
ス
チ
ー
フ
礁
及
び
セ
カ
ン
ド
・
ト
ー
マ
ス
洲
は
、
海
洋
法
条
約
第
一
三
条
の
意
味
に
お
け

る
低
潮
高
地
で
あ
る
﹂（
同
項
Ｂ
⑶
ｃ
）
と
判
示
し
た
。
さ
ら
に
、﹁
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
、
ガ
ベ
ン
礁
（
北
側
）、
マ
ッ
ケ
ナ
ン
礁
、
ジ
ョ
ン
ソ

ン
礁
、
ク
ア
テ
ロ
ン
礁
、
及
び
フ
ァ
イ
リ
ー
・
ク
ロ
ス
礁
は
、
そ
の
自
然
状
態
に
お
い
て
、
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
三
項
の
意
味
に
お
け

る
、
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
岩
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
、
ガ
ベ
ン
礁
（
北

側
）、
マ
ッ
ケ
ナ
ン
礁
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
礁
、
ク
ア
テ
ロ
ン
礁
、
及
び
フ
ァ
イ
リ
ー
・
ク
ロ
ス
礁
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
又
は
大
陸
棚
に
対
す
る
権
原
を

生
み
出
さ
な
い
﹂（
同
項
Ｂ
⑹
）
と
判
示
し
た）
₂₉
（

。
こ
の
よ
う
に
仲
裁
裁
判
所
は
、
南
シ
ナ
海
の
高
潮
地
形
の
法
的
地
位
を
決
定
す
る
に
あ
た

っ
て
、
第
一
二
一
条
一
項
の
基
準
を
満
た
し
、
か
つ
三
項
の
基
準
を
満
た
す
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
結
合
説
を
採
用
し
た
。
そ
し
て
、
結
論

と
し
て
、﹁
南
沙
（
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
）
諸
島
に
は
、
そ
の
自
然
状
態
に
お
い
て
、
第
一
二
一
条
三
項
の
意
味
に
お
け
る
人
間
の
居
住
又
は
独

自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
る
高
潮
地
形
は
存
在
し
な
い
。
南
沙
（
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
）
諸
島
の
高
潮
地
形
の
い
ず
れ
も
、
Ｅ

Ｅ
Ｚ
又
は
大
陸
棚
に
対
す
る
権
原
を
生
み
出
さ
な
い
﹂（
同
項
Ｂ
⑺
ａ
及
び
ｂ
）
と
判
示
し
た）
₃₀
（

。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
裁
判
所
に
提
起
し
た
一
五
の
申
立
の
中
に
、
台
湾
（
中
華
民
国
）
が
実
効
支
配
す
る
最
も
大
き
な
高

潮
地
形
で
あ
る
太
平
島
（Itu A

ba Island

）
）
₃₁
（

へ
の
言
及
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
判
決
の
判
断
対
象
と
な
り
、﹁
島
﹂
で
は
な
く
第
一
二
一
条

三
項
に
い
う
﹁
岩
﹂
と
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

裁
判
所
は
、
ど
の
よ
う
な
論
理
で
先
の
結
論
に
到
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
判
決
が
採
用
し
た
理
由
づ
け
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

⑵　

理
由
づ
け

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
仲
裁
判
決
は
、
沖
ノ
鳥
島
の
大
陸
棚
延
長
申
請
に
対
す
る
中
国
の
異
議
を
取
り
上
げ
る
中
で
、﹁
中
国
が
暗
に
何
度

も
ほ
の
め
か
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
﹃
自
然
状
態
﹄
に
お
い
て
、
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
で
き
な
い
こ
と
が
明
白
な
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二
〇
四
一

小
さ
な
地
形
に
、
第
一
二
一
条
三
項
が
適
切
に
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、﹃
人
類
の
共
同
財
産
﹄
や
﹃
国
際
社
会
の
全
般
的
利
益
﹄
に
対
す
る

リ
ス
ク
と
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
は
、
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
個
々
の
地
形
の
ほ
と
ん
ど
に
対
す
る
個
別
の
分
析
に
お
い
て
、

後
述
す
る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
要
素
の
評
価
を
行
っ
て
い
な
い）
₃₂
（

﹂（
四
五
八
項
）
と
述
べ
て
、
第
一
二
一
条
三
項
の
解
釈
論
に
入
っ
て
い
る
。

　

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
仲
裁
裁
判
所
は
、
当
該
条
文
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
条
約
法
条
約
の
解
釈
規
則
を
適
用
す
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
、﹁
条
約
の
適
用
に
つ
き
後
に
生
じ
た
慣
行
﹂
へ
の
明
示
の
言
及
（
四
七
六
項
）
と
海
洋
法
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
と

そ
の
準
備
作
業
へ
の
言
及
（
四
七
七
項
）
が
含
ま
れ
て
い
る）
₃₃
（

。
た
だ
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
条
約
法
条
約
第
三
一
条
三
項
⒝
が
い
う
、﹁
条

約
の
適
用
に
つ
き
後
に
生
じ
た
慣
行
﹂
は
、
あ
く
ま
で
﹁
条
約
の
解
釈
に
つ
い
て
の
当
事
国
の
合
意
を
確
立
す
る
も
の
﹂
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⒜
　
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
の
解
釈

　
ⅰ
　
第
一
二
一
条
三
項
の
条
文

　

判
決
は
、﹁
第
一
に
、
第
一
二
一
条
三
項
は
、
制
限
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
高
潮
地
形
か
ら
広
大
な
海
洋
空
間
を
生
む
資
格
を
奪
う

こ
と
が
で
き
る
二
条
件
を
課
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
は
人
類
の
共
同
財
産
に
留
保
さ
れ
て
い
る
深
海
底
へ
の
侵
入
を
阻
止
し
、
海
洋
空

間
を
国
家
管
轄
権
に
不
均
衡
に
配
分
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
と
い
う
趣
旨
及
び
目
的
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た）
₃₄
（

﹂（
五
三
五
項
）
と
述
べ
、
第

三
項
を
制
限
規
定
と
性
格
づ
け
た
上
で
、
厳
格
な
要
件
判
断
を
行
う
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
た
。
問
題
は
、
本
条
の
起
草
過
程
に
お
い
て
、
裁

判
所
が
解
す
る
よ
う
に
、﹁
制
限
規
定
﹂
な
の
で
厳
格
な
要
件
判
断
を
行
う
べ
き
だ
と
の
理
解
が
各
国
に
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い
た
か
ど
う

か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
解
釈
論
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
今
回
の
仲
裁
判
決
で
は
、
各
国
の
実
行
を
考
慮

し
な
い
と
い
う
姿
勢
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る）
₃₅
（

。
換
言
す
れ
ば
、﹁
第
一
二
一
条
三
項
は
、
制
限
規
定
で
あ
る
﹂
と
い
う
性
格
付
け
の
み
を
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も
っ
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
条
文
の
理
解
を
示
す
、
海
洋
法
条
約
採
択
後
の
各
国
の
国
家
実
行
を
無
視
す
る
こ
と
が
は
た
し
て
妥
当
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
仮
に
妥
当
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
第
一
二
一
条
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
各
国
の
国
家
実
行
は
関
連
性
が
低
い
理
由
が
仲
裁
判

決
の
中
で
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
は
何
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
制
限
規
定
と
の
理
解
を
前
提
に
、
裁
判
所
が
検
討
の
対
象
に
挙
げ
た
要
素
は
、
⒜
﹁
岩
（rocks

）﹂、
⒝
﹁
で
き
な
い

（cannot

）﹂、
⒞
﹁
維
持
す
る
（sustain

）﹂、
⒟
﹁
人
間
の
居
住
（hum

an habitation

）﹂、
⒠
﹁
又
は
（or

）﹂、
及
び
⒡
﹁
独
自
の
経
済

的
生
活
（econom

ic life of their ow
n

）﹂
の
六
つ
の
要
素
で
あ
る
（
四
七
八
項
））
₃₆
（

。

　

⒜　
﹁
岩
（rocks

）﹂

　

判
決
は
、﹁
第
一
二
一
条
三
項
に
お
け
る
﹃
岩
﹄
と
い
う
用
語
の
使
用
は
、
地
質
学
上
又
は
地
形
学
上
の
基
準
が
意
図
さ
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
問
題
が
生
ず
る
﹂（
四
七
九
項
）
と
し
な
が
ら
も
、﹁
こ
の
用
語
の
使
用
か
ら
、
こ
う
し
た
制
限
は
必
然
的
に
は
導
か
れ
な
い
﹂（
四

八
〇
項
）
と
す
る
。
そ
の
際
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
、
先
の
領
土
海
洋
紛
争
事
件
（
ニ
カ
ラ
グ
ア
対
コ
ロ
ン
ビ
ア
）
の
キ
タ
ニ
エ
ス
ョ
礁
に
関

す
る
部
分
が
引
用
さ
れ
、﹁
国
際
法
は
、
島
が
﹃
自
然
に
形
成
さ
れ
て
い
る
﹄
か
ど
う
か
、
及
び
高
潮
時
に
水
面
上
に
あ
る
か
ど
う
か
に
よ

っ
て
定
義
を
行
う
の
で
あ
っ
て
、
地
質
学
的
組
成
で
は
な
い
。
⋮
そ
の
地
形
が
サ
ン
ゴ
で
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
事
実
は
無
関
係
で

あ
る
﹂（
四
八
〇
項
）
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、﹁
第
一
二
一
条
に
お
い
て
、
岩
は
島
の
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
島
と
は
、
地
質
学
上
又
は
地

形
学
上
の
い
ず
れ
の
限
定
も
な
く
、﹃
自
然
に
形
成
さ
れ
た
陸
地
﹄
と
定
義
さ
れ
る
﹂（
四
八
一
項
）
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
判
決
は
、
分

離
説
の
い
う
﹁
島
﹂
か
﹁
岩
﹂
か
で
は
な
い
と
す
る
。
裁
判
所
は
、﹁
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
形
の
名
称
は
、
そ
れ
が
人
間
の
居
住
又
は
独
自

の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
指
針
を
与
え
な
い
﹂（
四
八
二
項
）
と
判
示
し
た）
₃₇
（

。
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⒝　
﹁
で
き
な
い
（cannot

）﹂

　

判
決
は
、﹁
第
一
二
一
条
三
項
に
お
け
る
﹃
で
き
な
い
﹄
の
文
言
の
使
用
は
、
能
力
（capacity

）
の
概
念
を
示
し
て
い
る
。
地
形
に
現

在
居
住
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
、
当
該
地
形
に
居
住
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
な
い
。
当
該
地
形
に
経
済
的
生
活
が
な
い
と
い
う

事
実
は
、
経
済
的
生
活
を
維
持
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
な
い
﹂（
四
八
三
項
）
と
し
た
上
で
、﹁
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過

去
の
人
間
の
居
住
及
び
経
済
的
生
活
と
い
う
歴
史
的
証
拠
は
、
地
形
の
能
力
の
証
明
に
関
連
し
う
る
﹂（
四
八
四
項
）
と
判
決
し
た）
₃₈
（

。

　

⒞　
﹁
維
持
す
る
（sustain
）﹂

　

判
決
は
、O

xford E
nglish D

ictionary

を
用
い
て
、﹁
維
持
す
る
の
通
常
の
意
味
は
、﹃
支
え
る
、
保
つ
、
管
理
す
る
﹄
で
あ
る
。

O
xford E

nglish D
ictionary

は
、﹃
現
状
を
保
ち
、
維
持
す
る
こ
と
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
特
定
の
状
態
に
お
い
て
長
期
に
わ
た
っ
て
又

は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
継
続
さ
せ
る
こ
と
。
適
切
な
レ
ベ
ル
、
基
準
又
は
割
合
を
継
続
す
る
こ
と
。
あ
る
地
位
を
保
持
す
る
こ
と
﹄
と
定
義

す
る
﹂（
四
八
五
項
）
と
述
べ
た
上
で
、﹁﹃
土
地
、
場
所
な
ど
﹄
に
関
連
し
て
用
い
る
場
合
、
こ
の
表
現
は
﹃（
人
が
）
健
康
な
状
態
で
生
き

て
い
く
上
で
必
要
な
食
糧
、
飲
料
な
ど
を
提
供
す
る
こ
と
、
又
は
そ
の
源
で
あ
る
こ
と
﹄、﹃
食
料
、
飲
料
な
ど
の
う
ち
で
、（
人
に
）
基
本

的
な
栄
養
を
提
供
す
る
こ
と
﹄
を
意
味
す
る
﹂（
四
八
六
項
）
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
結
論
と
し
て
、﹁
裁
判
所
は
、﹃
維
持
す
る
﹄
の
通

常
の
意
味
は
三
つ
の
要
素
か
ら
成
る
と
考
え
る
。
第
一
に
必
需
品
の
維
持
及
び
提
供
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
第
二
の
要
素
は
、
時
間
的
な
概

念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
維
持
及
び
提
供
は
、
一
度
限
り
の
又
は
短
期
間
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
時
間
継
続
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
の
要
素
は
、
少
な
く
と
も
最
小
限
の
﹃
適
切
な
基
準
﹄
を
伴
う
質
的
要
素
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間

の
居
住
を
﹃
維
持
す
る
﹄
と
は
、
適
切
な
基
準
に
従
っ
て
継
続
的
に
人
が
健
康
に
生
存
で
き
る
た
め
に
必
要
な
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
﹂（
四
八
七
項
）
と
結
論
し
た）
₃₉
（

。
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⒟　
﹁
人
間
の
居
住
（hum

an habitation

）﹂

　

裁
判
所
は
、再
びO

xford E
nglish D

ictionary

に
依
拠
し
、﹁﹃
人
間
の
居
住
﹄
の
通
常
の
意
味
は
、﹃
居
住
場
所
と
し
て
居
住
す
る
行
為
﹄、

﹃
居
住
者
に
よ
る
占
有
﹄
又
は
﹃
定
住
﹄
で
あ
る
﹂（
四
八
八
項
）
と
し
た
上
で
、﹁
裁
判
所
の
見
解
で
は
、
第
一
二
一
条
三
項
に
お
け
る
居

住
と
い
う
用
語
の
使
用
は
、
こ
の
用
語
に
固
有
の
定
住
及
び
居
住
と
い
う
概
念
に
特
に
反
映
さ
れ
て
い
る
質
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
地

形
に
少
人
数
が
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
永
続
的
又
は
慣
習
的
に
そ
こ
に
居
住
し
て
い
る
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
居
住
と
い
う
用

語
は
、
そ
の
地
形
に
定
住
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
複
数
の
人
々
の
一
過
性
で
な
い
存
在
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
の
居
住
は
、

人
々
が
そ
の
地
形
で
生
存
し
続
け
る
上
で
必
要
な
要
素
を
す
べ
て
必
要
と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
々
が
そ
の
地
形
で
単
に
生
き
残
る
と
い

う
の
で
は
な
く
、
居
住
す
る
た
め
に
人
の
生
命
や
生
活
に
十
分
貢
献
す
る
複
数
の
条
件
を
必
要
と
す
る
﹂（
四
八
九
項
）
と
し
た
上
で
、﹁
裁

判
所
の
見
解
で
は
、﹃
居
住
﹄
と
い
う
用
語
は
ま
た
、
一
般
に
人
の
集
団
又
は
共
同
体
に
よ
る
居
住
を
意
味
す
る
﹂（
四
九
一
項
）
と
判
示
し
、

第
一
二
一
条
三
項
の
﹁
人
間
の
居
住
﹂
に
い
う
﹁
居
住
﹂
の
解
釈
と
し
て
、
当
該
高
潮
地
形
に
人
の
集
団
又
は
共
同
体
の
存
在
が
必
要
と
の

判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る）
₄₀
（

。

　

⒠　
﹁
又
は
（or

）﹂

　

裁
判
所
は
、﹁
第
一
二
一
条
三
項
は
、﹃
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
岩
は
、
排
他
的
経
済
水
域

又
は
大
陸
棚
を
有
し
な
い
﹄
と
規
定
す
る
。
裁
判
所
は
、
あ
る
地
形
が
Ｅ
Ｅ
Ｚ
及
び
大
陸
棚
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、﹃
人
間

の
居
住
﹄
及
び
﹃
独
自
の
経
済
的
生
活
﹄
の
双
方
を
維
持
で
き
る
能
力
と
い
う
基
準
が
必
要
な
の
か
、
そ
れ
と
も
い
ず
れ
か
を
維
持
で
き
る

能
力
と
い
う
基
準
で
十
分
な
の
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
前
者
の
解
釈
を
採
用
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
﹂（
四

九
三
項
）。
裁
判
所
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
見
解
に
賛
意
を
表
明
し
な
が
ら
も
、﹁
裁
判
所
は
次
の
よ
う
な
結
論
に
達
し
た
。
す
な
わ
ち
、
適
切
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に
解
釈
し
た
場
合
、人
間
の
居
住
を
維
持
す
る
能
力
及
び
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
能
力
の
双
方
が
欠
け
て
い
る
岩
の
場
合
に
の
み
、

当
該
岩
に
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
及
び
大
陸
棚
を
有
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
も
っ
と
単
刀
直
入
か
つ
明
確
に
表

現
す
る
な
ら
ば
、
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
の
い
ず
れ
か
を
維
持
で
き
る
島
は
、（
他
の
領
土
に
適
用
さ
れ
る
海
洋
法
条
約
の

諸
規
定
に
従
っ
て
）
Ｅ
Ｅ
Ｚ
及
び
大
陸
棚
の
双
方
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
の
で
あ
る
﹂（
四
九
六
項
）
と
判
示
し
た
。
し
か
し
、そ
の
直
後
、

裁
判
所
は
、﹁
経
済
活
動
が
人
間
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
人
間
は
経
済
活
動
又
は
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
な
い
場
所
に
滅
多
に
居
住
し

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
概
念
は
、
第
一
二
一
条
三
項
の
文
法
上
の
構
造
と
は
無
関
係
に
、
実
際
の
問
題
と
し
て
は
結
び
つ
い
て
い
る
﹂

（
四
九
七
項
）
と
判
示
し
、
条
文
に
あ
る
﹁
又
は
（or

）﹂
を
実
質
的
に
は
﹁
及
び
（and

）﹂
と
解
し
て
い
る）
₄₁
（

。

　

⒡　
﹁
独
自
の
経
済
的
生
活
（econom

ic life of their ow
n

）﹂

　

裁
判
所
は
、﹁
第
一
二
一
条
三
項
の
条
文
の
最
後
の
要
素
と
は
、
独
自
の
経
済
的
生
活
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
裁
判
所
の
見
解
で
は
、
こ

の
文
言
で
検
討
す
べ
き
要
素
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
こ
の
条
文
が
﹃
経
済
的
生
活
﹄
と
い
う
特
別
の
用
語
を
用
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
第

二
に
、
条
文
が
、
地
形
が
単
に
﹁
経
済
的
生
活
﹂
を
維
持
で
き
れ
ば
い
い
の
で
は
な
く
、﹃
独
自
の
﹄
経
済
的
生
活
を
維
持
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
﹂（
四
九
八
項
）
と
し
た
上
で
、こ
こ
で
もShorter O

xford E
nglish D

ictionary

を
使
っ
て
、

用
語
の
通
常
の
意
味
を
探
っ
て
い
る
。

　
﹁
裁
判
所
が
さ
ら
に
想
起
す
る
の
は
、﹃
経
済
的
生
活
﹄
は
、﹃
維
持
﹄
と
い
う
時
間
的
要
素
を
念
頭
に
置
い
て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点
で
あ
る
。
一
時
的
な
取
引
又
は
短
期
的
な
投
機
的
事
業
で
は
、
経
済
的
生
活
の
維
持
を
構
成
し
な
い
。
こ
の
表
現
は
、
継
続
的
な
経
済

活
動
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
起
草
者
は
、﹃
価
値
﹄
へ
の
言
及
を
持
ち
込
む
こ
と
を
選
択
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
経
済
的
活
動

が
一
定
期
間
維
持
さ
れ
る
必
要
性
は
、
経
済
的
活
動
の
基
本
的
レ
ベ
ル
で
の
実
行
可
能
性
を
前
提
と
し
て
い
る
﹂（
四
九
九
項
）
と
述
べ
る
。
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そ
し
て
、﹁﹃
独
自
の
﹄
の
要
素
は
、
解
釈
に
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
地
形
そ
れ
自
体
（
又
は
関
連
す
る
複
数
の
地
形
）

が
独
立
し
た
経
済
的
生
活
を
支
え
る
能
力
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
当
該
能
力
に
関
し
て
、
地
元
住
民
が
関

与
し
て
い
な
い
、
外
部
の
資
源
の
投
入
に
主
に
依
存
し
た
り
、
又
は
採
取
活
動
の
対
象
と
し
て
純
粋
に
利
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
含
ま
れ
な

い
。
裁
判
所
の
見
解
で
は
、
経
済
的
活
動
が
、
あ
る
地
形
の
経
済
的
生
活
を
構
成
す
る
た
め
に
は
、
当
該
経
済
活
動
が
関
わ
る
資
源
は
現
地

の
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
資
源
は
か
か
る
活
動
の
利
益
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
外
部
か
ら
継
続
的
に
投
入
さ
れ
る
資
源
が
な
け
れ
ば
行
え
な
い
経
済
的
活
動
は
、﹃
独
自
の
経
済
的
生
活
﹄
と
い
う
意
味

に
該
当
し
な
い
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
あ
る
地
形
の
﹃
独
自
の
﹄
経
済
的
生
活
で
は
な
く
、
最
終
的
に
外
部
か
ら
の
援
助
に
依
存
し
た
経
済

的
生
活
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
じ
く
、
採
取
の
み
の
経
済
的
活
動
も
、
あ
る
地
形
や
地
元
住
民
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
た
め
、
あ

る
地
形
の
﹃
独
自
の
﹄
経
済
的
生
活
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
﹂（
五
〇
〇
項
）
と
判
示
し
た）
₄₂
（

。
こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
は
、﹁
独
自
の
﹂
と
い

う
用
語
の
意
味
を
、﹁
外
部
か
ら
の
援
助
に
依
存
し
た
経
済
的
生
活
﹂
を
排
除
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
裁
判
所
は
、
第
一
二
一
条
三
項
の
条
文
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
結
論
と
し
て
、﹁
第
一
二
一
条
三
項
に
明
ら
か
な
複
雑
さ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
条
文
自
体
か
ら
、
多
く
の
命
題
が
導
き
出
さ
れ
る
と
考
え
る
。
第
一
に
、﹃
岩
﹄
と
い
う
用
語
の
使
用
は
、
あ
る
地
形
が
本
条
文

の
範
囲
に
該
当
す
る
た
め
に
、
地
質
学
的
意
味
に
お
け
る
岩
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
な
い
。
第
二
に
、﹃
で
き
な
い
﹄
と
い
う

用
語
の
使
用
は
、
当
該
条
文
が
、
人
間
の
居
住
又
は
経
済
的
生
活
を
維
持
で
き
る
地
形
の
客
観
的
能
力
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。
あ
る
特
定
の
時
点
で
、
実
際
に
居
住
し
て
い
る
、
又
は
経
済
的
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
関
係
が
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
地

形
の
能
力
を
明
ら
か
に
す
る
場
合
を
除
く
。
第
三
に
、﹃
維
持
す
る
﹄
と
い
う
用
語
の
使
用
は
、
時
間
的
要
素
と
質
的
要
素
の
双
方
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
居
住
と
経
済
的
生
活
は
、
一
定
期
間
継
続
し
て
、
か
つ
適
切
な
基
準
に
従
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
四
に
、

先
に
論
じ
た
﹃
又
は
（or

）﹄
と
い
う
用
語
の
使
用
の
論
理
的
解
釈
か
ら
次
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
居
住
又
は
独
自
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の
経
済
的
生
活
の
い
ず
れ
か
の
維
持
が
可
能
な
地
形
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
及
び
大
陸
棚
に
対
す
る
権
原
を
有
す
る）
₄₃
（

﹂（
五
〇
四
項
）
と
解
す
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
裁
判
所
は
、﹁
又
は
﹂
に
つ
き
一
転
し
て
文
法
上
の
意
義
に
戻
っ
て
い
る
。

　
﹁
同
時
に
裁
判
所
は
、
条
文
は
、
人
間
の
居
住
と
人
間
の
単
な
る
長
期
的
存
在
を
分
け
る
敷
居
に
つ
い
て
明
確
で
は
な
い
と
考
え
る
。
質

的
側
面
に
つ
い
て
は
明
ら
か
な
も
の
の
、
本
条
の
条
文
は
、
ど
こ
で
線
引
き
を
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
指
針
を
ほ
と
ん
ど
提
供
し
て
い
な

い
。
同
じ
く
、
本
条
の
条
文
は
、
経
済
的
活
動
と
経
済
的
生
活
の
安
易
な
区
別
を
認
め
て
い
な
い
。
た
だ
し
、﹃
独
自
の
﹄
と
い
う
文
言
は
、

地
元
住
民
の
関
与
な
く
行
わ
れ
る
採
取
活
動
の
目
的
と
し
て
地
形
を
利
用
す
る
こ
と
に
用
い
ら
れ
る
、
外
部
か
ら
の
資
源
に
の
み
依
拠
し
た

あ
る
種
の
活
動
、又
は
地
形
に
隣
接
す
る
海
域
の
み
を
利
用
す
る
あ
る
種
の
活
動
を
除
外
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
﹂（
五
〇
五
項
）
と
し
、

﹁
条
約
法
条
約
第
三
一
条
は
、﹃
文
脈
に
よ
り
か
つ
そ
の
趣
旨
及
び
目
的
に
照
ら
し
て
﹄
条
約
の
文
言
を
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定

す
る
。
次
に
裁
判
所
が
検
討
す
る
の
は
、
こ
の
要
素
で
あ
る
﹂（
五
〇
六
項
）
と
し
て
、
辞
書
的
意
味
か
ら
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
に
照
ら

し
た
解
釈
へ
と
進
ん
で
い
る）
₄₄
（

。

　
ⅱ
　
第
一
二
一
条
三
項
の
文
脈
と
海
洋
法
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的

　
﹁
裁
判
所
の
見
解
で
は
、
第
一
二
一
条
三
項
の
文
脈
で
検
討
す
べ
き
要
素
は
次
の
二
つ
の
側
面
で
あ
る
。
第
一
に
、
地
形
の
分
類
制
度

︱
︱
完
全
な
権
原
を
有
す
る
島
、
岩
、
低
潮
高
地
、
水
面
下
の
地
形
な
ど
︱
︱
の
文
脈
に
、
岩
と
完
全
な
権
原
を
有
す
る
島
が
存
在
す
る
点

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
第
一
二
一
条
三
項
は
、
同
条
の
他
の
項
と
の
関
連
で
、
及
び
低
潮
高
地
に
関
す
る
第
一
三
条
と
の
関
連
で
解
釈
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
第
一
二
一
条
三
項
は
、
地
形
が
Ｅ
Ｅ
Ｚ
及
び
大
陸
棚
に
対
す
る
権
原
が
認
め
ら
れ
な
い
状
況
に
関
係
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同
項
は
、
こ
れ
ら
の
海
域
の
文
脈
に
よ
り
か
つ
Ｅ
Ｅ
Ｚ
導
入
の
背
後
に
あ
る
目
的
に
照
ら
し
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い）
₄₅
（

﹂（
五
〇
七
項
）
と
す
る
。
南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
の
一
つ
の
特
徴
は
、﹁
Ｅ
Ｅ
Ｚ
導
入
の
背
後
に
あ
る
目
的
﹂
の
強
調
で
あ
る
。
そ
の
上
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で
、
次
の
二
つ
の
文
脈
の
分
析
へ
進
ん
で
い
る
。

　

⒜　

島
、
岩
及
び
低
潮
高
地
と
い
う
文
脈

　
﹁
水
面
上
に
あ
る
地
形
及
び
水
面
下
に
あ
る
地
形
の
地
位
と
の
関
連
で
す
で
に
論
じ
た
と
お
り
（
三
〇
五
項
及
び
三
〇
六
項
を
見
よ
）、
第

一
三
条
と
第
一
二
一
条
は
、﹃
自
然
に
形
成
さ
れ
た
陸
地
﹄
に
適
用
さ
れ
る
。
低
潮
高
地
又
は
海
底
区
域
を
、
人
間
の
努
力
に
よ
っ
て
法
律

上
の
島
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
裁
判
所
は
、
土
地
の
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
岩
を
完
全
な
権
原
を
有
す
る
島
に
変
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
る
。
地
形
の
地
位
は
、
そ
の
自
然
状
態
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂（
五
〇
八
項
）
と
述
べ
、
岩
礁
の

法
的
地
位
は
﹁
そ
の
自
然
状
態
﹂
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
低
潮
高
地
も
、
島
と
同
様
に
、﹁
自
然
に
形
成
さ
れ
た
陸
地
で

あ
っ
て
﹂（
第
一
三
条
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
の
で
、﹁
自
然
状
態
﹂
で
の
評
価
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
自
然
状
態
で
の
評
価
を

確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
が
埋
め
立
て
工
事
に
よ
っ
て
高
潮
地
形
の
法
的
性
格
を
変
更
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
裁
判
所
の
姿
勢
を
示
し

て
い
る
。
裁
判
所
は
、﹁
こ
の
解
釈
は
、
第
一
三
条
及
び
第
一
二
一
条
で
明
ら
か
な
構
造
の
維
持
に
加
え
、
第
一
二
一
条
三
項
の
趣
旨
及
び

目
的
に
合
致
し
て
い
る
。
人
間
の
居
住
又
は
経
済
的
生
活
を
維
持
で
き
な
い
岩
を
、
技
術
や
外
部
的
な
材
料
を
用
い
る
こ
と
で
完
全
な
権
原

を
有
す
る
島
に
変
え
る
こ
と
が
国
家
に
認
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
、制
限
規
定
と
し
て
の
第
一
二
一
条
三
項
の
目
的
は
阻
害
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、国
家
が
潜
在
的
に
広
大
な
海
域
を
自
国
の
も
の
だ
と
主
張
す
る
こ
と
を
防
ぐ
実
際
的
な
抑
制
と
し
て
こ
の
規
定
を
用
い
る
こ
と
は
、

も
は
や
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
、
裁
判
所
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
見
解
に
同
意
す
る
。
す
な
わ
ち
、﹃
こ
れ
と
は
正
反
対
の

規
則
が
成
り
立
つ
の
な
ら
、
国
家
は
こ
う
し
た
行
為
を
行
う
こ
と
で
、
他
の
沿
岸
国
の
利
益
や
人
類
の
共
同
財
産
を
損
ね
て
ま
で
自
国
の
海

域
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
悪
し
き
動
機
が
生
ま
れ
る
﹄
か
ら
で
あ
る
。
地
形
が
持
つ
維
持
能
力
が
技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、﹃
あ
ら
ゆ
る
高
潮
地
形
は
、
人
の
定
住
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
資
源
を
付
与
し
、
か
つ
そ
れ
を
定
期
的
に
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供
給
す
る
意
思
が
あ
る
国
の
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
高
潮
地
形
を
、
そ
の
自
然
状
態
に
関
係
な
く
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
権
原
を
生
み
出
す
島

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
﹄）
₄₆
（

﹂（
五
〇
九
項
）
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
弁
護
人
を

務
め
た
サ
ン
ズ
（P

eter Sands

）
教
授
が
述
べ
た
、﹁
低
潮
高
地
は
、
あ
る
程
度
の
人
の
操
作
に
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、﹃
岩
﹄
や
﹃
島
﹄

に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
様
に
、﹃
岩
﹄
は
人
間
の
介
入
に
よ
っ
て
﹃
島
﹄
に
昇
格
で
き
な
い）
₄₇
（

﹂
と
の
主
張
を
採
用
し
て
い
る
。

　
﹁
し
た
が
っ
て
裁
判
所
は
、﹃
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
﹄
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
、﹃
人
為
的
に
追
加
す
る
こ
と
な
く
、
維
持
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
﹄
と
い
う
意
味
に
理
解
す
る
。
こ
う
し
た
読
み
方
は
、
島
を
﹃
自
然
に
形
成
さ
れ
た
﹄
と
す
る
解
釈
、
並
び
に
﹃
経
済
的
生

活
﹄
を
限
定
す
る
﹃
独
自
の
﹄
と
い
う
文
言
と
両
立
す
る
﹂（
五
一
〇
項
）
と
し
た
上
で
、﹁
低
潮
高
地
と
の
関
連
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

南
沙
諸
島
に
あ
る
高
潮
地
形
の
多
く
は
、
大
規
模
な
設
備
や
滑
走
路
が
そ
こ
に
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
の
手
が
大
々
的
に
加
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
脱
塩
施
設
が
建
設
さ
れ
、
耕
作
に
適
し
た
土
壌
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
中
に
は
、
自
然
状
態
で
の
元
の
地
形
を
ほ
と
ん
ど

と
ど
め
て
い
な
い
場
所
も
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
、
裁
判
所
は
、
海
洋
法
条
約
が
、
大
々
的
な
変
形
以
前
の
高
潮
地
形
の
地
位
を
示
す
最

良
の
入
手
可
能
な
証
拠
を
考
慮
し
、
地
形
の
地
位
を
、
人
の
手
に
よ
る
大
掛
か
り
な
変
形
に
先
立
つ
島
嶼
の
自
然
状
態
に
基
づ
い
て
確
認
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
﹂（
五
一
一
項
）
と
し
た）
₄₈
（

。
そ
の
後
、
第
一
二
一
条
三
項
の
解
釈
に
際
し
て
、
先
に
述
べ
た
Ｅ

Ｅ
Ｚ
導
入
の
目
的
に
関
連
付
け
た
解
釈
論
を
展
開
す
る
。

　

⒝　

第
一
二
一
条
三
項
と
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
目
的
と
の
関
連

　
﹁
上
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
裁
判
所
は
、
第
一
二
一
条
三
項
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
本
条
文
の
目
的
と
し
て
十
分
な
も
の
は
何
か

︱
︱
十
分
で
な
い
も
の
は
何
か
︱
︱
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
最
終
的
に
裁
判
所
は
、﹃
人
間
の
居
住
﹄
及
び
﹃
独

自
の
経
済
的
生
活
﹄
と
い
う
本
文
中
の
平
易
な
表
現
が
、
本
条
の
要
件
を
満
た
す
活
動
の
性
質
又
は
範
囲
に
つ
い
て
限
定
的
で
は
あ
る
が
指
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針
を
提
供
す
る
と
判
断
す
る
。
こ
こ
で
、
第
一
二
一
条
三
項
本
文
の
意
味
は
、
海
洋
法
条
約
に
お
け
る
そ
の
文
脈
、
並
び
に
本
項
と
Ｅ
Ｅ
Ｚ

の
概
念
と
の
固
有
の
関
係
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
一
九
五
八
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
海
洋
法
四
条
約
に
基
づ
き
、
国
家
の
権
利
と
管
轄
権
は

領
海
と
大
陸
棚
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
第
一
二
一
条
三
項
に
類
似
の
規
定
は
何
ら
置
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
規
定
の
起
源
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
通

じ
た
沿
岸
国
の
管
轄
権
の
拡
大
と
密
接
不
可
分
で
あ
る
﹂（
五
一
二
項
）
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、﹁
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
歴
史
的
権
利
の
裁
判

所
の
検
討
と
の
関
連
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
（
第
二
四
八
項
か
ら
二
五
四
項
を
見
よ
）、
海
洋
法
条
約
の
歴
史
か
ら
生
ま
れ
た
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の

目
的
と
は
、
国
家
の
管
轄
権
を
そ
の
沿
岸
に
隣
接
す
る
海
域
を
超
え
て
拡
大
す
る
こ
と
、
及
び
沿
岸
国
住
民
の
利
益
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
海

域
の
資
源
を
保
存
す
る
こ
と
に
あ
る
﹂（
五
一
三
項
）
と
述
べ
て
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
目
的
と
し
て
、﹁
沿
岸
国
住
民
の
利
益
﹂
を
前
面
に
出
し
、﹁
住

民
（population

）﹂（
言
い
換
え
る
と
、
共
同
体
の
存
在
）
を
主
要
な
考
慮
要
因
と
す
る
解
釈
論
を
展
開
す
る
。
た
し
か
に
生
物
資
源
（
漁

業
資
源
）
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
が
二
〇
〇
カ
イ
リ
に
拡
大
す
る
こ
と
が
﹁
沿
岸
国
住
民
（
漁
民
）
の
利
益
﹂
と
は
い
え
る

で
あ
ろ
う
が
、
非
生
物
資
源
（
石
油
・
天
然
ガ
ス
）
に
つ
い
て
は
、﹁
沿
岸
国
住
民
の
利
益
﹂
の
み
で
は
な
く
、
大
き
く
﹁
沿
岸
国
の
利
益
﹂

の
た
め
と
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
目
的
が
﹁
沿
岸
国
住
民
の
利
益
﹂
の
み
に
あ
っ
た
と
の
解
釈
に
は
や
や
疑
問
が
残

る
。

　

裁
判
所
は
、
第
一
二
一
条
三
項
の
機
能
と
し
て
、﹁
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
管
轄
権
の
拡
大
と
は
対
照
的
に
、
第
一
二
一
条
三
項
は
、
こ
う
し
た
拡
大

が
行
き
過
ぎ
な
い
こ
と
を
防
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
と
て
も
小
さ
い
地
形
か
ら
、
不
正
か
つ
不
均
衡
に
、
海
域
に
対
す
る
巨

大
な
権
原
が
生
ま
れ
、
そ
の
結
果
、
地
元
住
民
に
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
当
該
地
形
に
対
し
て
権
利
を
主
張
し
て
い
た
国
家

（
遠
く
離
れ
た
国
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
）
に
思
い
が
け
な
い
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
を
防
ぐ
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に

鑑
み
れ
ば
、
第
一
二
一
条
三
項
の
用
語
に
与
え
ら
れ
る
意
味
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
と
第
一
二
一
条
三
項
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
達
成
に
寄
与
し
て
い
る
目

的
と
対
峙
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
強
化
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
﹂（
五
一
六
項
）
と
す
る
。﹁
裁
判
所
の
見
解
で
は
、
こ
れ
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は
、﹃
人
間
の
居
住
﹄
と
い
う
基
準
と
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
資
源
の
保
存
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
沿
岸
国
住
民
と
の
関
連
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
最
も
確
実
に
達
成
し
う
る
。
こ
れ
は
、
人
が
居
住
す
る
島
に
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
付
与
す
る
目
的
が
、
当
該
島
の
住
民
の
た
め
に
、
か
か
る
海

域
の
資
源
を
保
存
す
る
こ
と
を
狭
義
の
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、人
間
の
居
住
（
又
は
経
済
的
生
活
）

が
な
け
れ
ば
、
海
洋
の
地
形
と
沿
岸
国
住
民
の
つ
な
が
り
は
徐
々
に
希
薄
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
﹂（
五
一
七
項
）
と
述
べ
、﹁
こ
の

文
脈
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
第
一
二
一
条
三
項
の
起
草
者
が
関
心
を
持
っ
た
人
間
の
居
住
と
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
利
益
を

受
け
る
一
部
住
民
の
居
住
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
る
﹂（
五
二
〇
項
）
と
の
論
理
を
示
す
の
で
あ
る）
₄₉
（

。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
み
ず
か
ら
の

解
釈
の
妥
当
性
を
条
文
の
準
備
作
業
に
照
ら
し
て
判
断
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ⅲ
　
第
一
二
一
条
三
項
の
準
備
作
業

　
﹁
裁
判
所
は
、第
一
二
一
条
採
択
の
経
緯
を
精
査
す
る
こ
と
で
、本
条
文
自
体
の
目
的
に
光
を
当
て
る
こ
と
が
是
認
さ
れ
る
と
考
え
る）
₅₀
（

﹂（
五

二
一
項
）
と
述
べ
て
、
起
草
過
程
の
検
討
に
移
る
。
し
か
し
、
条
約
法
条
約
が
条
文
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
と
し
た
の
は
、﹁
条

約
の
趣
旨
及
び
目
的
﹂
で
あ
っ
て
、﹁
条
文
の
趣
旨
及
び
目
的
﹂
で
は
な
い
。
裁
判
所
が
採
用
し
た
こ
う
し
た
解
釈
手
法
に
は
、
や
や
違
和

感
が
残
る
。

　

⒜　

第
一
二
一
条
三
項
の
経
緯

　

ま
ず
裁
判
所
は
、﹁
初
期
の
﹃
島
﹄
の
定
義
は
、
大
英
帝
国
に
お
け
る
海
洋
政
策
の
統
一
を
は
か
る
た
め
に
、
一
九
二
三
年
に
イ
ギ
リ
ス

帝
国
会
議
で
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
た
。
同
会
議
の
決
議
四
で
、
領
海
は
、﹃
本
土
及
び
島
の
沿
岸
﹄
か
ら
三
カ
イ
リ
ま
で
と
さ
れ
た
。﹃
島

（islands

）
と
い
う
文
言
は
、
通
常
の
状
況
で
恒
久
的
に
水
面
上
に
あ
り
、
使
用
又
は
居
住
が
可
能
な
領
域
の
す
べ
て
の
部
分
に
及
ぶ
﹄。
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決
議
に
付
さ
れ
た
注
釈
覚
書
に
よ
れ
ば
、﹃
使
用
が
可
能
（capable of use

）﹄
と
い
う
文
言
は
妥
協
の
産
物
と
し
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
、

﹃
人
為
的
追
加
を
行
う
こ
と
な
く
、
一
定
の
商
業
上
又
は
防
衛
上
の
目
的
の
た
め
に
四
季
を
通
じ
て
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
﹄
を
意
味
し
て

お
り
、﹃
居
住
が
可
能
（capable of habitation

）﹄
と
は
、﹃
人
為
的
追
加
を
行
う
こ
と
な
く
、
人
間
の
恒
久
的
な
居
住
が
可
能
で
あ
る
こ

と
﹄
を
意
味
す
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
注
釈
覚
書
は
、﹃
こ
れ
ら
の
基
準
は
、
多
く
の
場
合
議
論
の
余
地
が
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
の

定
義
で
合
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
﹄
し
、
ど
ん
な
基
準
で
も
﹃
何
ら
か
の
批
判
に
晒
さ
れ
る
﹄
こ
と
を
認
め
た）
₅₁
（

﹂（
五
二
二
項
）

の
で
あ
る
。

　

⒝　

準
備
作
業
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
結
論

　
﹁
裁
判
所
は
、
第
一
二
一
条
の
準
備
作
業
が
、
同
条
第
三
項
の
意
味
の
解
釈
指
針
と
し
て
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
特
に
こ
の
条

文
の
最
終
形
態
が
も
た
ら
さ
れ
た
重
要
な
妥
協
は
、
一
九
七
五
年
の
非
公
式
協
議
で
実
現
し
た
も
の
で
、
そ
の
協
議
に
つ
い
て
は
記
録
が
残

さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
は
、
多
く
の
一
般
的
な
結
論
が
、
交
渉
の
経
緯
か
ら
導
き
出
さ
れ
う
る
と
考
え
る
﹂（
五
三

四
項
）
と
述
べ
る
。

　

そ
の
上
で
、﹁
ま
ず
、
第
一
二
一
条
三
項
は
制
限
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
高
潮
地
形
か
ら
広
大
な
海
洋
空
間
を
生
む
資
格
を
奪
う
こ

と
が
で
き
る
二
条
件
を
課
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
は
、
人
類
の
共
同
財
産
に
留
保
さ
れ
て
い
る
深
海
底
へ
の
侵
入
を
阻
止
し
、
国
家
管

轄
権
の
下
で
の
海
洋
空
間
の
不
均
衡
な
配
分
を
防
ぐ
と
い
う
趣
旨
及
び
目
的
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た
。
第
一
二
一
条
三
項
の
趣
旨
及
び
目
的

の
こ
う
し
た
理
解
は
、
上
記
第
四
〇
九
項
か
ら
四
二
二
項
及
び
四
五
一
項
か
ら
四
五
八
項
ま
で
に
要
約
し
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
中
国
双
方
の

見
解
に
合
致
し
て
い
る
﹂（
五
三
五
項
）
と
述
べ
た
。
第
一
二
一
条
三
項
は
制
限
規
定
で
あ
り
、﹁
人
間
の
居
住
﹂
又
は
﹁
独
自
の
経
済
的
生

活
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
る
﹂
と
い
う
二
つ
の
条
件
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
潮
地
形
が
広
大
な
Ｅ
Ｅ
Ｚ
と
人
類
の
共
同
財
産
た
る
深
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二
〇
五
三

海
底
へ
の
不
法
な
拡
張
を
防
ぐ
﹁
趣
旨
及
び
目
的
﹂
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
裁
判
所
は
、﹁
第
一
二
一
条
三
項
の
定
義
に
つ
い
て
は
独
立
し
て
論
議
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
し
ば
し
ば
海
洋
法
条
約
の
他
の

側
面
の
文
脈
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
﹂
こ
と
を
認
め
、﹁
こ
う
し
た
側
面
は
、
⒜
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
導
入
、
⒝
沿
岸
国
住
民
の
海
洋
資
源
に
対
す
る
利

益
を
確
保
す
る
と
い
う
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
目
的
、
⒞
外
国
の
支
配
又
は
植
民
地
支
配
下
の
島
の
問
題
、
⒟
国
際
海
底
区
域
（
人
類
の
共
同
財
産
）
の

導
入
、
⒠
群
島
国
家
の
利
益
の
保
護
、
⒡
海
洋
画
定
に
お
け
る
島
の
役
割
、
及
び
⒢
海
域
を
創
設
す
る
た
め
の
人
工
物
設
置
の
可
能
性
に
対

す
る
懸
念
を
含
む
﹂（
五
三
六
項
）
と
述
べ
る
。
⒝
の
証
拠
と
し
て
は
、
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
第
二
会
期
に
お
け
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
代

表
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
代
表
の
発
言
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、﹁
第
三
に
、
高
潮
地
形
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
こ
と
を
起
草
者
は

認
識
し
て
い
た
。
広
い
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
狭
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
不
毛
な
土
地
も
あ
れ
ば
緑
の
生
い
茂
る
場
所
も
あ
り
、
岩
ば
か
り
の
と
こ

ろ
も
あ
れ
ば
砂
地
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
孤
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
他
の
土
地
に
隣
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
人
口
密
度
の
高
い
と
こ

ろ
も
低
い
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
全
く
人
の
住
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
多
く
の
国
家
は
、
完
全
な
権
原
を
有
す
る
島
と
し
て
高
潮
地
形

が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
基
準
と
し
て
は
、
表
面
積
、
人
口
、
そ
し
て
他
の
陸
地
へ
の
近
接
性
な
ど
が
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

た
。
し
か
し
、
交
渉
の
過
程
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
抽
象
的
に
、
す
べ
て
の
事
例
に
適
用
可
能
な
明
白
な
規
則
を
規
定
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
具
体
的
な
基
準
を
導
入
す
る
と
い
う
提
案
も
い
く
つ
か
検
討
さ
れ
た
も
の
の
、
一
貫
し
て
退
け
ら
れ
た
。
こ

う
し
た
精
度
を
高
め
る
試
み
に
対
し
て
、
起
草
者
は
第
一
二
一
条
三
項
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
妥
協
の
表
現
を
好
ん
だ
﹂（
五
三
七
項
）

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
﹁
特
に
、会
議
中
に
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
、規
模
に
基
づ
く
島
と
岩
の
定
義
又
は
分
類
の
試
み
は
す
べ
て
退
け
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、﹃
関

連
す
る
要
素
﹄
の
リ
ス
ト
に
﹃
大
き
さ
﹄
を
含
め
る
提
案
、﹃
広
大
﹄
か
﹃
そ
れ
よ
り
も
小
さ
い
﹄
か
に
よ
っ
て
島
と
小
島
を
区
別
す
る
と

い
う
提
案
、
一
定
の
表
面
積
（
た
と
え
ば
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
又
は
一
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
基
準
と
し
て
地
形
を
分
類
す
る
と
い
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う
提
案
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
イ
ギ
リ
ス
代
表
が
次
の
点
を
想
起
し
た
。
す
な
わ
ち
、﹃
大
き
な
島
で
も
人
が
ほ
と
ん
ど
、
い
や
全
く
住

ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
海
に
生
活
の
術
を
依
存
し
て
生
き
て
い
る
人
た
ち
が
数
多
く
居
住
し
て
い
る
小
さ
な
島
も
あ
っ
た
﹄
と
い

う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、
ト
ン
ガ
、
西
サ
モ
ア
な
ど
の
小
島
嶼
国
の
代
表
は
、
地
形
の
規
模
に
基
づ
い
て
、
そ

の
地
形
か
ら
海
洋
権
原
を
奪
う
こ
と
は
不
衡
平
だ
と
主
張
し
た
。
裁
判
所
は
、
準
備
作
業
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、
規
模
︱
︱
水
、
食
料
、
居

住
空
間
及
び
経
済
的
生
活
の
た
め
の
資
源
の
入
手
可
能
性
と
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
︱
︱
が
、
完
全
な
権
原
を
有
す
る
島
と
し
て
の

地
形
の
地
位
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
自
体
は
適
切
な
要
素
で
は
な
い
と
考
え
る
。
領
土
海
洋
紛

争
事
件
（
ニ
カ
ラ
グ
ア
対
コ
ロ
ン
ビ
ア
）
に
お
い
て
国
際
司
法
裁
判
所
判
決
で
留
意
さ
れ
た
よ
う
に
、﹃
国
際
法
は
、
あ
る
地
形
が
島
と
み

な
さ
れ
る
た
め
の
い
か
な
る
最
小
限
の
大
き
さ
も
規
定
し
て
い
な
い
﹄
の
で
あ
る
﹂（
五
三
八
項
）
こ
と
を
確
認
し
た）
₅₂
（

。
沖
ノ
鳥
島
の
高
潮

時
に
お
け
る
海
洋
地
形
を
考
え
る
際
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
こ
の
言
明
は
、
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
シ
モ
ン
ズ
（C

live R
. Sym

m
ons

）
教
授

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、﹁
大
き
さ
の
問
題
に
関
す
る
限
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
こ
の
こ
と
が
島
の
地
位
に
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た）
₅₃
（

﹂
か

ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
検
討
の
後
、
仲
裁
裁
判
所
は
、
第
一
二
一
条
三
項
の
解
釈
に
つ
き
、
次
の
よ
う
な
結
論
に
到
達
し
た
。

　
ⅳ
　
第
一
二
一
条
三
項
の
解
釈
に
関
す
る
結
論

　
﹁
第
一
に
、
上
記
に
示
し
た
理
由
か
ら
、﹃
岩
﹄
と
い
う
文
言
の
使
用
は
、
本
条
文
が
、
硬
い
岩
で
構
成
さ
れ
た
地
形
に
限
定
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
高
潮
地
形
の
地
質
学
上
及
び
地
形
学
上
の
性
質
は
、
第
一
二
一
条
三
項
に
従
う
分
類
に
は
関
係
し
な
い
﹂（
五
四
〇
項
）
と
し
た

上
で
、﹁
第
二
に
、
地
形
の
地
位
は
、
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
能
力
を
向
上
さ
せ
る
目
的
で
追
加
的
拡
張
又
は

変
形
を
行
う
こ
と
な
く
、そ
の
自
然
の
能
力
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂（
五
四
一
項
）
と
し
、﹁
第
三
に
、﹃
人
間
の
居
住
﹄

に
関
し
て
最
も
重
要
な
要
素
は
、
居
住
の
一
過
性
で
な
い
（non-transient

）
性
質
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
住
民
は
公
正
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に
当
該
地
形
の
自
然
の
人
口
を
構
成
す
る
と
い
い
う
る
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
た
め
に
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
資
源
の
利
益
が
保
護
に
値
す
る
も
の
と
み
な

さ
れ
た
。﹃
人
間
の
居
住
﹄
と
い
う
用
語
は
、
地
形
に
住
処
（hom

e

）
を
設
け
、
そ
こ
に
留
ま
る
こ
と
の
で
き
る
人
た
ち
の
安
定
的
な
共
同

体
と
い
う
形
態
で
の
地
形
に
お
け
る
居
住
を
含
む
も
の
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
共
同
体
は
必
ず
し
も
大
規
模
で
あ
る
必
要

は
な
く
、
遠
隔
の
環
礁
に
あ
っ
て
は
、
少
数
の
個
人
又
は
家
族
が
住
ん
で
い
る
だ
け
で
十
分
だ
ろ
う
。
遊
牧
民
に
よ
る
そ
の
地
形
で
の
定
期

的
又
は
常
居
住
的
な
居
留
も
居
住
と
み
な
し
う
る
し
、
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
の
記
録
か
ら
は
、
小
島
嶼
国
の
住
民
の
生
計
に
対
す
る
配

慮
が
明
ら
か
で
あ
る
。
先
住
民
の
居
住
は
基
準
を
満
た
す
う
え
で
十
分
だ
が
、
非
先
住
民
の
居
住
の
場
合
、
そ
れ
ら
住
民
の
意
思
が
本
当
に

当
該
の
島
に
住
み
、
そ
こ
で
生
計
を
立
て
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
﹂（
五
四
二
項
）
と
述
べ
た
。
こ
の

よ
う
に
仲
裁
裁
判
所
は
、﹁
人
間
の
居
住
﹂
の
解
釈
と
し
て
、
居
住
の
継
続
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
安
定
的
な
共
同
体
の
存
在
の
必
要

性
と
住
民
の
居
住
の
意
思
を
強
調
し
た
。
こ
う
し
た
﹁
共
同
体
の
存
在
﹂
の
強
調
は
、
本
仲
裁
判
決
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
﹁
第
四
に
、﹃
独
自
の
経
済
的
生
活
﹄
と
い
う
用
語
は
、
人
間
の
居
住
と
い
う
要
件
に
関
係
し
て
お
り
、
こ
の
二
つ
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
密

接
に
関
連
す
る
こ
と
に
な
る
（go hand in hand
）。
第
一
二
一
条
三
項
は
、
経
済
的
価
値
の
あ
る
地
形
で
は
な
く
、﹃
経
済
的
生
活
﹄
の

維
持
に
言
及
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
当
該
﹃
経
済
的
生
活
﹄
と
は
、
通
常
、
海
洋
の
地
形
又
は
そ
の
集
合
体
に
居
住
し
、
そ
こ
を
住
処
と

し
て
い
る
人
の
集
団
の
生
命
及
び
生
活
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
第
一
二
一
条
三
項
は
、
当
該
﹃
経
済
的
生
活
﹄
が
地
形
に
﹃
独
自
の
﹄

も
の
と
し
て
付
随
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
経
済
的
生
活
は
、
地
形
そ
れ
自
体
の
周
辺
に
順
応
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
焦
点
が
、
も
っ
ぱ
ら
領
海
を
取
り
巻
く
海
域
や
海
底
の
み
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
外
的

資
源
に
の
み
依
拠
し
た
か
、
あ
る
い
は
当
該
地
形
を
、
地
元
住
民
の
関
与
な
く
採
取
的
な
（extractive

）
活
動
の
対
象
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
に
向
け
る
経
済
的
活
動
は
、
地
形
と
の
必
然
的
関
係
に
関
し
て
、
本
質
的
に
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
他
の
場
所
の
住
民
の
利
益
の
た
め
に
、

地
形
の
天
然
資
源
を
採
取
す
る
と
い
う
採
取
的
経
済
的
活
動
も
、
明
ら
か
に
経
済
的
収
益
の
た
め
の
資
源
の
開
発
を
構
成
す
る
が
、
島
の
独
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自
の
経
済
的
生
活
を
構
成
す
る
も
の
と
は
合
理
的
に
は
み
な
さ
れ
な
い
﹂（
五
四
三
項
）
と
述
べ
た
。

　
﹁
第
五
に
、
第
一
二
一
条
三
項
の
条
文
は
選
択
的
で
あ
り
（disjunctive

）、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
及
び
大
陸
棚
を
有
す
る
権
原
が
高
潮
地
形
に
認
め
ら

れ
る
た
め
に
は
、
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
の
い
ず
れ
か
を
維
持
す
る
能
力
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
問
題
と

し
て
、
裁
判
所
は
、
海
洋
地
形
に
人
間
の
安
定
し
た
共
同
体
が
存
在
す
る
場
合
に
、
通
常
、
当
該
地
形
は
、
独
自
の
経
済
的
生
活
を
有
し
て

い
る
と
考
え
る
。
こ
の
見
解
の
例
外
と
し
て
挙
げ
て
お
く
べ
き
は
、
関
連
し
あ
う
海
洋
地
形
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
一
定
の
人
々
が

み
ず
か
ら
を
維
持
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
海
洋
地
形
を
細
分
化
し
た
方
法
で
考
慮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
そ
の
よ

う
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
信
ず
る
。
複
数
の
海
洋
地
形
を
利
用
し
な
け
れ
ば
あ
る
地
域
に
住
む
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
は
、
そ
の

居
住
が
一
つ
の
地
形
の
み
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
地
形
に
居
住
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
同
じ
く
、
複
数

の
海
洋
地
形
の
中
で
、
そ
の
生
計
や
経
済
的
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
人
々
は
、
当
該
地
形
の
す
べ
て
に
直
接
人
が
居
住
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
の
理
由
だ
け
で
、
そ
の
中
の
い
ず
れ
か
の
地
形
が
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
﹂

（
五
四
四
項
）
と
す
る
。

　

そ
し
て
、﹁
第
六
に
、
第
一
二
一
条
三
項
は
、
海
洋
の
地
形
が
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
で
き
る
能
力

0

0

に
関
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
当
該
地
形
に
現
時
点
で
、
あ
る
い
は
以
前
か
ら
人
が
居
住
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
当
該
地
形
が
現
時
点
で
、
あ
る
い
は
以
前

か
ら
経
済
的
生
活
の
住
処
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。
地
形
の
能
力
と
は
必
然
的
に
客
観
的
基
準
で
あ
る
。
地
形
に
対

す
る
主
権
の
問
題
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
形
の
客
観
的
能
力
に
関
す
る
判
断
は
、
主
権
に
関
す
る
事
前
の
決
定
に
依
処
す

る
も
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
が
、
地
形
に
対
す
る
主
権
の
問
題
に
つ
い
て
判
断
し
た
こ
と
が
な
い
、
あ
る
い
は
今
後
判
断
す
る
予
定
が
な
い

と
の
事
実
に
よ
っ
て
、
当
該
地
形
の
地
位
を
評
価
す
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
﹂（
五
四
五
項
）
と
す
る
。

　

さ
ら
に
、﹁
第
七
に
、
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
地
形
の
能
力
は
、
事
例
ご
と
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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海
洋
法
条
約
の
起
草
者
は
、
具
体
的
な
あ
ら
ゆ
る
基
準
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
退
け
て
、
第
一
二
一
条
三
項

に
規
定
す
る
一
般
的
な
公
式
を
選
ん
だ
。
裁
判
所
は
、
地
形
の
自
然
の
能
力
に
寄
与
す
る
主
要
な
要
素
に
つ
い
て
は
特
定
が
可
能
だ
と
考
え

る
。
こ
う
し
た
要
素
と
し
て
は
、
無
期
限
に
当
該
地
形
上
に
人
の
集
団
が
居
住
で
き
る
だ
け
の
十
分
な
水
と
食
糧
及
び
住
ま
い
の
存
在
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
地
形
で
居
住
し
経
済
的
生
活
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
条
件
に
関
係
す
る
要
素
︱
︱
支
配
的
な
気
候
、
他
の
居
住
地
域
と
当
該

地
形
と
の
近
接
性
、
及
び
地
形
並
び
に
そ
の
周
辺
で
生
活
が
営
め
る
可
能
性
な
ど
︱
︱
も
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の

経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
能
力
に
対
し
て
こ
う
し
た
要
素
が
果
た
す
役
割
や
重
要
性
は
、
地
形
に
よ
っ
て
異
な
る
だ
ろ
う
。
不
毛
の
狭
い
地

形
に
は
、
誰
も
住
も
う
と
し
な
い
に
違
い
な
い
が
（
そ
し
て
人
口
の
多
い
広
い
地
形
な
ら
明
ら
か
に
居
住
を
維
持
で
き
る
だ
ろ
う
）、
裁
判

所
は
、
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
で
き
る
と
い
う
客
観
的
要
件
に
つ
い
て
の
抽
象
的
基
準
は
作
る
こ
と
が
で
き
る
、
あ

る
い
は
作
る
べ
き
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
。
こ
れ
は
特
に
、
人
間
の
居
住
に
は
、
単
に
地
形
上
で
の
人
間
の
生
存
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、

経
済
的
生
活
に
は
資
源
の
存
在
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
と
い
う
裁
判
所
の
結
論
に
照
ら
し
て
妥
当
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
抽
象
的
な
基

準
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、当
該
地
形
に
関
す
る
条
件
及
び
当
該
地
形
の
能
力
を
示
す
証
拠
へ
の
裁
判
所
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
特
別
な
影
響（
以

下
で
論
じ
る
）
を
与
え
る
﹂（
五
四
六
項
）
と
述
べ
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、﹁
第
八
に
、
裁
判
所
は
、
地
形
の
能
力
は
、
複
数
の
小
さ
な
島
の
地
形
が
、
全
体
と
し
て
人
間
の
居
住
及
び
（and

）

経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
る
潜
在
的
能
力
に
妥
当
な
考
慮
を
払
っ
た
う
え
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
の
一
方
で
、

地
形
自
身
が
人
間
の
居
住
又
は
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
と
す
る
第
一
二
一
条
三
項
の
要
件
は
、
外
部
か
ら
の
供
給
へ
の
依
存
を
明
ら
か
に

排
除
し
て
い
る
。
外
部
か
ら
継
続
的
に
供
給
を
受
け
な
け
れ
ば
居
住
を
維
持
で
き
な
い
地
形
の
場
合
、
第
一
二
一
条
三
項
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
同
じ
く
、
外
部
か
ら
の
資
源
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
地
元
住
民
の
関
与
な
く
、
採
取
的
活
動
の

対
象
と
し
て
当
該
地
形
を
利
用
す
る
経
済
的
活
動
も
、
地
形
の
﹃
独
自
の
﹄
経
済
的
生
活
に
は
該
当
し
な
い
。
同
時
に
裁
判
所
は
、
遠
隔
地
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に
あ
る
島
の
住
民
は
し
ば
し
ば
、
生
活
必
需
品
や
生
計
の
維
持
の
た
め
に
、
か
な
り
距
離
の
離
れ
た
他
の
多
く
の
島
々
を
利
用
す
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
る
。
各
地
形
に
つ
い
て
個
別
に
評
価
し
よ
う
と
い
う
第
一
二
一
条
三
項
の
解
釈
は
、
遠
隔
地
に
あ
る
島
々
の
生
活
実
態
や
、
第

三
次
国
連
海
洋
法
会
議
で
明
ら
か
に
な
っ
た
小
さ
な
島
の
住
民
の
生
活
様
式
へ
の
配
慮
に
沿
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

こ
う
し
た
島
々
が
集
ま
っ
て
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
伝
統
的
な
生
活
様
式
を
守
る
う
え
で
人
間
の
居
住
の
維
持
を
可
能
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
一
部
を
形
成
す
る
場
合
、
裁
判
所
は
、
こ
う
い
う
方
法
の
複
数
の
島
の
役
割
を
、
外
部
か
ら
の
供
給
と
同
一
視
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

同
様
に
、
共
同
体
の
生
活
の
一
部
と
し
て
、
手
近
な
資
源
を
地
元
で
利
用
す
る
こ
と
は
、
天
然
資
源
の
採
取
を
目
的
と
し
て
遠
く
か
ら
や
っ

て
き
た
経
済
的
利
益
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
﹂（
五
四
七
項
）
と
結
論
す
る
。

　
﹁
逆
に
、
地
形
に
現
在
人
が
居
住
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
過
去
に
居
住
し
た
歴
史
が
あ
る
場
合
、
裁
判
所
は
、
そ
の
居
住
が
、
外
部
か

ら
の
供
給
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
の
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。
交
易
や
外
部
と
の
つ
な
が
り
は
、
そ
れ
ら
が
居
住

者
の
生
活
の
質
の
改
善
に
役
立
っ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
当
該
地
形
を
不
適
格
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
外
部
か
ら
の
供
給
が
、

地
形
の
居
住
を
維
持
す
る
た
め
の
必
要
条
件
を
構
成
す
る
ほ
ど
の
重
要
性
を
有
し
て
い
る
場
合
、
人
間
の
居
住
を
維
持
し
て
い
る
の
は
、
も

は
や
そ
の
地
形
自
身
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
裁
判
所
は
、
外
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
純
粋
な
官
吏
又
は
軍
の
要
員
は
、
当
該
地
形
が

人
間
の
居
住
を
維
持
で
き
る
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
。
第
一
二
一
条
三
項
の
目
的
が
、
国
家
に
よ
る
過
度
の
不
公
正

な
主
張
を
制
限
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
領
土
及
び
領
土
に
よ
っ
て
生
じ
る
海
洋
に
対
す
る
権
利
を
主
張
す
る
た
め
だ
け
に
、
本
来
で
あ

れ
ば
人
間
の
居
住
を
維
持
で
き
な
い
地
形
に
人
を
駐
留
さ
せ
て
い
る
場
合
、第
一
二
一
条
三
項
の
目
的
は
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

裁
判
所
が
注
目
す
る
の
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
創
設
が
、
海
洋
の
権
利
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
明
白
な
試
み
に
よ
っ
て
混
乱
し
た
場
合
、
当
該
水
域

の
創
設
と
同
時
期
の
証
拠
よ
り
も
、
当
該
水
域
の
創
設
に
先
立
っ
て
人
間
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
の
方
が
重
視
さ
れ
う
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
﹂（
五
五
〇
項
）
と
す
る）
₅₄
（

。
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
外
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
公
務
員
や
軍
人
の
存
在
は
、
当
該
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高
潮
地
形
に
お
け
る
﹁
人
間
の
居
住
﹂
と
は
み
な
さ
な
い
と
の
解
釈
を
提
示
し
た
。

　
ⅴ
　
第
一
二
一
条
三
項
に
お
け
る
国
家
実
行
の
関
連
性

　

裁
判
所
は
、
上
記
の
よ
う
に
解
す
る
も
の
の
、
実
際
に
は
、
海
洋
法
条
約
成
立
後
も
絶
海
の
無
人
島
に
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
設
定

す
る
各
国
の
実
行
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
裁
判
所
は
、﹁
最
後
に
、
条
約
法
条
約
第
三
一
条
三
項
は
、﹃
条

約
の
適
用
に
つ
き
後
に
生
じ
た
慣
行
で
あ
っ
て
、
条
約
の
解
釈
に
つ
い
て
の
当
事
国
の
合
意
を
確
立
す
る
も
の
﹄
に
つ
い
て
文
脈
と
と
も
に

考
慮
す
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
条
文
の
解
釈
に
関
し
て
到
達
し
た
合
意
が
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、

当
事
国
が
こ
の
よ
う
な
慣
行
を
黙
認
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
特
に
武
力
紛
争
に
お
け
る
国
に
よ
る
核
兵
器
の
使
用

の
合
法
性
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
及
び
カ
シ
キ
リ
／
セ
ド
ゥ
ド
ゥ
島
事
件
判
決
の
よ
う
な
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
判
例
法
を
精
査

す
る
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
、
国
家
実
行
に
よ
る
解
釈
に
関
す
る
合
意
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
設
定
し
た
敷
居
は
、
か
な
り
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。
当
該
敷
居
は
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
判
例
法
に
お
い
て
も
同
様
に
高
い
。
同
機
関
は
、﹃
調
和
し
た
、
共
通
の
、

そ
し
て
一
貫
し
た
﹄
連
続
性
を
有
す
る
行
動
又
は
宣
言
を
、
条
約
の
解
釈
に
関
す
る
当
事
国
の
合
意
を
意
味
す
る
た
め
に
要
求
す
る
﹂（
五

五
二
項
）
と
述
べ
、﹁
前
述
の
こ
と
に
基
づ
け
ば
、
裁
判
所
が
前
節
で
示
し
た
解
釈
と
異
な
る
第
一
二
一
条
三
項
の
解
釈
に
関
す
る
国
家
実

行
に
基
づ
く
合
意
の
存
在
は
証
拠
が
な
い
と
の
結
論
に
到
達
す
る
﹂（
五
五
三
項
）
と
判
決
し
、
後
の
合
意
と
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
国

家
実
行
は
存
在
し
な
い
と
の
解
釈
を
示
し
た）
₅₅
（

。
し
か
し
、
判
決
は
﹁
存
在
し
な
い
﹂
と
述
べ
る
の
み
で
、
判
決
と
は
異
な
る
各
国
の
国
家
実

行
が
条
約
法
条
約
第
三
一
条
三
項
⒝
の
﹁
当
事
国
の
合
意
﹂
を
確
立
す
る
も
の
で
な
い
と
の
結
論
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
示
さ
れ
た

の
は
、
そ
う
し
た
合
意
の
敷
居
は
高
い
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ
る
。
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⒝�
　
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
礁
、
ク
ア
テ
ロ
ン
礁
、
フ
ァ
イ
ア
リ
ー
・
ク
ロ
ス
礁
、
ガ
ベ
ン
礁
（
北
側
）
及
び
マ
ッ
ケ
ナ
ン
礁
へ
の

第
一
二
一
条
三
項
の
適
用

　
ⅰ
　
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁

　
﹁
裁
判
所
の
見
解
で
は
、
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
は
第
一
二
一
条
三
項
の
適
用
上
﹃
岩
﹄
で
あ
る
﹂（
五
五
四
項
）
と
し
た
上
で
、﹁
ス
カ
ボ
ロ
ー

礁
に
お
け
る
高
潮
時
の
突
起
は
微
小
で
あ
り
、
⋮
そ
の
自
然
状
態
に
お
い
て
人
間
の
居
住
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
新
鮮
な
水
、
植

生
又
は
生
活
空
間
に
欠
け
て
い
る
。
⋮
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
は
伝
統
的
に
異
な
る
諸
国
の
漁
民
に
よ
り
漁
場
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
が
、
裁
判
所

は
、
周
辺
水
域
に
お
け
る
経
済
活
動
が
、
当
該
地
形
で
の
経
済
的
生
活
を
構
成
す
る
と
い
う
た
め
に
は
、
高
潮
地
形
そ
れ
自
体
と
何
ら
か
の

具
体
的
な
関
連
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
想
起
す
る
。
当
該
礁
で
活
動
す
る
漁
民
が
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
の
高
潮
岩
を
利
用
す
る
と
か
、
又

は
何
ら
か
の
関
連
を
有
す
る
証
拠
は
存
在
し
な
い
。
⋮
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
が
単
独
で
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
で
き
る
こ
と
を
示
す
証
拠
は

存
在
し
な
い
﹂（
五
五
六
項
）
と
判
示
し
た）
₅₆
（

。
仮
に
沖
ノ
鳥
島
に
本
判
決
の
解
釈
基
準
を
当
て
は
め
る
と
、
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
と
同
様
の
結
論

に
至
る
で
あ
ろ
う
。

　
ⅱ
　
ジ
ョ
ン
ソ
ン
礁

　
﹁
裁
判
所
の
見
解
で
は
、ジ
ョ
ン
ソ
ン
礁
も
ま
た
、第
一
二
一
条
三
項
の
適
用
上
の
岩
で
あ
る
﹂（
五
五
七
項
）
と
し
、﹁
ジ
ョ
ン
ソ
ン
礁
は
、

そ
の
自
然
状
態
で
少
な
く
と
も
平
均
潮
位
か
ら
一
・
二
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
達
す
る
一
つ
の
岩
を
も
ち
、
そ
れ
ゆ
え
に
高
潮
地
形
で
あ
る
。

ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
に
あ
る
岩
と
同
様
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
礁
の
高
潮
部
分
に
は
飲
料
水
、
植
生
又
は
生
活
空
間
が
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
微
小
で

不
毛
な
地
形
で
、
そ
の
自
然
状
態
で
は
、
明
ら
か
に
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
能
力
を
有
し
な
い
﹂（
五
五
八
項
）。

﹁
中
国
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
礁
に
施
設
を
建
設
し
公
務
員
の
存
在
を
維
持
す
る
が
、
高
潮
時
に
水
没
す
る
礁
の
台
地
の
一
部
に
建
設
す
る
こ
と
に
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よ
っ
て
可
能
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
中
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
必
然
的
に
外
部
か
ら
の
供
給
に
依
存
し
、
一
九
八
八
年
に
中
国
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
が
開
始
す
る
以
前
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
礁
に
お
け
る
人
間
の
活
動
の
証
拠
は
存
在
し
な
い
。
⋮
ジ
ョ
ン
ソ
ン
礁
に
お
け
る
中
国
に
よ
る
施

設
の
建
設
は
、
そ
の
地
位
を
岩
か
ら
完
全
な
権
原
を
有
す
る
島
に
昇
格
で
き
な
い
﹂（
五
五
九
項
）
と
判
示
し
た）
₅₇
（

。

　
ⅲ
　
ク
ア
テ
ロ
ン
礁

　
﹁
裁
判
所
の
見
解
で
は
、ク
ア
テ
ロ
ン
礁
も
ま
た
、第
一
二
一
条
三
項
の
適
用
上
の
岩
で
あ
る
﹂（
五
六
〇
項
）
と
し
、﹁
ク
ア
テ
ロ
ン
礁
は
、

そ
の
自
然
状
態
で
は
、
高
潮
時
に
一
～
二
メ
ー
ト
ル
の
露
出
し
た
岩
々
が
存
在
し
、
そ
れ
ゆ
え
高
潮
地
形
で
あ
る
。
ク
ア
テ
ロ
ン
礁
の
高
潮

部
分
は
微
小
で
不
毛
な
地
形
で
あ
り
、
そ
の
自
然
状
態
で
は
、
明
ら
か
に
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
能
力
を
有
さ

な
い
﹂（
五
六
一
項
）
と
判
示
し
た）
₅₈
（

。
形
状
的
事
実
で
い
え
ば
、
沖
ノ
鳥
島
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
条
件
と
な
る
。
な
お
、
五
六
二
項
で
は
、
先

の
五
五
九
項
と
同
様
の
内
容
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
ⅳ
　
フ
ァ
イ
ア
リ
ー
・
ク
ロ
ス
礁

　
﹁
裁
判
所
の
見
解
で
は
、
フ
ァ
イ
ア
リ
ー
・
ク
ロ
ス
礁
も
ま
た
、
第
一
二
一
条
三
項
の
適
用
上
の
岩
で
あ
る
﹂（
五
六
三
項
）
と
し
、﹁
フ

ァ
イ
ア
リ
ー
・
ク
ロ
ス
礁
は
、
そ
の
自
然
状
態
で
は
、
高
潮
時
に
約
一
メ
ー
ト
ル
露
出
す
る
顕
著
な
一
個
の
岩
が
存
在
し
、
そ
れ
ゆ
え
高
潮

地
形
で
あ
る
。
中
国
の
航
海
指
針
に
よ
る
と
、
高
潮
時
に
露
出
し
て
い
る
こ
の
岩
の
表
面
積
は
、
わ
ず
か
に
二
平
方
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
。

フ
ァ
イ
ア
リ
ー
・
ク
ロ
ス
礁
の
高
潮
部
分
は
、
微
小
で
不
毛
な
地
形
で
あ
り
、
そ
の
自
然
状
態
で
は
、
明
ら
か
に
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の

経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
能
力
を
有
さ
な
い
﹂（
五
六
四
項
）
と
判
示
し
た）
₅₉
（

。



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

三
四

島
の
法
的
地
位

二
〇
六
二

　
ⅴ
　
ガ
ベ
ン
礁
（
北
側
）

　
﹁
裁
判
所
の
見
解
で
は
、ガ
ベ
ン
礁
（
北
側
）
も
ま
た
、第
一
二
一
条
三
項
の
適
用
上
の
岩
で
あ
る
﹂（
五
六
六
項
）
と
し
、﹁
ガ
ベ
ン
礁
（
北

側
）
に
は
、
そ
の
自
然
状
態
で
は
、
北
東
の
角
に
高
潮
時
に
露
出
し
て
い
る
砂
岩
礁
が
存
在
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
高
潮
地
形
で
あ
る
。
ガ
ベ
ン

礁
（
北
側
）
の
高
潮
部
分
は
、
微
小
で
不
毛
な
地
形
で
あ
り
、
そ
の
自
然
状
態
で
は
、
明
ら
か
に
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を

維
持
す
る
能
力
を
有
さ
な
い
﹂（
五
六
七
項
）
と
判
示
し
た）
₆₀
（

。

　
ⅵ
　
マ
ッ
ケ
ナ
ン
礁

　
﹁
裁
判
所
の
見
解
で
は
、マ
ッ
ケ
ナ
ン
礁
も
ま
た
、第
一
二
一
条
三
項
の
適
用
上
の
岩
で
あ
る
﹂（
五
六
九
項
）
と
し
、﹁
マ
ッ
ケ
ナ
ン
礁
は
、

高
潮
時
に
お
い
て
も
露
出
し
て
い
る
地
形
を
含
み
、
そ
れ
ゆ
え
に
高
潮
地
形
で
あ
る
。
⋮
裁
判
所
は
、
最
近
の
中
国
の
海
図
が
示
す
そ
の
高

さ
は
、
十
中
八
九
、
嵐
に
よ
っ
て
高
潮
時
に
さ
ら
さ
れ
る
巨
礫
を
指
す
と
結
論
す
る
。
こ
の
よ
う
な
地
形
は
、
そ
の
自
然
状
態
で
は
、
明
ら

か
に
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
能
力
を
維
持
す
る
能
力
を
有
さ
な
い
で
あ
ろ
う
﹂（
五
七
〇
項
）
と
判
示
し
た）
₆₁
（

。

４　

判
決
の
検
討

　

第
一
二
一
条
の
構
造
の
理
解
及
び
第
一
二
一
条
三
項
を
構
成
し
て
い
る
諸
要
素
、
た
と
え
ば
﹁
岩
﹂、﹁
人
間
の
居
住
﹂
及
び
﹁
独
自
の
経

済
的
生
活
﹂
の
用
語
に
つ
い
て
海
洋
法
条
約
に
は
定
義
が
な
く
、
南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
は
こ
れ
ら
の
文
言
に
つ
い
て
上
記
に
紹
介
し
た
よ
う

な
解
釈
論
を
展
開
し
た
。
今
回
の
判
決
が
、
第
一
二
一
条
の
解
釈
に
つ
き
、
ど
れ
ほ
ど
の
解
決
を
与
え
得
た
か
の
か
と
い
う
点
が
焦
点
で
あ

ろ
う
。
島
の
制
度
と
題
す
る
第
八
部
の
第
一
二
一
条
に
関
し
て
、
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
に
お
け
る
非
公
式
協
議
に
隠
さ
れ
た
妥
協
が
何
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で
あ
っ
た
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
条
約
は
一
度
成
立
す
る
と
、
そ
れ
自
身
の
生
命
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
交
渉
中
に

議
論
さ
れ
た
も
の
か
ら
漸
次
離
れ
て
い
く
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
仮
に
当
事
国
の
間
に
一
般
的
合
意
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
裁
判
所
の
任

務
は
条
約
を
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
事
件
で
は
、
裁
判
所
は
条
約
法
条
約
の
解
釈
規
則
に
依
拠
し
、
記
録
が
残
っ
て
い
る
準
備
作
業
に

も
言
及
し
、
第
一
二
一
条
を
解
釈
す
る
と
い
う
条
約
の
解
釈
手
法
と
し
て
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
裁
判

所
が
採
用
し
た
解
釈
の
手
法
と
解
釈
の
結
果
の
両
面
か
ら
判
決
の
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。

⑴　

解
釈
の
手
法

　

条
約
本
文
の
﹁
通
常
の
意
味
﹂
は
、
一
般
に
は
条
約
を
起
草
し
た
当
事
国
間
で
相
互
に
合
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
非
公
式
協

議
の
合
意
が
何
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
な
ら
、
裁
判
所
が
採
用
し
た
、
最
初
に
条
約
本
文
の
辞
書
的
意
味
を
探
る
と
い
う
手
法
に
誤
り
は
な

い
。
条
約
本
文
は
当
事
国
の
意
思
の
有
権
的
表
示
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

実
際
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
第
六
条
三
項
⒠
の
﹁
無
料
で
通
訳
の
援
助
を
受
け
る
権
利
﹂
の
﹁
無
料
﹂
が
問
題
に
な
っ
た
リ
ュ
ー
デ
ィ

ッ
ク
事
件
で
、
複
数
の
フ
ラ
ン
ス
語
や
英
語
の
辞
書
を
引
用
し
な
が
ら
、﹁
フ
ラ
ン
ス
語
の“gratuitem

ent”

と
は
、﹃
報
酬
な
く
、
無
料

で
与
え
る
無
償
の
手
段
﹄
を
意
味
す
る
。
同
様
に
、
英
語
の“free”

と
は
、﹃
代
償
の
な
い
﹄﹃
無
償
の
﹄
を
意
味
す
る
﹂
と
し
、﹁
こ
れ
ら

の
用
語
は
、
条
件
付
き
の
免
除
や
一
時
的
な
控
除
や
停
止
を
意
味
せ
ず
、
控
除
又
は
免
除
を
意
味
す
る）
₆₂
（

﹂
と
判
決
し
た
。

　

た
だ
し
、
条
約
の
用
語
の
﹁
通
常
の
意
味
﹂
は
、
辞
書
的
意
味
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
条
約
が
作
成
さ
れ
当
該
用
語
が
用
い
ら
れ
た

事
情
と
の
関
連
に
お
け
る
意
味
で
あ
る
。
文
脈
に
お
け
る
用
語
の
﹁
通
常
の
意
味
﹂
を
探
る
こ
と
が
第
一
に
解
釈
者
が
な
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
。

　

た
だ
、や
や
違
和
感
を
も
つ
の
は
、裁
判
所
は
、﹁
Ｅ
Ｅ
Ｚ
導
入
の
背
後
に
あ
る
目
的
﹂と
い
う
概
念
を
持
ち
出
し
、こ
れ
を
地
元
住
民（local 
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）
の
利
益
に
結
び
つ
け
、
無
人
島
を
排
除
す
る
論
理
を
展
開
し
て
い
る
。
仲
裁
判
決
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
導
入
を
国
の
法
益

レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
島
の
住
民
の
法
益
レ
ベ
ル
の
み
で
捉
え
る
こ
と
は
は
た
し
て
妥
当
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
こ
こ
で
は
、
な
ぜ
か
大
陸
棚

制
度
が
切
り
離
さ
れ
、
無
視
さ
れ
て
い
る
。
大
陸
棚
だ
と
採
掘
事
業
が
主
眼
で
あ
り
、
地
元
住
民
が
主
体
と
な
り
に
く
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
結
果
、
海
洋
法
条
約
は
国
を
名
宛
人
と
し
た
国
の
権
利
義
務
を
定
め
る
構
造
の
条
約
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
二
一
条
三

項
に
つ
い
て
は
、
住
民
を
法
益
主
体
と
考
え
る
解
釈
論
が
一
貫
し
て
展
開
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、﹁
共
同
体
﹂
の
存
在
が
Ｅ
Ｅ
Ｚ
及
び
大
陸

棚
の
権
利
の
淵
源
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
仲
裁
裁
判
所
は
、
条
文
は
、
本
来
﹁
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
に
照
ら
し
て
﹂
解
釈
す
べ
き
は

ず
が
、﹁
条
文
（
第
一
二
一
条
）
の
趣
旨
及
び
目
的
に
照
ら
し
て
﹂
解
釈
す
る
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。
第
一
二
一
条
三
項
が
制
限
規
定
で

あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
手
法
は
き
わ
め
て
異
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑵　

解
釈
の
結
果

　

裁
判
所
は
、
第
一
二
一
条
三
項
が
定
め
る
、﹁
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
﹂
と
い
う
要
件
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
主
張
す
る
よ
う

な
累
積
的
な
要
件
で
は
な
く
、﹁
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
の
い
ず
れ
か
を
維
持
で
き
る
島
は
、（
他
の
領
土
に
適
用
さ
れ
る
海

洋
法
条
約
の
諸
規
定
に
基
づ
い
て
）
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
の
双
方
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
﹂（
四
九
六
項
）
と
判
示
し
て
い
る
。

判
決
は
、
二
つ
の
要
件
は
区
別
さ
れ
う
る
と
し
な
が
ら
、
そ
の
直
後
、﹁
し
か
し
、
裁
判
所
は
、
経
済
活
動
が
人
間
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
人

間
は
経
済
活
動
又
は
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
な
い
場
所
に
滅
多
に
居
住
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
概
念
は
、
第
一
二
一
条
三

項
の
文
法
上
の
構
造
と
は
無
関
係
に
、
実
際
の
問
題
と
し
て
は
結
び
つ
い
て
い
る）
₆₃
（

﹂（
四
九
七
項
）
と
判
示
し
て
い
る
。
形
式
的
に
は
ど
ち

ら
か
の
要
素
を
満
た
し
て
い
れ
ば
い
い
と
い
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
両
者
を
深
く
結
び
つ
け
、
結
果
と
し
て
累
積
的
要
件
に
解
す
る
と
の
矛

盾
が
み
ら
れ
る
。
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こ
の
点
は
判
決
の
第
五
四
三
項
に
は
っ
き
り
と
表
れ
る
。﹁
第
四
に
、﹃
独
自
の
経
済
的
生
活
﹄
と
い
う
用
語
は
、
人
間
の
居
住
と
い
う
要

件
に
関
係
し
て
お
り
、
こ
の
二
つ
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
に
な
る
（go hand in hand

）。
第
一
二
一
条
三
項
は
、
経

済
的
価
値
の
あ
る
地
形
で
は
な
く
、﹃
経
済
的
生
活
﹄
の
維
持
に
言
及
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
当
該
﹃
経
済
的
生
活
﹄
と
は
、
通
常
、
海
洋

の
地
形
又
は
そ
の
集
合
体
に
居
住
し
、
そ
こ
を
住
処
（hom

e

）
と
し
て
い
る
人
の
集
団
の
生
命
及
び
生
活
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
第

一
二
一
条
三
項
は
、当
該
﹃
経
済
的
生
活
﹄
が
地
形
に
﹃
独
自
の
﹄
も
の
と
し
て
付
随
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

し
た
が
っ
て
経
済
的
生
活
は
、
地
形
そ
れ
自
体
の
周
辺
に
順
応
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
焦
点
が
、
も
っ
ぱ
ら
領
海
を
取
り
巻

く
海
域
や
海
底
の
み
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
外
的
資
源
に
の
み
依
拠
し
た
か
、
あ
る
い
は
当
該
地
形
を
、
地
元
住
民
の
関
与

な
く
採
取
的
な
（extractive
）
活
動
の
対
象
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
向
け
る
経
済
的
活
動
は
、
地
形
そ
れ
自
体
と
の
必
然
的
関
係
に
関

し
て
は
、
本
質
的
に
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
他
の
場
所
の
住
民
の
利
益
の
た
め
に
、
地
形
の
天
然
資
源
を
採
取
す
る
と
い
う
採
取
的
経
済
的
活

動
も
、
明
ら
か
に
経
済
的
収
益
の
た
め
の
資
源
の
開
発
を
構
成
す
る
が
、
島
の
独
自
の
経
済
的
生
活
を
構
成
す
る
も
の
と
は
合
理
的
に
は
み

な
さ
れ
な
い）
₆₄
（

﹂（
五
四
三
項
）
と
し
、﹁
地
形
の
能
力
は
、
複
数
の
小
さ
な
島
の
地
形
が
、
全
体
と
し
て
人
間
の
居
住
及
び
（and

）
経
済
的

生
活
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
る
潜
在
的
能
力
に
妥
当
な
考
慮
を
払
っ
た
う
え
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
地
形
自

身
が
人
間
の
居
住
又
は
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
と
す
る
第
一
二
一
条
三
項
の
要
件
は
、
外
部
か
ら
の
供
給
へ
の
依
存
を
明
ら
か
に
排
除
し

て
い
る
。
外
部
か
ら
継
続
的
に
供
給
を
受
け
な
け
れ
ば
居
住
を
維
持
で
き
な
い
地
形
の
場
合
、
第
一
二
一
条
三
項
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
同
じ
く
、
外
部
か
ら
の
資
源
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
地
元
住
民
の
関
与
な
く
、
採
取
的
活
動
の
対
象
と

し
て
当
該
地
形
を
利
用
す
る
経
済
的
活
動
も
、
地
形
の
﹃
独
自
の
﹄
経
済
的
生
活
に
は
該
当
し
な
い）
₆₅
（

﹂（
五
四
七
項
）
と
判
示
し
て
い
る
。

な
お
、
裁
判
所
が
﹁
採
取
的
活
動
﹂
に
言
及
し
た
箇
所
は
、
次
の
よ
う
な
文
脈
で
あ
る
。﹁
南
沙
諸
島
の
す
べ
て
の
経
済
活
動
は
歴
史
的
記

録
に
よ
れ
ば
、
本
質
的
に
は
、
そ
の
性
質
と
し
て
採
取
活
動
（
た
と
え
ば
、
糞
化
石
（guano

）
採
取
、
貝
殻
採
取
及
び
漁
業
）
で
あ
り
、
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多
か
れ
少
な
か
れ
、
南
沙
諸
島
の
資
源
を
海
南
、
台
湾
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
又
は
そ
の
他
の
地
域
の
住
民
の
利
益
の
た
め
に

利
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
﹂（
六
二
三
項
）
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
問
題
の
海
洋
地
形
に
外
部
か
ら
訪
れ
、
当
該

地
形
の
資
源
を
採
取
・
採
捕
す
る
場
合
、﹁
独
自
の
経
済
的
生
活
﹂
に
該
当
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
形
周
辺
の
外
部
の
人

間
に
よ
る
漁
業
活
動
も
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
海
洋
地
形
の
周
辺
の
海
底
に
お
け
る
鉱
物
資
源
の
採
掘

活
動
も
、
海
洋
地
形
そ
れ
自
体
の
利
用
と
は
み
な
さ
れ
な
い
と
す
る
（
五
〇
三
項
））
₆₆
（

。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
裁
判
所
の
こ
う
し
た
解
釈
は
、
エ
ル
フ
ェ
リ
ン
ク
（A

lex G
. O

ude E
lferink

）
教
授
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
三
項

の
条
文
に
あ
る
﹁
独
自
の
経
済
的
生
活
（econom

ic life of their ow
n

）﹂
を
﹁
地
元
住
民
に
利
益
を
も
た
ら
す
独
自
の
経
済
的
生
活

（econom
ic life of their ow

n benefiting a local population

）﹂
の
条
文
に
変
質
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る）
₆₇
（

。
判
決
は
、﹁
独
自
の
経

済
的
生
活
﹂
に
地
元
住
民
の
存
在
を
必
須
の
要
件
と
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、﹁
人
間
の
居
住
﹂
と
﹁
独
自
の
経
済
的
生
活
﹂
が
一
体
な
も

の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
島
の
利
用
と
し
て
考
え
ら
れ
る
周
辺
海
域
の
漁
場
と
し
て
の
利
用
や
周
辺
の
大
陸
棚
に
お
け
る
石
油
開
発
と

し
て
の
利
用
が
排
除
さ
れ
る
結
論
に
な
っ
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
五
四
四
項
に
典
型
的
に
表
れ
る
の
で
あ
る
が
、
み
ず
か
ら
﹁
三
項
の
条
文

は
、
選
択
的
で
あ
り
（disjunctive

）、
人
間
の
居
住
か
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
能
力
が
あ
れ
ば
高
潮
地
形
は
Ｅ
Ｅ
Ｚ
又
は

大
陸
棚
の
権
原
を
も
つ
の
に
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
﹂
と
し
な
が
ら
、﹁
し
か
し
、
実
際
問
題
と
し
て
海
洋
地
形
は
通
常
、
安
定
的

な
人
間
社
会
が
居
住
し
て
い
る
場
合
に
独
自
の
経
済
的
生
活
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る）
₆₈
（

﹂
と
述
べ
て
、
条
件
が
選
択
的
で
あ
る
こ
と
を
否

定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
論
理
は
一
貫
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

裁
判
所
に
よ
る
﹁
独
自
の
経
済
的
生
活
﹂
の
解
釈
に
は
さ
ら
な
る
疑
問
が
あ
る
。
裁
判
所
は
、﹁﹃
独
自
の
﹄
の
要
素
は
、
解
釈
に
最
も
重

要
な
要
素
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
地
形
そ
れ
自
体
（
又
は
関
連
す
る
複
数
の
地
形
）
が
独
立
し
た
経
済
的
生
活
を
支
え
る
能
力
を
有
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
当
該
能
力
に
関
し
て
、
現
地
住
民
が
関
与
し
て
い
な
い
、
外
部
の
資
源
の
投
入
に
主
に
依
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存
し
た
り
、
又
は
採
取
活
動
の
対
象
と
し
て
純
粋
に
利
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
含
ま
れ
な
い
。
裁
判
所
の
見
解
と
し
て
、
経
済
的
活
動
が
、

あ
る
地
形
の
経
済
的
生
活
を
構
成
す
る
た
め
に
は
、
当
該
経
済
活
動
が
関
わ
る
資
源
は
現
地
の
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
持
ち
込
ま
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
資
源
は
か
か
る
活
動
の
利
益
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
外
部
か
ら
継
続
的
に
投
入
さ

れ
る
資
源
が
な
け
れ
ば
行
え
な
い
経
済
的
活
動
は
、﹃
独
自
の
経
済
的
生
活
﹄
と
い
う
意
味
に
該
当
し
な
い
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
あ
る
地

形
の
﹃
独
自
の
﹄
経
済
的
生
活
で
は
な
く
、
最
終
的
に
外
部
か
ら
の
援
助
に
依
存
し
た
経
済
的
生
活
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
じ
く
、
純
粋
に
採

取
の
み
の
経
済
的
活
動
も
、
あ
る
地
形
や
そ
こ
の
住
民
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
た
め
、
あ
る
地
形
の
﹃
独
自
の
﹄
経
済
的
生
活

に
相
当
し
な
い
だ
ろ
う）
₆₉
（

﹂（
五
〇
〇
項
）
と
し
た
上
で
、﹁﹃
独
自
の
経
済
的
生
活
﹄
と
い
う
用
語
は
、
人
間
の
居
住
と
い
う
要
件
に
関
係
し

て
お
り
、
こ
の
二
つ
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
に
な
る
（go hand in hand

））
₇₀
（

﹂（
五
四
三
項
）
と
述
べ
る
。
こ
う
し
た

解
釈
は
、
か
つ
て
バ
ウ
エ
ッ
ト
（D

.W
. B

ow
ett

）
教
授
が
述
べ
て
い
た
、﹁
他
の
陸
地
領
土
か
ら
の
資
源
に
基
づ
く
人
為
的
な
経
済
生
活

を
導
入
す
る
岩
は
、
経
済
水
域
や
大
陸
棚
を
否
定
さ
れ
る）
₇₁
（

﹂
と
の
見
解
を
想
起
さ
せ
る
。

　

し
か
し
、﹁
又
は
﹂
の
論
理
的
帰
結
は
、﹁
人
間
の
居
住
﹂
と
﹁
独
自
の
経
済
的
生
活
﹂
が
同
時
進
行
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
な
い
は
ず
で

あ
る
。
も
し
、
こ
う
し
た
解
釈
し
か
取
れ
な
い
な
ら
、
一
二
一
条
三
項
は
、﹁
及
び
（and

）﹂
が
使
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た

解
釈
は
、
第
一
二
一
条
三
項
の
基
礎
と
な
っ
た
一
九
七
三
年
の
ル
ー
マ
ニ
ア
提
案
（A

/A
C

.138/SC
.II/L

.53

）
で
用
い
ら
れ
て
い
た
﹁
及
び

（and

）﹂
が
、
そ
の
後
の
審
議
で
﹁
又
は
（or

）﹂
に
修
正
さ
れ
た
経
緯
と
も
矛
盾
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
判
決
が
い
う
、
外
部
か
ら
の
資
源

と
経
済
的
生
活
の
関
係
性
の
捉
え
方
の
妥
当
性
に
も
疑
問
が
残
る
。
エ
ル
フ
ェ
リ
ン
ク
教
授
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、﹁
外
部
か
ら
の
支
援
が

島
の
経
済
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
の
単
な
る
事
実
は
、
こ
の
活
動
が
島
の
資
源
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
存
在
の
結
果
で
は
な

い
と
か
、
そ
の
意
味
で
島
の
独
自
の
経
済
的
生
活
を
意
味
し
な
い）
₇₂
（

﹂
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、﹁
人
間
の
居
住
﹂
の
要
件
と
し
て
、
安
定
的
な
共
同
体
の
存
在
の
み
な
ら
ず
、
海
洋
地
形
が
そ
の
﹁
住
処
（hom

e

）﹂
に
な
っ
て
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い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
が
（
六
一
八
項
））
₇₃
（

、﹁
一
過
性
で
は
な
い
﹂
と
い
う
以
外
の
﹁
住
処
（“hom

e”

）﹂
の
要
件
は
何
に
よ
っ
て
満

た
さ
れ
る
の
か
も
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
か
つ
て
ジ
デ
ル
（G

. G
idel

）
は
、﹁
島
と
は
、自
然
に
形
成
さ
れ
た
海
上
の
高
地
で
あ
っ
て
、

水
に
囲
ま
れ
、
高
潮
時
に
お
い
て
も
恒
久
的
に
水
面
上
に
あ
り
、
そ
の
自
然
状
態
に
お
い
て
組
織
的
な
人
間
集
団
の
安
定
し
た
居
住
を
も
た

ら
す
も
の）
₇₄
（

﹂
と
定
義
し
て
い
た
。
ジ
デ
ル
は
、
暫
定
的
な
居
住
（
一
定
の
季
節
に
お
け
る
漁
民
や
調
査
団
の
訪
問
等
）
は
、﹁
安
定
し
た
居

住
（la résidence stable

）﹂
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
し
た
。
今
回
の
仲
裁
判
決
は
、﹁
自
然
状
態
（conditions naturelles

）﹂
へ
の

言
及
を
含
め
、
こ
う
し
た
ジ
デ
ル
の
影
響
が
垣
間
見
え
る
。
し
か
し
、
一
九
八
二
年
に
成
立
し
た
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
の
解
釈
と
し
て
、

ジ
デ
ル
の
著
作
が
刊
行
さ
れ
た
五
〇
年
前
（
一
九
三
二
年
）
の
島
の
利
用
形
態
を
念
頭
に
解
釈
す
る
こ
と
の
妥
当
性
に
疑
問
な
し
と
し
な
い
。

　

南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
が
、
本
事
件
を
離
れ
て
ど
れ
ほ
ど
他
の
国
家
の
実
行
に
影
響
を
与
え
る
か
は
未
知
数
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
明
ら

か
に
多
く
の
国
の
実
行
は
裁
判
所
の
よ
う
な
解
釈
に
基
づ
い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
こ
う
し
た
各
国
の
実
行
を
み
て
み
よ
う
。

５　

南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
と
は
異
な
る
国
家
実
行

　

海
洋
法
条
約
採
択
の
前
後
に
、第
一
二
一
条
に
基
づ
い
て
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
設
定
や
大
陸
棚
の
主
張
が
行
わ
れ
て
い
る
国
家
実
行
は
数
多
く
あ
る
。

条
約
法
条
約
第
三
一
条
三
項
に
い
う
﹁
当
事
国
の
合
意
を
確
立
す
る
﹂
そ
の
後
の
実
行
で
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
多
く
の
実
行
が
単
純
に

第
一
二
一
条
に
違
反
し
て
い
る
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
慎
重
な
検
討
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
主
だ
っ
た
国
家
実
行
を
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た

い）
₇₅
（

。
⑴ 　

日
本
に
よ
る
実
行
（
沖
ノ
鳥
島
）　　

高
潮
時
に
は
東
小
島
と
北
小
島
が
わ
ず
か
に
一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
顔

を
出
す
。
低
潮
時
は
東
西
約
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
約
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
は
約
五
平
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九

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
卓
礁
サ
ン
ゴ
で
あ
り
独
自
の
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
が
存
在
す
る
。
同
島
基
点
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
面
積
は
四
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
一
九
八
七
年
に
海
岸
法
に
基
づ
く
海
岸
保
全
区
域
に
指
定
さ
れ
、
九
三
年
ま
で
に
両
小
島
の
侵
食
・
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
に

鉄
製
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
と
外
周
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
処
理
を
行
い
（
費
用
二
八
五
億
円
）、
九
八
年
か
ら
九
九
年
に
か
け
て
東
小
島
の
上
部

に
チ
タ
ン
製
の
防
護
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
た
（
費
用
八
億
円
）。
現
在
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
に
定
期
的
に
人
が
訪
問
し
、
国
交
省

の
直
轄
管
理
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

 　

し
か
し
、
日
本
の
場
合
、
仮
に
南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
の
基
準
が
適
用
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
他
に
伊
豆
諸
島
の
南
部
、
豆
南
諸
島
の
ベ
ネ
ヨ

ー
ス
列
岩
（
三
個
の
烏
帽
子
型
の
岩
と
数
個
の
小
礁
か
ら
成
る
）、
須
美
寿
島
（
標
高
一
三
六
メ
ー
ト
ル
の
無
人
の
岩
）、
孀
婦
岩
（
標
高

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
無
人
の
岩
）
は
一
二
一
条
三
項
に
い
う
﹁
岩
﹂
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

⑵ 　

米
国
に
よ
る
実
行
（
北
西
ハ
ワ
イ
諸
島
）　　

ニ
ホ
ア
島
か
ら
ク
レ
環
礁
に
わ
た
っ
て
連
続
す
る
一
〇
島
周
辺
に
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
設
定
し
た
。

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
と
ク
レ
環
礁
だ
け
に
訓
練
を
受
け
た
軍
人
が
駐
留
し
て
い
る
。
ニ
ホ
ア
島
は
無
人
島
で
あ
り
、
ネ
ッ
カ
ー
（
モ
ク
マ
ナ

マ
ナ
）
島
に
は
植
生
が
な
い
。
ガ
ー
ド
ナ
ー
環
礁
は
二
つ
の
固
い
火
山
性
の
岩
で
植
生
は
な
い
。
ま
た
、
マ
ロ
環
礁
の
陸
地
は
北
側
二
フ

ィ
ー
ト
の
小
岩
に
す
ぎ
な
い
。
レ
イ
サ
ン
島
は
無
人
島
で
、
砂
の
島
で
あ
る
。
米
国
が
設
定
し
た
、
こ
れ
ら
の
島
を
基
点
と
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｚ

の
面
積
は
約
二
〇
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
の
ぼ
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
二
〇
〇
〇
年
に
、
一
〇
島
周
辺
に
海
洋
保
護
区
（
サ
ン
ゴ

礁
生
態
系
リ
ザ
ー
ブ
）
を
設
定
し
、
そ
の
後
二
〇
〇
六
年
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
北
西
ハ
ワ
イ
諸
島
海
洋
国
立
記
念
碑
（
後
に
、﹁
パ
パ
ハ

ナ
ウ
モ
ク
ア
ケ
ア
海
洋
国
立
記
念
碑
﹂
に
名
称
変
更
）
と
命
名
し
、
三
六
万
二
〇
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
世
界
最
大
の
海
洋
保
護
区

（
当
時
）
を
設
定
し
た）
₇₆
（

。

⑶ 　

フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
国
家
実
行
（
パ
サ
・
ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
、
ト
ロ
メ
リ
ン
島
、
ケ
ル
ゲ
レ
ン
諸
島
、
ク
ロ
ー
ゼ
群
島
、
ク
リ
ッ
パ
ー
ト

ン
島
）　　

フ
ラ
ン
ス
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
面
積
は
世
界
全
体
の
約
八
％
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の
九
割
は
海
外
領
土
に
属
す
る
。
海
外
領
土
の
無
人



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

四
二

島
の
法
的
地
位

二
〇
七
〇

島
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
フ
ラ
ン
ス
南
方
・
南
極
領
土
（Terres australes et antarctiques françaises: 

T
A

A
F

）、
イ
ン
ド
洋
に
散
在
す
る
五
つ
の
島
嶼
か
ら
構
成
さ
れ
る
散
財
諸
島
（Îles É

parses

）（
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
西
岸
の
パ
サ
・
ダ
・

イ
ン
デ
ィ
ア
、
エ
ウ
ロ
パ
、
フ
ァ
ン
・
デ
・
ノ
ヴ
ァ
、
グ
ロ
ー
リ
ュ
ー
セ
や
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
東
岸
の
ト
ロ
メ
リ
ン
島
か
ら
成
る
）
及
び
ク

リ
ッ
パ
ー
ト
ン
島
で
あ
る）
₇₇
（

。

　

 　

ケ
ル
ゲ
レ
ン
諸
島
に
は
、
定
期
的
に
科
学
者
が
訪
問
す
る
が
居
住
者
は
い
な
い
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
設
定
し
て
い
る
。

ク
ロ
ー
ゼ
諸
島
に
は
科
学
研
究
施
設
が
あ
る
の
み
だ
が
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
設
定
し
て
い
る
。
パ
サ
・
ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
は
、
天
然
資
源
、
植
生
、

軍
人
の
駐
屯
、
気
象
観
測
所
員
の
駐
在
も
な
い
ま
っ
た
く
の
無
人
島
で
、
し
か
も
高
潮
時
の
三
時
間
前
後
の
間
、
完
全
に
水
没
す
る
と
い

わ
れ
る
。
同
島
基
点
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
は
、
一
二
万
三
七
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
洋
の
無
人
島
で
あ
る
ト
ロ
メ
リ
ン

島
に
二
八
万
平
方
キ
ロ
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
太
平
洋
メ
キ
シ
コ
沖
の
無
人
島
ク
リ
ッ
パ
ー
ト
ン
島
に
も
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
設

定
し
て
い
る）
₇₈
（

。

⑷ 　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
よ
る
国
家
実
行
（
ハ
ー
ド
島
と
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
島
）　　

両
島
と
も
南
極
大
陸
の
北
方
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
あ
る
絶
海
の
無
人
島
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
島
は
同
国
最
大
の
ビ
ッ
グ
・
ベ
ン
山
（
二
七
四
五
メ
ー
ト
ル
）
が
そ
び
え
、
面
積
も
三
六
八
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
る
が
、
表
面
は
雪
と
氷
で
覆
わ
れ
、
居
住
は
困
難
で
あ
る
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
島
は
、
面
積
二
・
四
五
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
切
り
立
っ
た
岩
で
接
岸
さ
え
困
難
と
さ
れ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
一
九
七
九
年
に
両
島
の
周
囲
に
二
〇
〇
カ
イ
リ
漁
業
水
域

を
設
定
し
、
一
九
九
四
年
に
海
洋
法
条
約
批
准
に
伴
い
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
設
定
し
た）
₇₉
（

。

⑸ 　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
よ
る
国
家
実
行
（
ケ
ル
マ
デ
ィ
ッ
ク
諸
島
、
チ
ャ
タ
ム
諸
島
、
ア
ン
テ
ィ
ポ
デ
ス
諸
島
及
び
キ
ャ
ン
ベ
ル
諸
島
）

　

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
北
東
約
九
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
ケ
ル
マ
デ
ィ
ッ
ク
諸
島
は
科
学
者
が
一
〇
名
ほ
ど
滞
在
し
て
い
る
島
で

あ
る
が
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
設
定
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
島
は
、
い
ず
れ
も
無
人
島
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
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⑹ 　

英
国
に
よ
る
国
家
実
行
（
ロ
ッ
コ
ー
ル
島
）　　

英
国
は
、
海
洋
法
条
約
の
批
准
（
一
九
九
七
年
）
に
あ
た
っ
て
、﹁
英
国
の
漁
業
水
域

の
限
界
は
セ
ン
ト
ギ
ル
ダ
島
を
基
点
に
再
定
義
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ロ
ッ
コ
ー
ル
島
は
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
三
項
に

基
づ
き
有
効
な
基
点
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
﹂（
ロ
ビ
ン
・
ク
ッ
ク
外
相
（
当
時
））
と
表
明
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ

の
設
定
は
放
棄
し
た
も
の
の
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
島
周
辺
の
大
陸
棚
へ
の
主
張
を
放
棄
し
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
で
、
英
国
が
﹁
ロ
ッ
コ
ー
ル
島
は
人
間
の
居
住
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い）
₈₀
（

﹂
と
述
べ
た
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
今
回
の
仲

裁
判
決
と
は
異
な
る
実
行
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

⑺ 　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
よ
る
実
行（
ア
ベ
ス
島
）　　

一
九
九
九
年
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
改
正
憲
法
に
、連
邦
の
属
領
と
し
て
ア
ベ
ス
島
が
明
記
さ
れ
た
。

長
さ
三
七
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
砂
州
か
ら
成
る
ア
ベ
ス
島
の
周
囲
は
、
炭
化
水
素
資
源
が
豊
富
と
さ
れ
る
。
米
国
、
オ
ラ

ン
ダ
及
び
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
で
同
島
基
点
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
認
め
る
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
ア
ベ
ス
島
の
場
合
、
国
家
の
一
方
的
行
為
に
と
ど

ま
ら
ず
、条
約
に
よ
っ
て
他
国
か
ら
承
認
を
受
け
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
海
洋
法
条
約
の
当
事
国
で
は
な
い
。

⑻ 　

エ
ク
ア
ド
ル
に
よ
る
国
家
実
行
（
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
最
北
端
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
島
（
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
海
洋
保
護
区
））　　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
島
は

面
積
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
無
人
島
で
あ
る
が
、
そ
の
周
囲
に
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
と
四
〇
カ
イ
リ
の
海
洋
保
護
区
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。

⑼ 　

コ
ロ
ン
ビ
ア
に
よ
る
国
家
実
行
（
キ
タ
ニ
エ
ス
ョ
礁
）　　

キ
タ
ニ
エ
ス
ョ
礁
は
、
五
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
×
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
縦

長
の
環
礁
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
主
張
す
る
五
四
か
所
の
基
点
の
う
ち
、
一
か
所
（
Ｑ
Ｓ
32
）
の
み
が
高
潮
時
に
〇
・
七
メ
ー
ト
ル

海
面
上
に
あ
り
、
そ
の
面
積
は
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
す
で
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
二
〇
一
二
年
の
領
土
海
洋
紛
争
事
件
判
決
で
、
一

二
一
条
三
項
の
岩
と
認
定
さ
れ
て
い
る
（
二
三
八
項
）
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
設
定
の
実
行
に
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
な
お
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
は
、
海
洋
法
条
約
の
当
事
国
で
は
な
い
。
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⑽ 　

ブ
ラ
ジ
ル
に
よ
る
国
家
実
行
（
サ
ン
ペ
ド
ロ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
群
島
）　　

沖
ノ
鳥
島
同
様
に
二
〇
〇
七
年
に
延
長
大
陸
棚
が
Ｃ
Ｌ
Ｃ
Ｓ

に
よ
り
勧
告
さ
れ
た
。
同
群
島
内
の
ベ
ル
モ
ン
テ
島
は
〇
・
〇
〇
五
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
四
名
の
軍
人
・
観
測
員
が
一
五
日
交
代
で

常
駐
し
て
お
り
、
植
生
は
な
く
、
飲
料
水
も
存
在
し
な
い
。
周
辺
で
マ
グ
ロ
漁
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
一
九
九
六
年
に
全
域
で
保
護
区

が
設
定
さ
れ
た
。

⑾ 　

チ
リ
に
よ
る
国
家
実
行
（
イ
ー
ス
タ
ー
島
及
び
サ
ラ
・
イ
・
ゴ
メ
ス
島
）　　

両
島
は
、
本
土
か
ら
遠
隔
地
（
三
二
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

に
あ
る
無
人
島
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

⑿ 　

メ
キ
シ
コ
に
よ
る
国
家
実
行
（
レ
ビ
ジ
ャ
ヒ
ヘ
ド
諸
島
）　　

メ
キ
シ
コ
は
、
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
三
項
と
同
文
の
国
内
立
法
を

有
す
る
国
で
あ
る
が
、
本
土
か
ら
約
四
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
存
在
す
る
レ
ジ
ャ
ヒ
ヘ
ド
諸
島
（
ソ
コ
ロ
島
と
ク
ラ
リ
オ
ン
島
を
除

く
と
、
無
人
島
で
あ
る
）
を
は
じ
め
と
す
る
離
島
の
周
辺
に
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
設
定
し
て
い
る）
₈₁
（

。

⒀ 　

フ
ィ
ジ
ー
に
よ
る
国
家
実
行
（
セ
バ
イ
ラ
礁
）　　

一
九
八
一
年
は
、
フ
ィ
ジ
ー
群
島
か
ら
二
三
〇
カ
イ
リ
離
れ
た
、
高
潮
時
に
は
そ

の
表
面
が
波
に
洗
わ
れ
る
セ
バ
イ
ラ
（C

eva-i-R
a

（T
heva-i-R

a

））
礁
と
い
う
無
人
島
に
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
設
定
し
た）
₈₂
（

。

⒁　

中
国
に
よ
る
国
家
実
行
（
両
兄
弟
島
）　　

両
兄
弟
島
は
、
上
海
沖
の
無
人
の
岩
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
基
点
と
な
っ
て
い
る
。

⒂ 　

ロ
シ
ア
に
よ
る
国
家
実
行
（
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
島
）　　

ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
島
は
、
ロ
シ
ア
の
東
シ
ベ
リ
ア
海
に
浮
か
ぶ
デ
ロ
ン
グ
諸
島
の

一
部
で
あ
り
、
四
〇
％
が
氷
河
で
覆
わ
れ
て
い
る
無
人
島
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
島
も
万
年
雪
と
氷
河
が
覆
っ
て
い
る
島
で
、
発

見
時
は
ア
メ
リ
カ
領
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
ロ
シ
ア
が
実
効
支
配
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
、
こ
れ
ら
の
島
の
周
辺
に
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
設
定
し

て
い
る
。

⒃ 　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
よ
る
国
家
実
行
（
ヤ
ン
・
マ
イ
エ
ン
島
）　　

ヤ
ン
・
マ
イ
エ
ン
島
に
は
、
現
在
、
民
間
人
は
お
ら
ず
、
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ

の
地
上
局
を
運
用
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
空
軍
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
気
象
観
測
要
員
が
駐
在
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
今
回
の
南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
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の
基
準
を
適
用
す
れ
ば
、
第
一
二
一
条
三
項
の
﹁
岩
﹂
と
な
る
が
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
ヤ
ン
・
マ
イ
エ
ン
島
の
間
の
大
陸
棚
に
関
す
る
調

停
委
員
会
（
海
洋
法
条
約
の
起
草
に
深
く
関
わ
っ
た
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
氏
（E

lliot R
ichardson

）、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
（H

ans 

A
nderson

）
及
び
エ
ベ
ン
セ
ン
氏
（Jens E

vensen

）
か
ら
成
る
委
員
会
）
は
ヤ
ン
・
マ
イ
エ
ン
島
を
﹁
完
全
な
権
原
を
有
す
る
島
（fully 

entitled island

）﹂
と
認
定
し
て
い
る
。

　

 　

ヤ
ン
・
マ
イ
エ
ン
島
は
、
二
二
七
七
メ
ー
ト
ル
の
ベ
ー
レ
ン
ベ
ル
山
を
擁
し
、
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
る
火
山
島
で
あ
る
。
注
意
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
調
停
委
員
会
は
、
第
一
二
一
条
三
項
の
解
釈
に
よ
っ
て
﹁
完
全
な
権
原
を
有
す
る
島
﹂
と
認
定
し
た
わ
け
で

は
な
い
。
調
停
委
員
会
は
、
一
九
八
〇
年
八
月
二
七
日
の
海
洋
法
条
約
草
案
第
一
二
一
条
に
つ
い
て
、﹁
調
停
委
員
会
の
意
見
で
は
、
本

条
文
は
こ
の
主
題
に
関
す
る
国
際
法
の
現
在
の
地
位
を
反
映
し
て
い
る
﹂
と
述
べ
た
上
で
、﹁
ヤ
ン
・
マ
イ
エ
ン
島
は
島
と
考
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、第
一
二
一
条
一
項
と
二
項
が
本
島
に
適
用
さ
れ
る）
₈₃
（

﹂
と
述
べ
、三
項
の
議
論
に
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。

分
離
説
を
採
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
島
の
大
き
さ
（
三
七
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
も
手
伝
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が）
₈₄
（

、
起
草
時
に

お
い
て
、
結
合
説
に
基
づ
く
第
一
二
一
条
三
項
の
制
限
規
定
と
し
て
の
性
格
が
ど
れ
ほ
ど
各
国
に
共
有
さ
れ
て
い
た
か
を
疑
わ
し
め
る
の

に
十
分
な
事
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
海
洋
境
界
画
定
事
件
に
お
け
る
﹁
島
﹂
の
法
的
地
位
の
問
題
で
は
、
仲
裁
判
決
と
異
な
る
判

断
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

⒄ 　

イ
エ
メ
ン
に
よ
る
国
家
実
行
（
ジ
ャ
バ
ル
・
ア
ル
テ
ア
（Jabal al-T

ayr

）
島
）
ジ
ャ
バ
ル
・
ア
ル
テ
ア
島
は
、
灯
台
の
み
が
あ
る
、

不
毛
で
荒
れ
果
て
た
三
・
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
島
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
の
エ
リ
ト
リ
ア
・
イ
エ
メ
ン
仲
裁
裁
判
は
、
島
、
小
島
及

び
岩
を
区
別
し
な
が
ら
、
同
島
は
一
貫
し
て
島
と
し
て
扱
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
国
家
実
行
を
み
る
と
、
奥
脇
直
也
教
授
の
い
う
、﹁
海
洋
法
条
約
の
島
の
制
度
の
よ
う
に
、
島
と
岩
と
の
区
別
が
明
確
な
仕
切
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四

り
線
を
定
義
し
な
い
ま
ま
に
導
入
さ
れ
た
場
合
、
海
洋
法
条
約
は
島
か
岩
か
の
決
定
を
領
有
国
の
裁
量
に
委
ね
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
﹂
と
の
見
解
を
実
証
す
る
か
の
よ
う
に
、
南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
が
示
し
た
第
一
二
一
条
三
項
の
解
釈
と
異
な
る
国
家
実
行
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
引
用
し
た
ス
ー
ン
ズ
教
授
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
第
一
二
一
条
三
項
を
明
確
に
す
る
任
務
を
引
き
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
の
判
例
法
と
国
家
実
行
は
、
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
六
九
年
の
北
海
大
陸
棚
事
件
判
決
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ

は
、
条
約
成
立
後
に
慣
習
国
際
法
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、﹁
自
国
の
利
益
が
特
に
影
響
を
受
け
る
諸
国
を
含
め
、
そ
の
条
約
に
対
す

る
非
常
に
広
範
か
つ
代
表
的
な
参
加
が
あ
れ
ば
そ
れ
自
体
で
十
分
で
あ
る）
₈₅
（

﹂
と
判
示
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
諸
国
の
実
行
を
み
る
限
り
、

少
な
く
と
も
第
一
二
一
条
三
項
に
関
す
る
限
り
、
そ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
海
洋
法
条
約
の
批
准
・
加
入
に
あ
た
っ

て
、
こ
れ
ら
の
諸
国
が
自
ら
の
実
行
を
修
正
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ィ
ー
ル
と
し
て
採
択
さ
れ
た
海
洋
法
条
約
の
第

一
二
一
条
の
規
範
内
容
の
確
定
性
が
低
く
、
各
国
は
自
ら
の
国
益
に
か
な
う
よ
う
に
解
釈
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
た
こ
と
を
証
明
し
て
い

る
。

　

先
に
述
べ
た
国
家
実
行
を
行
う
国
が
、
仲
裁
判
決
が
示
し
た
基
準
に
従
っ
て
、
自
ら
の
高
潮
地
形
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
や
大
陸
棚
を
簡
単
に
放
棄
す

る
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
各
国
の
赤
裸
々
な
国
家
利
益
を
反
映
す
る
問
題
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ロ
ッ
コ
ー
ル
島
の

英
国
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
英
国
が
同
島
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
設
定
を
放
棄
し
た
と
し
て
も
、
大
陸
棚
の
権
原
主
張
を
放
棄
し
て
い
な
い
こ
と

を
考
え
る
と
、
仲
裁
判
決
を
支
え
る
国
家
実
行
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
仲
裁
判
決
の
解
釈
が
ど
こ
ま
で
各
国
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
﹁
権
威
性
﹂
を
も
つ
か
は
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。
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６　

お
わ
り
に
―
―
沖
ノ
鳥
島
問
題
を
念
頭
に
―
―

　

今
回
の
仲
裁
判
決
が
示
し
た
第
一
二
一
条
の
解
釈
基
準
が
た
だ
ち
に
一
般
的
に
適
用
さ
れ
る
解
釈
基
準
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
先
例
と
し
て
の
権
威
は
そ
の
判
決
の
説
得
力
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
が
示
し
た
第
一
二
一
条
の
解
釈
が
今
後

定
着
す
る
か
ど
う
か
は
、
国
の
実
行
を
通
じ
て
説
得
力
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る）
₈₆
（

。
し
か
し
、
今
回
の
南
シ

ナ
海
仲
裁
判
決
が
示
し
た
第
一
二
一
条
三
項
の
﹁
人
間
の
居
住
﹂
や
﹁
独
自
の
経
済
的
生
活
﹂
の
解
釈
基
準
は
、
諸
国
の
実
行
と
大
き
く
か

け
離
れ
て
い
る
。今
回
の
判
決
が
た
だ
ち
に
そ
う
し
た
諸
国
の
実
行
に
変
更
を
迫
る
権
威
性
を
獲
得
で
き
る
か
ど
う
か
ま
だ
明
確
で
は
な
い
。

　

実
際
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ロ
シ
ア
が
訴
訟
当
事
国
と
な
っ
た
、
国
際
海
洋
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
）
の
ヴ
ォ
ル
ガ
号
事
件
（
二
〇
〇

二
年
）
に
お
い
て
、
ヴ
カ
ス
（B

udislav V
ukas

）
判
事
は
、
そ
の
宣
言
に
お
い
て
、﹁
結
合
説
﹂
に
基
づ
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ハ
ー

ド
島
と
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
島
の
両
島
は
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
設
定
が
で
き
な
い
と
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
両
島
に
は
﹁
永
続
的
な
居
住
者
﹂
が
お
ら

ず
、﹁
沿
岸
漁
業
共
同
体
﹂
も
存
在
せ
ず
、
経
済
的
な
利
益
や
関
心
が
存
在
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
（
六
項
））
₈₇
（

。
つ
ま
り
、
今
回
の
仲
裁
判

決
と
同
様
の
解
釈
基
準
を
採
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
こ
の
判
決
後
、
二
〇
〇
三
年
に
豪
仏
両
国
の
関
係
島
嶼
の
Ｅ

Ｅ
Ｚ
を
再
確
認
し
、
二
〇
〇
七
年
に
は
漁
業
監
視
協
力
を
定
め
る
﹁
フ
ラ
ン
ス
南
方
・
南
極
領
土
（
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｆ
）、
ハ
ー
ド
島
及
び
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
島
に
接
続
す
る
海
域
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
条
約）
₈₈
（

﹂
を
締
結
し
、
漁
業
管
理
を
強
化
さ
せ
て
い
る
。
ヴ
カ
ス
判
事
の
考
え
を
全
面

的
に
否
定
す
る
国
家
実
行
（
一
方
的
行
為
で
は
な
く
、
双
方
合
意
た
る
条
約
の
締
結
）
を
行
っ
て
い
る
。
二
个
国
間
と
は
い
え
、
少
な
く
と

も
第
一
二
一
条
の
解
釈
に
関
す
る
﹁
当
事
国
の
合
意
﹂
を
示
す
﹁
条
約
の
適
用
に
つ
き
後
に
生
じ
た
慣
行
﹂
が
こ
こ
に
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
、
今
回
の
仲
裁
判
決
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
条
約
法
条
約
第
三
一
条
三
項
⒝
の
﹁
条
約
の
適
用
に

つ
き
後
に
生
じ
た
慣
行
で
あ
っ
て
、
条
約
の
解
釈
に
つ
い
て
の
当
事
国
の
合
意
を
確
立
す
る
も
の
﹂
に
つ
き
、﹁
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
判
例
、
と
り
わ
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け
武
力
紛
争
に
お
け
る
国
に
よ
る
核
兵
器
使
用
の
合
法
性
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
や
カ
シ
キ
リ
／
セ
ド
ゥ
ド
ゥ
島
事
件
を
精
査
す
る
と
、
裁

判
所
が
国
家
実
行
に
よ
る
解
釈
に
関
す
る
合
意
を
承
認
す
る
た
め
に
設
定
し
て
い
る
敷
居
は
か
な
り
高
い）
₈₉
（

﹂（
五
五
二
項
）
と
述
べ
、
こ
う

し
た
動
き
を
牽
制
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
回
の
仲
裁
判
決
と
異
な
る
多
く
の
国
家
実
行
を
念
頭
に
、﹁
裁
判
所
は
、
裁
判
所
の
解
釈
と
は

異
な
る
第
一
二
一
条
三
項
の
解
釈
に
関
す
る
国
家
実
行
に
基
づ
く
合
意
の
証
拠
は
存
在
し
な
い
と
の
結
論
に
至
る）
₉₀
（

﹂（
五
五
三
項
）
と
判
示

し
て
い
る）
₉₁
（

。
今
回
の
判
決
に
よ
り
、
判
決
と
異
な
る
実
行
を
行
っ
て
い
る
国
に
、
直
ち
に
政
策
の
変
更
が
生
じ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
諸

国
の
今
後
の
対
応
を
慎
重
に
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

　

た
し
か
に
、
第
一
二
一
条
三
項
で
は
、﹁
人
間
の
居
住
又
は
独
自
の
経
済
的
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
岩
は
、
排
他
的
経
済
水

域
又
は
大
陸
棚
を
有
し
な
い
﹂
と
規
定
す
る
が
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
が
海
洋
法
条
約
で
創
設
さ
れ
た
法
概
念
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
陸
棚
は
一
九
五
八

年
の
大
陸
棚
条
約
で
創
設
さ
れ
た
法
概
念
で
あ
り
、
後
者
は
諸
国
の
一
貫
し
た
慣
行
と
法
的
信
念
に
よ
り
早
い
段
階
か
ら
慣
習
法
性
を
獲
得

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
よ
り
一
九
六
九
年
の
北
海
大
陸
棚
事
件
判
決
で
承
認
さ
れ
て
い
た）
₉₂
（

。
す
で
に
慣
習
法
と
し
て
大
陸
棚
に
関

し
て
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
を
獲
得
し
て
い
た
海
洋
地
形
が
、
海
洋
法
条
約
を
批
准
し
た
途
端
に
、
第
一
二
一
条
三
項
の
﹁
人
間
の
居
住
﹂

又
は
﹁
独
自
の
経
済
的
生
活
﹂
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
し
て
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
と
と
も
に
大
陸
棚
に
対
す
る
主
権
的
権
利
を
失
う
と
考
え
る

こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
英
国
は
、
海
洋
法
条
約
の
批
准
（
一
九
九
七
年
）
に
あ
た
っ
て
、﹁
英
国
の
漁
業
水
域

の
限
界
は
セ
ン
ト
ギ
ル
ダ
島
を
基
点
に
再
定
義
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ロ
ッ
コ
ー
ル
島
は
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
三
項
に
基

づ
き
有
効
な
基
点
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
﹂
と
表
明
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
設
定
の
基
点
と
し
て
は
放
棄
し
た
も
の

の
、﹁
漁
業
水
域
の
改
正
は
、
ロ
ッ
コ
ー
ル
島
西
岸
の
わ
れ
わ
れ
の
大
陸
棚
に
何
ら
の
効
果
も
有
し
な
い）
₉₃
（

﹂
と
述
べ
て
、
同
島
の
大
陸
棚
へ

の
主
権
的
権
利
の
主
張
を
放
棄
し
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
か
つ
て
奥
脇
直
也
教
授
は
、
同
席
し
た
研
究

会
に
お
い
て
、﹁
わ
が
国
が
沖
ノ
鳥
島
を
含
め
て
そ
の
周
辺
の
大
陸
棚
に
対
す
る
権
原
を
取
得
し
ま
た
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
暫
定
水
域
を
設
定
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し
た
の
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
が
発
効
す
る
以
前
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
に
、
そ
も
そ
も
海
洋
法
条
約
の
島
の
制
度
の
規
定
に
よ
っ
て
そ

の
効
果
を
再
評
価
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
程
に
強
い
合
意
が
一
二
一
条
三
項
に
つ
い
て
存
在
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
﹂
と
述

べ
て
い
た
が
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
大
陸
棚
に
つ
い
て
は
そ
う
し
た
再
評
価
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
英
国
の
実
行
は
示

し
て
い
る
。

　

南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
が
今
回
示
し
た
第
一
二
一
条
三
項
の
解
釈
基
準
は
、
適
用
に
あ
た
っ
て
い
く
つ
か
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
。
た
と
え

ば
﹁
人
間
の
居
住
﹂
に
関
し
て
い
え
ば
、
ど
れ
ほ
ど
の
人
口
が
、
ま
た
ど
れ
ほ
ど
の
居
住
期
間
で
あ
れ
ば
、
判
決
の
い
う
﹁
人
間
の
居
住
﹂

の
要
件
を
満
た
す
の
か
明
ら
か
で
は
な
い）
₉₄
（

。
判
決
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、﹁
人
間
の
居
住
﹂
の
要
件
を
満
た
す
た
め
の
﹁
安
定
し
た
共
同

体
の
存
在
﹂（
五
四
二
項
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
﹁
安
定
し
た
共
同
体
﹂
と
い
う
概
念
は
、
捉
え
が
た
い
概
念
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
﹁
安

定
し
た
共
同
体
﹂
で
あ
る
た
め
に
は
、
何
人
の
居
住
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
バ
ン
ダ
イ
ク
教
授
は
、
あ
る
論
文
で
、
常
識
的
に
五
人
で
は

足
り
な
い
が
、
五
〇
人
な
ら
十
分
な
規
模
で
あ
る
と
述
べ
た）
₉₅
（

。
そ
れ
で
は
、
五
〇
人
を
下
回
れ
ば
﹁
安
定
し
た
﹂
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
は
た
し
て
そ
の
よ
う
な
線
引
き
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
二
一
条
の
起
草
過
程
に
お
い
て
、
島
の
大
き
さ
で
Ｅ
Ｅ
Ｚ
及
び
大
陸
棚

を
有
す
る
基
準
を
設
け
よ
う
と
の
試
み
が
あ
っ
た
が
、
こ
と
ご
と
く
退
け
ら
れ
た
。
人
口
に
つ
い
て
は
可
能
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
し

か
に
、
判
決
が
述
べ
る
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
﹁
事
例
ご
と
に
﹂（
五
四
六
項
）
判
断
す
る
し
か
な
い
事
項
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
判
断
基
準
が

必
ず
し
も
明
確
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
判
決
は
、
太
平
島
に
軍
人
や
他
の
政
府
職
員
が
駐
留
し
て
い
る
事
実
に
対
し
て
、﹁
い
ず
れ
か
の
沿
岸
国
に
よ
る
南
沙
諸
島
の
地

形
に
お
い
て
現
在
軍
人
又
は
他
の
政
府
職
員
が
駐
留
し
て
い
る
こ
と
は
、
第
一
二
一
条
三
項
の
適
用
上
﹃
人
間
の
居
住
﹄
を
構
成
す
る
の
に

十
分
で
は
な
い
と
考
え
る
。
⋮
彼
ら
が
み
ず
か
ら
の
意
思
（their ow

n volition
）
で
居
住
を
選
択
し
た
何
ら
の
証
拠
も
な
い
し
、
そ
の
存

在
の
公
務
上
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
そ
こ
に
留
ま
る
こ
と
を
期
待
で
き
な
い）
₉₆
（

﹂
と
述
べ
て
い
る
。
判
決
が
述
べ
る
よ
う
に
、﹁
み
ず
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か
ら
の
意
思
で
居
住
す
る
﹂
と
の
要
件
が
、
そ
も
そ
も
﹁
人
間
の
居
住
﹂
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。﹁
人
間
の
事
実
と
し
て

の
居
住
﹂
で
は
足
り
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
気
象
観
測
要
員
な
ど
の
駐
留
は
、
気
象
観
測
上
の
必
要
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
恒

久
的
な
駐
留
が
期
待
さ
れ
る
が
、
人
員
の
交
代
は
﹁
人
間
の
居
住
﹂
に
当
た
ら
な
い
と
の
解
釈
は
ど
こ
ま
で
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
つ

て
バ
ン
ダ
イ
ク
（John M

. V
an D

yke

）
教
授
が
、
あ
る
論
文
の
中
で
、﹁
安
定
し
た
共
同
体
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
島
の
み
が
Ｅ
Ｅ

Ｚ
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
、
島
に
対
す
る
貢
献
の
意
思
（com

m
itm

ent

）
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る）
₉₇
（

﹂
旨
を
論
じ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
は
た
し
て
そ
の
よ
う
な
貢
献
の
意
思
が
気
象
観
測
要
員
な
ど
の
科
学
者
や
軍
人
に
は
な
い
と
言
い
切
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、﹁
人

間
の
居
住
﹂
要
件
と
し
て
、
安
定
的
な
共
同
体
の
存
在
の
み
な
ら
ず
、
海
洋
地
形
が
そ
の
﹁
住
処
（hom

e

）﹂
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
要
求

す
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、﹁
一
過
性
で
は
な
い
﹂
と
い
う
以
外
の
﹁
住
処
（“hom

e”

）﹂
の
要
件
は
何
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
の
か
も

必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
判
決
が
示
し
た
こ
う
し
た
基
準
の
不
十
分
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
議
論
を
惹
起
す
る
可
能
性
が
高
い
。
こ

う
し
た
こ
と
一
つ
と
っ
て
も
、
判
決
が
は
た
し
て
先
例
と
し
て
の
権
威
性
を
獲
得
で
き
る
か
疑
問
な
し
と
し
な
い
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
仲
裁
判
決
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
仲
裁
判
決
そ
れ
自
体
が
海
洋
法
条
約
附
属
書
Ⅶ
に
基
づ
く
仲
裁
判
決
の
﹁
判
例
変
更
﹂

の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
管
轄
権
判
決
段
階
で
、
中
国
は
、
そ
の
﹁
立
場
声
明
﹂
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る

二
〇
〇
二
年
の
行
動
宣
言
（
Ｄ
Ｏ
Ｃ
））
₉₈
（

で
﹁
直
接
に
関
係
国
が
友
好
的
協
議
及
び
交
渉
を
通
じ
て
、
平
和
的
手
段
で
領
域
紛
争
及
び
管
轄
権

紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
を
約
束
﹂
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
一
方
的
に
中
国
を
訴
え
た
の
は
Ｄ
Ｏ
Ｃ
に
違
反
す
る
と
主

張
し
た）
₉₉
（

。

　

そ
の
際
、
比
中
の
間
で
、
第
二
八
一
条
一
項
の
﹁
こ
の
条
約
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
す
る
紛
争
の
当
事
者
で
あ
る
締
約
国
が
、
当
該
締
約

国
が
選
択
す
る
平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
紛
争
の
解
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
部
に
定
め
る
手
続
は
、
当
該
紛

争
の
当
事
者
間
の
合
意
が
他
の
手
続
の
可
能
性
を
排
除
し
て
い
な
い
と
き
に
限
り
適
用
さ
れ
る
﹂
の
解
釈
に
つ
い
て
争
い
が
生
じ
た
。
中
国
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は
、
Ｄ
Ｏ
Ｃ
は
海
洋
法
条
約
第
二
八
一
条
に
い
う
﹁
合
意
﹂
で
あ
る
と
﹁
立
場
声
明
﹂
で
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、

﹁
第
一
に
、
Ｄ
Ｏ
Ｃ
は
拘
束
力
を
有
す
る
合
意
で
は
な
く
、
非
拘
束
的
な
政
治
文
書
で
あ
る
。
第
二
に
、
第
二
八
一
条
で
は
協
議
及
び
交
渉

を
永
遠
に
行
う
こ
と
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
第
三
に
、（
拘
束
力
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
）
Ｄ
Ｏ
Ｃ
は
第
一
五
部
二
節
の
紛
争
解
決
手

続
を
明
示
に
排
除
し
て
い
な
い
。
第
四
に
、
中
国
は
（
Ｄ
Ｏ
Ｃ
を
無
視
す
る
）
自
身
の
行
為
に
つ
い
て
Ｄ
Ｏ
Ｃ
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
）
１００
（

﹂
と
主
張
し
た
。

　

仲
裁
判
決
は
、﹁
Ｄ
Ｏ
Ｃ
は
﹃
再
確
認
す
る
﹄（reconfirm

）
と
い
う
文
言
を
多
用
し
て
お
り
、
締
結
状
況
や
当
事
国
の
後
の
慣
行
か
ら

見
て
も
、
紛
争
解
決
に
関
し
て
法
的
拘
束
力
の
あ
る
合
意
を
作
る
意
思
は
当
事
国
に
は
な
か
っ
た
﹂
と
し
た
上
で
、﹁﹃
当
事
者
間
の
合
意
に

よ
る
他
の
手
続
の
排
除
﹄
に
つ
い
て
、
第
二
八
一
条
は
明
示
的
な
排
除
を
要
求
し
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｏ
Ｃ
は
条
約
第
一
五
部
へ
の
紛
争
付
託
を

明
示
的
・
黙
示
的
に
排
除
し
て
い
な
い
。
以
上
に
よ
り
、
第
二
八
一
条
に
関
し
て
Ｄ
Ｏ
Ｃ
は
裁
判
所
の
管
轄
権
を
阻
害
し
な
い）
１０１
（

﹂
と
判
示
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
は
、
他
の
手
続
の
排
除
に
あ
た
っ
て
は
﹁
明
示
の
排
除
（“express exclusion”

）﹂
が
必
要
と

の
立
場
を
採
用
し
た
。

　

し
か
し
、
仲
裁
判
決
が
採
用
し
た
、﹁
裁
判
所
は
、
よ
り
よ
い
見
解
は
、
第
二
八
一
条
は
さ
ら
な
る
手
続
の
排
除
に
つ
き
明
示
の
表
明
を

要
す
る
と
考
え
る）
１０２
（

﹂（
二
二
三
項
）
と
の
判
示
部
分
は
、
同
じ
く
海
洋
法
条
約
附
属
書
Ⅶ
に
基
づ
く
み
な
み
ま
ぐ
ろ
事
件
（
豪
州
・
Ｎ
Ｚ
対

日
本
）
仲
裁
判
決
（
二
〇
〇
〇
年
）
の
﹁
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
の
見
解
で
は
、
第
一
六
条
（
筆
者
注
：
み
な
み
ま
ぐ
ろ
保
存
条
約

の
紛
争
解
決
条
項
）に
お
け
る
手
続
の
明
示
の
排
除
が
な
い
こ
と
は
決
定
的
で
は
な
い
﹂（
五
七
項
）の
判
例
と
異
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

み
な
み
ま
ぐ
ろ
事
件
判
決
は
、﹁
他
の
紛
争
手
続
の
黙
示
の
排
除
で
第
二
八
一
条
に
と
っ
て
十
分
で
あ
る
﹂
と
の
立
場
で
あ
っ
た
が
、
今
回

の
判
決
は
、﹁
排
除
に
つ
き
明
示
の
表
明
﹂
が
必
要
と
判
例
変
更
し
て
い
る）
１０３
（

。
つ
ま
り
、
第
二
八
一
条
該
当
性
の
判
断
に
つ
い
て
、
仲
裁
裁

判
同
士
で
異
な
る
判
決
が
出
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
島
の
法
的
地
位
に
関
す
る
第
一
二
一
条
の
解
釈
基
準
に
つ
き
、
今
後
の
仲
裁
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判
決
で
判
例
変
更
の
可
能
性
が
排
除
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
、今
回
の
南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
自
身
が
認
め
て
い
る
と
の
結
論
に
導
く
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
は
、
沖
ノ
鳥
島
の
大
陸
棚
延
長
に
対
す
る
中
韓
の
抗
議
を
受
け
て
、
沖
ノ
鳥
島
は
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
三

項
に
い
う
﹃
岩
﹄
で
あ
る
と
す
る
中
韓
の
口
上
書
は
、
両
国
が
と
る
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
の
解
釈
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
大
陸
棚
限

界
委
員
会
は
、
延
伸
の
条
件
を
定
め
た
海
洋
法
条
約
第
七
六
条
以
外
の
海
洋
法
条
約
の
規
定
に
つ
い
て
解
釈
を
行
う
権
限
を
持
た
ず
、
し
た

が
っ
て
勧
告
作
成
に
あ
た
っ
て
こ
れ
ら
の
口
上
書
を
考
慮
に
入
れ
な
い
よ
う
に
大
陸
棚
限
界
委
員
会
に
対
し
て
要
請
し
た）
１０４
（

。
つ
ま
り
、
こ
の

日
本
の
口
上
書
の
論
理
的
帰
結
は
、
大
陸
棚
の
延
長
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
沖
ノ
鳥
島
は
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
三
項
の
﹁
岩
﹂
で

は
な
い
と
主
張
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
延
長
大
陸
棚
が
認
め
ら
れ
た
沖
ノ
鳥
島
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
法
的
地
位
を
争
う
余
地
が
残
さ
れ
て

い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

他
方
、
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
﹁
法
の
支
配
﹂
を
主
張
す
る
日
本
の
立
場
か
ら
す
る
と
、﹁
九
段
線
﹂
の
国
際
法
上
の
無
効
を
認
定
す
る
仲

裁
判
決
の
妥
当
性
自
体
を
否
定
す
る
の
は
得
策
で
は
な
い）
１０５
（

。
南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
の
権
威
性
を
否
定
す
る
よ
う
な
言
動
は
、﹁
当
分
の
間
﹂、

日
本
に
対
し
、少
な
く
と
も
他
の
国
か
ら
沖
ノ
鳥
島
の
法
的
地
位
を
争
う
主
張
が
提
起
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

沖
ノ
鳥
島
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
や
大
陸
棚
を
失
う
こ
と
は
日
本
の
重
要
な
国
益
喪
失
に
な
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
判
決
の
沖
ノ
鳥
島
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
す
る
努
力
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

仮
に
他
の
国
が
海
洋
法
条
約
附
属
書
Ⅶ
に
基
づ
く
仲
裁
裁
判
に
訴
え
る
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
、
海
洋
法
条
約
上
の
海
洋
地
形
の
法
的
地

位
の
確
認
の
訴
え
に
関
し
て
、﹁
訴
え
の
利
益
﹂
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
海
洋
地
形
の
権
原
の
問
題
は
深

海
底
及
び
公
海
の
広
さ
の
決
定
と
直
結
す
る
の
で
、
諸
国
の
共
通
利
益
に
関
わ
る
問
題
だ
と
し
て
、obligation erga

 om
n

es p
a

rtes

の

概
念
に
よ
り
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、﹁
引
き
渡
す
か
訴
追
す
る
か
の
義
務
に

関
す
る
問
題
事
件
﹂（
ベ
ル
ギ
ー
対
セ
ネ
ガ
ル
）
判
決
（
二
〇
一
二
年
）
で
、﹁
条
約
の
締
約
国
は
、
そ
の
共
有
さ
れ
た
価
値
を
考
慮
し
、
拷
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問
が
防
止
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
共
通
の
利
益
を
有
し
て
い
る
。
⋮
当
該
共
通
の
利
益
と
は
、
い
か
な
る
締
約
国
も
他
の
す
べ
て
の
締
約

国
に
対
し
て
当
該
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
べ
て
の
締
約
国
は
、
追
求
さ
れ
る
権
利
の
保
護
に
﹃
法
的
利
益
を
有
し
て
い

る
﹄（
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
会
社
事
件
（
ベ
ル
ギ
ー
対
ス
ペ
イ
ン
）
第
二
段
階
判
決
、I.C

.J. R
ep

orts 1979, p.32, para.33

）。

こ
れ
ら
の
義
務
は
、obligation erga

 on
es p

a
rtes

と
定
義
し
う
る）
１０６
（

﹂
と
判
示
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
海
洋
法
条
約
の
締
約
国
で
あ

れ
ば
、
ど
の
国
も
﹁
訴
え
の
利
益
﹂
を
も
つ
と
法
律
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
沖
ノ
鳥
島
が
﹁
完
全
な
権
原

を
有
す
る
島
﹂
か
、
第
一
二
一
条
三
項
に
い
う
﹁
岩
﹂
か
、
と
い
う
完
全
な
客
観
訴
訟
が
受
理
可
能
か
と
い
え
ば
否
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い）
１０７
（

。
仮
に
こ
う
し
た
訴
訟
が
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
条
約
に
よ
る
第
一
次
的
解
釈
権
は
締
約
国
に
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
日
本
と
同

様
の
国
家
実
行
を
行
っ
て
い
る
国
の
実
践
が
等
し
く
訴
訟
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
附
属
書
Ⅶ
に
基
づ
く
仲
裁
裁
判
も

司
法
機
関
で
あ
り
、
そ
う
し
た
客
観
訴
訟
を
引
き
受
け
る
司
法
運
営
は
考
え
難
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
核
軍
備
競
争
の
停
止
及
び
核
軍
縮
に

関
す
る
交
渉
義
務
事
件
で
は
、
原
告
で
あ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
は
被
告
で
あ
る
英
国
が
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
第
六
条
と
慣
習
国
際
法

に
基
づ
く
核
軍
縮
に
関
す
る
誠
実
交
渉
義
務
の
不
履
行
確
認
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、先
決
的
抗
弁
に
関
す
る
管
轄
権
判
決（
二

〇
一
六
年
）
で
、﹁
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
た
問
題
に
関
し
て
、
当
事
国
が
﹃
明
ら
か
に
対
立
す
る
見
解
（clearly opposite view

s

）
を
有

す
る
﹄
こ
と
が
証
拠
に
よ
っ
て
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⋮
紛
争
が
存
在
す
る
の
は
、
証
拠
に
基
づ
き
、
自
ら
の
見
解
が
原
告
に
よ
っ

て
﹃
明
確
に
反
対
さ
れ
て
い
る
（positively opposed

）﹄
こ
と
を
被
告
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
（w

as aw
are

）、
あ
る
い
は
認
識
し
て
い

な
か
っ
た
は
ず
が
な
い
（could not have been unaw

are

）
こ
と
が
示
さ
れ
る
場
合
で
あ
る）
１０８
（

﹂
と
述
べ
て
、
紛
争
認
識
が
な
い
こ
と
か

ら
紛
争
が
存
在
し
な
い
と
し
て
、
管
轄
権
を
否
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
紛
争
認
識
要
件
が
少
な
く
と
も
必
要
で
あ
る
と
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
判
例
か

ら
す
れ
ば
、
沖
ノ
鳥
島
に
つ
い
て
、
中
韓
を
除
く
国
が
日
本
を
訴
え
、
受
理
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
が
設

定
し
た
沖
ノ
鳥
島
周
辺
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
に
お
い
て
、
許
可
な
く
漁
業
を
行
っ
た
漁
船
を
海
上
保
安
庁
が
拿
捕
す
る
事
例
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
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当
該
漁
船
の
旗
国
が
沖
ノ
鳥
島
は
第
一
二
一
条
三
項
に
い
う
﹁
岩
﹂
で
あ
り
、
日
本
の
行
為
は
国
際
法
上
認
め
ら
れ
な
い
と
の
具
体
的
紛
争

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
今
回
の
仲
裁
判
決
の
第
一
二
一
条
の
解
釈
基
準
が
採
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
従
来
以

上
に
こ
う
し
た
事
案
に
対
し
て
は
日
本
と
し
て
慎
重
な
態
度
が
望
ま
れ
る
。

　

た
し
か
に
、
諸
国
の
実
行
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
明
ら
か
に
第
一
二
一
条
三
項
の
﹁
岩
﹂
の
範
疇
に
入
る
場
合
で
さ
え
、
高
潮
地
形
に

Ｅ
Ｅ
Ｚ
又
は
大
陸
棚
を
帰
属
さ
せ
て
お
り
、
諸
国
の
実
行
が
同
項
の
意
味
を
明
確
に
し
な
い
現
状
に
あ
っ
て
、
今
回
の
仲
裁
判
決
が
法
的
影

響
力
を
有
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
仲
裁
判
決
が
今
回
示
し
た
解
釈
基
準
が
、
沿
岸
国
が
取
る
に
足
ら
な
い
高
潮
地
形
に
よ

っ
て
さ
も
な
け
れ
ば
公
海
で
あ
る
か
又
は
人
類
の
共
同
財
産
と
な
る
海
域
を
侵
食
す
る
よ
う
な
過
度
の
海
洋
権
益
の
主
張
を
防
ぐ
役
割
を
果

た
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る）
１０９
（

。

　

し
か
し
、
濵
本
正
太
郎
教
授
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、﹁
今
回
示
さ
れ
た
基
準
を
単
純
に
当
て
は
め
る
と
、
沖
ノ
鳥
島
は
も
ち
ろ
ん
、
竹
島
・

南
鳥
島
・
西
之
島
も
一
二
一
条
三
項
の
意
味
で
の
岩
と
な
り
、
尖
閣
諸
島
も
そ
う
で
あ
る
可
能
性
さ
え
あ
る）
１１０
（

﹂。
こ
う
し
た
事
態
を
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
仲
裁
判
決
に
お
い
て
、
沖
ノ
鳥
島
の
問
題
に
言
及
が
な
さ
れ
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
は

あ
る
が
、
日
本
と
同
様
の
態
度
を
と
っ
て
い
る
国
々
、
と
り
わ
け
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
な
ど
は
判
決
が
示
し
た
解
釈
基
準

を
無
視
す
る
と
思
わ
れ）
１１１
（

、
そ
う
し
た
国
々
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
対
処
す
べ
き
事
案
で
あ
る
。
他
の
裁
判
所
が
、
第
一
二
一
条
三
項
に
つ
き

今
回
と
同
様
の
解
釈
基
準
を
採
用
す
る
か
ど
う
か
、
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る）
１１２
（

。

　

（
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
国
連
海
洋
法
条
約
体
制
の
包
括
的
分
析
︱
条
約
発
効
二
〇
年
の
総
括
と

将
来
の
展
望
︱
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。）
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六
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巻
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五
五

二
〇
八
三

（
1
）　

エ
ル
フ
ェ
リ
ン
ク
教
授
は
、
海
洋
境
界
画
定
に
お
け
る
島
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
は
、﹁
多
く
の
場
合
で
第
一
二
一
条
三
項
の
問
題
を
解
決
す
る
必
要
は
な
く
、
回
避
も
可
能
﹂

で
あ
る
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
サ
ー
ペ
ン
ト
（Serpent

）
島
の
法
的
地
位
が
問
題
と
な
っ
た
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
の
黒
海
海
洋
境
界
画
定
事
件
（
二
〇
〇
九
年
）

が
そ
の
好
例
で
あ
る
と
す
る
。A

lex G
. O

ude E
lferink, “Is it E

ither N
ecessary or P

ossible to C
larify the P

rovision on R
ocks of A

rticle 121 （3

） of the L
aw

 

of the Sea C
onvention?”, in M

.A
. P

ratt and J.A
. B

row
n （eds.

）, B
ord

erla
n

d
s U

n
d

er S
tress, K

luw
er L

aw
 International, 2000, p.397. 

本
事
件
に
お
い
て
、

サ
ー
ペ
ン
ト
島
は
大
陸
棚
を
有
す
る
と
主
張
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
一
二
一
条
三
項
の
択
一
要
件
を
強
調
し
た
の
に
対
し
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、﹁
こ
れ
ら
の
二
つ
の
要
件
は
相

互
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
⋮
実
際
、
経
済
的
生
活
は
人
間
の
居
住
の
表
れ
で
あ
り
、
人
間
の
居
住
な
き
経
済
的
生
活
は
あ
り
得
な
い
﹂
と
主
張
し
て

い
た
。C

ase concerning M
aritim

e D
elim

itation in the B
lack Sea, R

eply subm
itted by R

om
ania, 22 D

ecem
ber 2006, para.5.19. 

し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
こ

の
問
題
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
海
洋
境
界
画
定
を
行
っ
た
。

（
2
）　

山
本
草
二
著
（
兼
原
敦
子
・
森
田
章
夫
編
）﹃
国
際
行
政
法
の
存
立
基
盤
﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
五
五
頁
。

（
3
）　

C
.R

. S
ym

m
on

s, “M
aritim

e Z
on

es from
 islan

d
s an

d
 rocks,” S

.Jayaku
m

ar, T
om

m
y K

oh
 an

d
 R

obert B
eckm

an
 

（ed
s.

）, T
h

e S
ou

th
 C

h
in

a
 S

ea
 

D
isp

u
tes a

n
d

 th
e L

a
w

 of th
e S

ea
, E

dw
ard E

lgar

（2014

）, p.98, note 239.

（
4
）　P

erm
an

en
t M

ission
 of th

e P
eop

le’s R
ep

u
blic of C

h
in

a to th
e U

n
ited

 N
ation

s, C
M

L
/2/2009 d

ated
 06 F

ebru
ary 2009 an

d
 C

M
L

/59/2011 d
ated

 3 

A
ugust 2011.

（
5
）　N

ote V
erbale of R

epublic of K
orea, M

U
N

/046/09 dated 27 F
ebruary 2009 and M

U
N

/230/11 dated 11 A
ugust 2011.

（
6
）　C

L
C

S/64

（2009

）, paras.23-25. 

詳
し
く
は
、
西
村
弓
﹁
大
陸
棚
延
伸
と
大
陸
棚
限
界
委
員
会
手
続
規
則
の
問
題
点
︱
日
本
の
延
伸
申
請
を
素
材
と
し
て
︱
﹂
松
井
芳
郎
・

富
岡
仁
・
坂
元
茂
樹
・
薬
師
寺
公
夫
・
桐
山
孝
信
・
西
村
智
朗
﹃
二
一
世
紀
の
国
際
法
と
海
洋
法
の
課
題
﹄（
東
信
堂
、
二
〇
一
六
年
）
四
〇
一
頁
参
照
。

（
7
）　

た
と
え
ば
、
沖
ノ
鳥
島
の
み
な
ら
ず
、
加
々
美
教
授
に
よ
れ
ば
、﹁
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
Ｅ
Ｅ
Ｚ
と
大
陸
棚
の
基
点
と
す
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
礁
と
ミ
ド
ル
ト
ン
礁
は
、
物
理
的

証
拠
か
ら
サ
イ
ズ
が
極
小
で
不
毛
で
あ
り
、﹃
岩
﹄﹂
と
な
る
が
、﹁［
海
洋
法
］
条
約
が
設
置
し
た
大
陸
棚
限
界
委
員
会
か
ら
延
長
大
陸
棚
を
認
め
る
勧
告
を
受
け
て
お
り
、
同

国
は
こ
の
勧
告
に
基
づ
き
既
に
二
〇
一
二
年
の
国
内
法
で
大
陸
棚
の
限
界
を
設
定
﹂
し
て
い
る
と
い
う
。
加
々
美
康
彦
﹁
南
シ
ナ
海
仲
裁
判
断
に
お
け
る
島
の
定
義
﹂
国
際
法

学
会
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
メ
ン
トN

o.2016-10

参
照
。available at ［http://w

w
w

.jsil.jp/
］.

（
8
）　

加
地
良
太
﹁
沖
ノ
鳥
島
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
西
太
平
洋
の
海
洋
安
全
保
障
～
中
国
の
海
洋
進
出
と
国
連
海
洋
法
条
約
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
～
﹂﹃
立
法
と
調
査
﹄N

o.321

（
二

〇
一
一
年
）
一
二
七
頁
。

（
9
）　A

w
ard of the South C

hina Sea A
rbitration C

ase of July 12 2016, http://w
w

w
.pca-cpa.org, p.197, para.451.
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（
10
）　

こ
れ
は
、
小
寺
教
授
と
同
席
し
た
研
究
会
に
お
け
る
同
教
授
の
発
言
で
あ
る
。
小
寺
教
授
は
、﹁
国
際
社
会
に
お
い
て
、
特
定
の
小
島
に
つ
い
て
﹃
岩
﹄
か
否
か
が
争
わ
れ

る
こ
と
は
多
い
が
、
そ
れ
は
沖
ノ
鳥
島
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
島
に
つ
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
尖
閣
列
島
を
構
成
す
る
島
が
﹃
岩
﹄
に
当
た
る
か
ど
う
か
を
議
論
す
る
場
合

に
は
、﹃
岩
﹄
の
定
義
い
か
ん
で
結
論
が
変
わ
り
う
る
。
し
か
し
、
沖
ノ
鳥
島
の
よ
う
な
小
さ
な
島
に
つ
い
て
は
、﹃
岩
﹄
の
定
義
い
か
ん
で
解
答
が
異
な
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
﹂
と
の
見
解
を
述
べ
て
お
ら
れ
た
。
シ
モ
ン
ズ
も
、
沖
ノ
鳥
島
に
つ
い
て
、﹁
第
一
二
一
条
三
項
に
基
づ
く
間
違
い
な
く
原
型
を
表
象
す
る
﹃
岩
﹄（an archetypal 

‘rock ’

）﹂
と
表
現
し
て
い
る
。Sym

m
ons, su

p
ra

 note 3, p.106.

（
11
）　D

.W
. B

ow
ett, T

h
e L

ega
l R

egim
e of Isla

n
d

s in
 In

tern
a

tion
a

l L
a

w
, O

ceana, 1978, pp.8-9.　

（
12
）　

栗
林
忠
男
﹁
第
Ⅷ
部　

島
の
制
度
﹂
財
団
法
人
日
本
海
洋
協
会
﹃
新
海
洋
法
条
約
の
締
結
に
伴
う
国
内
法
制
の
研
究
﹄
第
三
号
（
一
九
八
四
年
）
一
〇
七
頁
。

（
13
）　

C
live R

. Sym
m

ons, T
h

e M
a

ritim
e Z

on
es of Isla

n
d

s in
 In

tern
a

tion
a

l L
a

w
, T

he H
ague, 1979, pp.11-12.

（
14
）　E

.D
. B

row
n, “R

ockall and the L
im

its of N
atural Jurisdiction of the U

nited K
ingdom

: P
art I,” M

a
rin

e P
olicy, V

ol.2, 1978, p.206. 

同
様
の
評
価
は
、﹁
拙

い
起
草
（poorly drafted

）﹂
と
し
た
チ
ャ
ー
チ
ル
教
授
と
ロ
ウ
教
授
、C

f. R
. R

. C
hurchill and V. L

ow
e, T

h
e L

a
w

 of th
e S

ea
, 3

rd ed., M
anchester U

niversity 

P
ress, 1999, p.50.

さ
ら
に
﹁
企
ま
れ
た
曖
昧
さ
（deliberate am

biguous

）﹂
と
称
し
た
ノ
ル
デ
ィ
キ
ス
教
授
ら
が
い
る
。C

f. M
yron H

. N
ordquist, “T

he Textual 

Interpretation of A
rticle 121 in the U

N
 C

onvention on the L
aw

 of the Sea,” in H
. P. H

esterm
eyer et als. 

（eds.

）, C
oex

isten
ce, C

oop
era

tion
 a

n
d

 

S
olid

a
rity: L

iber A
m

icoru
m

 R
ü

d
iger W

olfru
m

, V
ol.1, B

rill, 2012, p.1035. 

詳
し
く
は
、
許
淑
娟
﹁
国
際
法
上
の
島
の
定
義
と
国
内
法
制
度
︱
南
シ
ナ
海
仲
裁
と

沖
ノ
鳥
島
を
め
ぐ
る
日
本
の
対
応
を
中
心
に
︱
﹂﹃
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
﹄
№
19
（
二
〇
一
六
年
）
一
五
頁
。

（
15
）　

小
田
滋
﹃
注
解
国
連
海
洋
法
条
約　

上
巻
﹄（
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
）
三
二
三
頁
。

（
16
）　

第
一
四
五
回
衆
議
院
建
設
委
員
会
議
録
第
八
号
（
一
九
九
九
年
）
二
一
頁
。

（
17
）　

第
一
七
四
回
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
第
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
五－
一
六
頁
。

（
18
）　Territoria

l a
n

d
 M

a
ritim

e D
isp

u
te （N

ica
ra

gu
a

 v. C
olom

bia
）, IC

J R
ep

orts 2012, p.674, para.139.

（
19
）　

小
田
﹃
前
掲
書
﹄（
注
15
）
三
二
三
頁
。

（
20
）　 A

w
ard, su

p
ra

 note 9, p.206, para.481.

（
21
）　

こ
の
用
語
法
に
つ
い
て
は
、
栗
林
忠
男
・
加
々
美
康
彦
﹁
海
洋
法
に
お
け
る
﹃
島
の
制
度
﹄
再
考
﹂
栗
林
忠
男
・
杉
原
高
嶺
﹃
日
本
に
お
け
る
海
洋
法
の
主
要
課
題
﹄（
有

信
堂
、
高
文
社
、
二
〇
一
〇
年
）
二
四
一－

二
四
二
頁
に
依
っ
た
。

（
22
）　F

or exam
ple, R

. K
olb, “L

’interprétation de l’article 121, paragraph 3, de la C
onvention de M

onteg B
ay sur le droit de la m

er: L
es ‘rochers qui ne 
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二
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se prêtent pas à l’habitation hum
aine ou à une vie économ

ique proper

⋮”, A
n

n
u

a
ire F

ra
n

ça
is d

e D
roit In

tern
a

tion
a

l, Tom
e 40, 1994, p.904, 

Jonathan I. C
harney, “R

ocks that C
annot Sustain H

um
an H

abitation,” A
m

erica
n

 Jou
rn

a
l of In

tern
a

tion
a

l L
a

w
, V

ol.93, 1999, p.864, and C
hurchill 

and L
ow

e, su
p

ra
 note 14, p.49, Sim

m
ons, su

p
ra

 note 3, p.67.

（
23
）　

栗
林
﹁
前
掲
論
文
﹂（
注
12
）
一
〇
九－

一
一
八
頁
参
照
。

（
24
）　Satya N

. N
andan and Shabtai R

osenne, U
n

ited
 N

a
tion

s C
on

ven
tion

 on
 th

e L
a

w
 of th

e S
ea

 1
9

8
2

 A
 C

om
m

en
ta

ry
, V

ol. II, M
artinus N

ijhoff, 

1993, p.330.

（
25
）　

非
公
式
単
一
草
案
第
一
三
二
条
三
項
は
、
現
行
の
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
三
項
と
ま
っ
た
く
同
一
の
条
文
で
あ
る
。“R

ocks w
hich cannot sustain hum

an 

habitation or econom
ic life of their ow

n shall have no exclusive econom
ic zone or continental shelf.” Ibid

.,p.335.

（
26
）　Ibid

., p.332. 

注
（
1
）
で
触
れ
た
黒
海
海
洋
境
界
画
定
事
件
に
お
け
る
ル
ー
マ
ニ
ア
の
主
張
は
、
こ
の
海
洋
法
条
約
の
起
草
過
程
に
お
け
る
﹁
か
つ
（and

）﹂
の
立
場
を

そ
の
ま
ま
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
27
）　

小
田
﹃
前
掲
書
﹄（
注
15
）
三
二
一
頁
。

（
28
）　

B
arbara K

w
iatkow

ska and A
lfred H

. Soons, “E
ntitlem

ent to M
aritim

e A
reas of R

ocks W
hich cannot Sustain H

um
an H

abitation or E
conom

ic L
ife 

of T
heir O

w
n,” N

eth
erla

n
d

s Yea
rbook of In

tern
a

tion
a

l L
a

w
, V

ol. X
X

I, 1990, p.176.

（
29
）　A

w
ard, su

p
ra

 note 9, pp.473-474, para.1203.

（
30
）　Ibid

., p.474, para.1203.

（
31
）　

昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
一
二
月
二
三
日
、
日
本
は
外
甲
第
一
一
六
号
閣
議
決
定
に
お
い
て
、
南
沙
諸
島
を
﹁
新
南
群
島
﹂
と
命
名
し
、
高
雄
市
の
一
部
に
編
入
し
、
太

平
島
を
﹁
長
島
﹂
と
称
し
た
。
太
平
島
の
名
称
は
、
中
華
民
国
の
軍
艦
﹁
太
平
号
﹂
が
一
九
四
六
年
に
同
島
に
赴
き
、
接
収
を
行
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
太
平
島
は
、
長
さ

約
一
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
面
積
は
約
〇
・
四
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
南
沙
諸
島
最
大
の
高
潮
地
形
で
あ
る
。
台
湾
（
中
華
民
国
）
外
交
部
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
面
積
は
約
〇
・
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。available at

［http://w
w

w
.m

ofa.gov.tw
/U

pload/W
ebA

rchive/1914/%
E

5%
A4%

A
A

%
E5%

B9%
B3%

E5%
B3%

B6%
E7%

9A
%
84%

E5%
89%
8D

%
E4%

B8%
96%

E4%
B

B
%
8A

%
E7%

94%
9F.pdf

］.

（
32
）　A

w
ard, su

p
ra

 note 9, p.199, para.458.

（
33
）　Ibid

., p.205, paras.476-477.

（
34
）　Ibid

., p.224, para.535.
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二
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六

（
35
）　

岩
月
直
樹
﹁
南
シ
ナ
海
仲
裁
裁
判
と
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
﹂﹃
法
学
教
室
﹄
第
四
三
五
号
（
二
〇
一
六
年
）
五
四
頁
。

（
36
）　A

w
ard, su

p
ra

 note 9, p.205, para.478.
（
37
）　Ibid

., pp.205-206, paras.479-482.

（
38
）　Ibid

., pp.206-207, paras.483-484.

（
39
）　Ibid

., pp.207-208, paras.485-487.

（
40
）　Ibid

., p.208, paras.489-491.

（
41
）　Ibid

., pp.209-211, paras. 493 and 496-497.

（
42
）　Ibid

., pp.211-211, paras. 498-500.

（
43
）　Ibid

., pp.212-213, para.504.

（
44
）　Ibid

., p.213, paras.505-506.

（
45
）　Ibid

., pp.213-214, par a.507.

（
46
）　Ibid

., p.214, para.509.

（
47
）　H

earing on the M
erits and R

em
aining Issues of Jurisdiction and A

dm
issibility, D

ay 2 （25 N
ovem

ber 2015

）, p.27.

（
48
）　A

w
ard, su

p
ra

 note 9, pp.214-215, paras.510-511.

（
49
）　Ibid

., pp.215-218, paras.512-520.

（
50
）　Ibid

., p.218, para.521.

（
51
）　Ibid

., pp.218-219, para.522.

（
52
）　Ibid

., pp.223-227, paras.534-538.

（
53
）　Sym

m
ons, su

p
ra

 note 3, p.68.

（
54
）　A

w
ard, su

p
ra

 note 9, pp.227-231, paras.540-550.

（
55
）　Ibid

., pp.231-232, paras.552-553.

（
56
）　Ibid

., p.232, paras.554-556.

（
57
）　Ibid

., p.233, paras.557-559.
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（
58
）　Ibid

., p.233, paras.560-561.
（
59
）　Ibid

., p.234, paras.563-564.
（
60
）　Ibid

., p.235, paras.566-567.

（
61
）　Ibid

., p.235, paras.569-570.

（
62
）　T

he L
eudicke C

ase, Series A
, N

o.29, para.40.

（
63
）　A

w
ard, su

p
ra

 note 9, pp.210-211, paras.496-497.

（
64
）　Ibid

., p.228, para.543.

（
65
）　Ibid

., pp.229-230, para.547.

（
66
）　Ibid

., p.212, para.503.

（
67
）　A

lex G
. O

ude E
lferink, “T

he South C
hina Sea A

rbitration’s Interpretation of A
rticle 121 （3

） of the L
O

SC
: A

 D
isquieting F

irst,” T
he JC

L
O

S B
log, 

p.6.

（
68
）　A

w
ard, su

p
ra

 note 9, p.228, para.544.

（
69
）　Ibid

., pp.211-212, para.500.

（
70
）　Ibid

., p.228, para.543.

（
71
）　B

ow
ett, su

p
ra

 note 11, p.34.

（
72
）　E

lferink, su
p

ra
 note 67, pp.5-6.

（
73
）　A

w
ard, su

p
ra

 note 9, p.252, para.618.

（
74
）　G

. G
idel, L

e D
roit In

tern
a

tion
a

l P
u

blic d
e la

 M
er, V

ol. II, 1932, Sirey, p.684.

（
75
）　

以
下
の
国
家
実
行
は
、
加
々
美
康
彦
中
部
大
学
教
授
の
ご
教
示
に
よ
る
。
加
々
美
教
授
に
よ
る
第
一
二
一
条
三
項
の
起
草
過
程
と
各
国
の
国
家
実
行
の
分
析
に
つ
い
て
は
、

加
々
美
康
彦
﹁
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
触
媒
と
し
て
の
国
連
海
洋
法
条
約
第
一
二
一
条
三
項
：
沖
ノ
鳥
島
再
生
へ
の
一
試
論
﹂
海
洋
政
策
研
究
財
団
﹃
平
成
一
七
年
度　

沖
ノ
鳥
島
の
再
生
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
六
年
）
一
〇
二－

一
二
一
頁
参
照
。
こ
の
他
、
下
記
の
論
文
に
各
国
の
実
行
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。C

f. John M
. 

V
an D

yke, Joseph R
. M

organ and Jonathan G
urish, “T

he E
xclusive E

conom
ic Z

one of the N
orthw

estern H
aw

aiian Islands: W
hen D

o U
ninhabited 

Islands G
enerate an E

E
Z

?” S
a

n
 D

iego L
a

w
 R

eview
, V

ol.25, N
o.3 （1988

）, pp.457-463.
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（
76
）　

米
国
の
無
人
島
の
管
理
政
策
に
つ
い
て
は
、加
々
美
康
彦
﹁
遠
隔
離
島
の
管
理
政
策
︱
︱
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
最
近
の
実
行
を
題
材
に
︱
︱
﹂
海
洋
政
策
研
究
財
団
﹃
平

成
一
八
年
度 

沖
ノ
鳥
島
の
維
持
再
生
に
関
す
る
調
査
研
究
﹄（
二
〇
〇
七
年
） 

二
二－

四
六
頁
参
照
。

（
77
）　

加
々
美
﹁
同
上
﹂
三
四－

四
二
頁
。

（
78
）　

加
々
美
﹁
同
上
﹂
四
一－

四
二
頁
。

（
79
）　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
一
九
九
九
年
環
境
保
護
生
物
多
様
性
保
存
法
（
Ｅ
Ｐ
Ｂ
Ｃ
法
）
に
基
づ
き
全
域
が
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
保
護
区
カ
テ
ゴ
リ
ー
のIa

（
厳
正
自
然
保
護
区
）
に
分

類
さ
れ
る
Ｍ
Ｐ
Ａ
（
海
洋
保
護
区
）
を
二
〇
〇
二
年
に
設
定
し
た
。
加
々
美
康
彦
﹁
遠
隔
離
島
周
辺
海
域
の
管
理
﹂
海
洋
政
策
研
究
財
団
﹃
平
成
二
〇
年
度 

沖
ノ
鳥
島
の
維
持

再
生
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
九
年
）
六
七－

六
九
頁
。

（
80
）　C

live R
. S

ym
m

on
s, “Irelan

d
 an

d
 th

e R
ockall: A

n
 A

n
alysis of R

ecen
t D

evelop
m

en
ts,” IB

R
U

 B
ou

n
d

a
ry

 a
n

d
 S

ecu
rity

 B
u

lletin
 

（S
p

rin
g,1998

）, 

p.83.

（
81
）　

メ
キ
シ
コ
の
こ
の
実
行
を
非
難
す
る
論
者
と
し
て
、W
. van O

verbeek, “A
rticle 121 （3

） in M
exican State P

ractice in the P
acific,” In

tern
a

tion
a

l Jou
rn

a
l 

of M
a

rin
e a

n
d

 C
oa

sta
l L

a
w

, V
ol.4 （1989

）, pp.261-263.

（
82
）　Sym

m
ons, su

p
ra

 note 3, p.91.

（
83
）　C

onciliation C
om

m
ission on the C

ontinental Shelf area betw
een Iceland and Jan M

ayen: R
eport and recom

m
endations to the governm

ents of 

Iceland and N
orw

ay, decision of June 1981, pp.9-10.

（
84
）　Sym

m
ons, su

p
ra

 note 3, p.101.

（
85
）　N

orth
 S

ea
 C

on
tin

en
ta

l S
h

elf （F
ed

era
l R

ep
u

blic of G
erm

a
n

y v. D
en

m
a

rk, IC
J R

ep
orts 1969, p.42, para.73.

（
86
）　

松
井
芳
郎
﹁
現
代
世
界
に
お
け
る
紛
争
処
理
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
︱
法
の
適
用
と
創
造
と
の
交
錯
︱
﹂﹃
世
界
法
年
報
﹄
第
二
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
二－

一
三
頁
参
照
。

（
87
）　D

eclaration of the Judge V
ukas in the “V

olga” case, p.44, para.6

（
88
）　A

greem
ent on C

ooperative E
nforcem

ent of F
isheries L

aw
s betw

een the G
overnm

ent of A
ustralia and the G

overnm
ent of the F

rench R
epublic in 

the M
aritim

e A
reas A

djacent to the F
rench Southern and A

ntarctic Territories, H
eard Island and the M

cD
onald Islands, available at ［https://iea.

uoregon.edu/treaty-text/2007-coopenforcem
entfisheriesaustraliafranceentxt

］.

（
89
）　A

w
ard, su

p
ra

 note 9, p.231, para.552.

（
90
）　Ibid

., p.232, para.553.
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（
91
）　

事
後
の
実
行
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
西
元
宏
治
﹁
条
約
解
釈
に
お
け
る
﹃
事
後
の
実
行
﹄﹂﹃
本
郷
法
政
紀
要
第
六
号
（
一
九
九
七
年
）
参
照
。
な
お
、
現
在
、
国
連
国

際
法
委
員
会
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
に
お
い
て
、
ノ
ル
テ
委
員
を
議
長
と
す
る
﹁
条
約
解
釈
に
関
す
る
事
後
の
合
意
及
び
事
後
の
実
行
﹂
と
題
す
る
研
究
部
会
が
、
結
論
草
案
の
作
成
を

進
め
て
い
る
。
最
新
の
審
議
状
況
に
つ
い
て
は
、
国
際
法
委
員
会
研
究
会
﹁
国
連
国
際
法
委
員
会
第
六
八
会
期
の
審
議
概
要
﹂﹃
国
際
法
外
交
雑
誌
﹄
第
一
一
五
巻
四
号
（
二

〇
一
七
年
）
七
九－

八
一
頁
参
照
。C

f. Subsequent agreem
ents and subsequent practice in relation to the interpretation of treaties, available at ［http://

legal.un.org/ilc/sum
m

aries/1_11.shtm
l

］.

（
92
）　N

orth
 S

ea
 C

on
tin

en
ta

l S
h

elf , su
p

ra
 note 85,  pp.32-33, para.47.

（
93
）　F

oreign and C
om

m
onw

ealth A
ffairs, W

aste M
inim

isation, 31 Ju
ly 1997: C

olu
m

n
:482.

（
94
）　N

ilufer O
ral, “‘R

ocks’ or ‘Islands’? Sailing tow
ards L

egal C
larity on the T

urbulent South C
hina Sea,” A

JIL
 U

n
bou

n
d

, vol. 110 （2016

）: Sym
posium

 

on the South C
hina Sea A

rbitration, p.282. 

（
95
）　V

an D
yke et a

l., su
p

ra
 note 75, p.438.

（
96
）　A

w
ard, su

p
ra

 note 9, p.252-253, para.620.

（
97
）　V

an D
yke et a

l., su
p

ra
 note 75, p.487.

（
98
）　T

he C
hina-A

SE
A

N
 D

eclaration on the C
onduct of P

arties in the South C
hina Sea, adopted by the F

oreign M
inisters of A

SE
A

N
 and the P

eople’s 

R
epublic of C

hina at the 8
th A

SE
A

N
 Sum

m
it in P

hnom
 P

enh, C
am

bodia on 4 N
ovem

ber 2002, available at ［http://w
w

w
.aseansec.org/13163.htm

］.

（
99
）　

管
轄
権
及
び
受
理
可
能
性
判
決
に
つ
い
て
は
、
玉
田
大
﹁
フ
ィ
リ
ピ
ン
対
中
国
事
件
（
国
連
海
洋
法
条
約
附
属
書
Ⅶ
仲
裁
裁
判
所
）
管
轄
権
及
び
受
理
可
能
性
判
決
（
二
〇

一
五
年
一
〇
月
二
九
日
）﹂﹃
神
戸
法
学
雑
誌
﹄
第
六
六
巻
二
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
二
五－

一
六
一
頁
参
照
。

（
１００
）　A

w
ard on Jurisdiction and A

dm
issibility （29 O

ctober 2015
）, paras.207-211. 

翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
玉
田
教
授
の
訳
に
依
っ
た
。
玉
田
﹁
同
上
﹂
一
三
二
頁
。

（
１０１
）　

Ibid
., paras.212-229.　

玉
田
﹁
同
上
﹂
一
三
二
頁
。

（
１０２
）　

Ibid
., para.223.

（
１０３
）　

K
ate P

arlett, “Ju
risd

iction
 of th

e A
rbitral T

ribu
n

al in
 P

h
ilip

p
in

es v. C
h

in
a

 u
n

d
er U

N
C

L
O

S
 an

d
 in

 th
e A

bsen
ce of C

h
in

a,” A
JIL

 U
n

bou
n

d
, 

vol.110 （2016

）: Sym
posium

 on the South C
hina Sea A

rbitration, p.271.

（
１０４
）　C

om
m

unications by Japan dated 25 M
arch 2009.

（
１０５
）　

九
段
線
の
法
的
地
位
に
関
す
る
仲
裁
判
決
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
﹁
九
段
線
の
法
的
地
位
︱
︱
歴
史
的
水
域
と
歴
史
的
権
利
の
観
点
か
ら
︱
︱
﹂﹃
前
掲
書
﹄（
注
6
）
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法
的
地
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二
〇
九
〇

一
六
四－

二
〇
二
頁
参
照
。

（
１０６
）　Q

u
estion

s rela
tin

g to th
e obliga

tion
 to p
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